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はじめに

このマニュアルは，JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) Internet 
Information Serverの機能や収集レコードなどについて説明したものです。

■対象読者
このマニュアルは，次の方を対象としています。
• JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) Internet Information Server
の機能および収集レコードについて知りたい方

• JP1/Performance Managementを使用したシステムを構築，運用して，Microsoft(R) 
Internet Information Serverのパフォーマンスデータを収集したい方

また，Microsoft(R) Internet Information Serverについて熟知していることを前提としていま
す。
なお，JP1/Performance Managementを使用したシステムの構築，運用方法については，次の
マニュアルもあわせてご使用ください。
• JP1 Version 8 JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド（3020-3-K61）
• JP1 Version 8 JP1/Performance Management リファレンス（3020-3-K62）

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編から構成されています。なお，このマニュアルは各 OS
（Operating System）に共通のマニュアルです。OSごとに差異がある場合は，本文中でそのつ
ど内容を書き分けています。

第 1編　概要編
JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) Internet Information Serverの
概要について説明しています。

第 2編　運用・操作編
JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) Internet Information Serverの
インストールとセットアップについて説明しています。

第 3編　リファレンス編
JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) Internet Information Serverの
ソリューションセット，レコードおよびメッセージについて説明しています。

第 4編　トラブルシューティング編
JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) Internet Information Serverで
トラブルが発生したときの対処方法について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。



はじめに

II

JP1/Performance Management関連
• JP1 Version 8 JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド（3020-3-K61）
• JP1 Version 8 JP1/Performance Management リファレンス（3020-3-K62）

■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて編を選択して読むことができます。利用目的別にお読
みいただくことをお勧めします。

■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，日立製品およびその他の製品の名称を省略して表記しています。製品の
正式名称と，このマニュアルでの表記を次に示します。

マニュアルを読む目的 記述個所

JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) 
Internet Information Serverの特長を知りたい。

第 1編

JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) 
Internet Information Serverの機能概要を知りたい。

第 1編

JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) 
Internet Information Serverの導入時の作業を知りたい。

第 2編

JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) 
Internet Information Serverのソリューションセットについて知りた
い。

第 3編

JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) 
Internet Information Serverのレコードについて知りたい。

第 3編

JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) 
Internet Information Serverのメッセージについて知りたい。

第 3編

障害発生時の対処方法について知りたい。 第 4編

正式名称 このマニュアルでの表記

JP1/Performance Management Performance Management

JP1/Performance Management - 
Agent Option for Domino

PFM - Agent for Domino PFM - Agent

JP1/Performance Management - 
Agent Option for Enterprise 
Applications

PFM - Agent for Enterprise Applications

JP1/Performance Management - 
Agent Option for HiRDB

PFM - Agent for HiRDB

JP1/Performance Management - 
Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(RM)

PFM - Agent for DB2

JP1/Performance Management - 
Agent Option for JP1/AJS2

PFM - Agent for JP1/AJS2
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JP1/Performance Management - 
Agent Option for Microsoft(R) 
Exchange Server

PFM - Agent for Exchange Server

JP1/Performance Management - 
Agent Option for Microsoft(R) 
Internet Information Server

PFM - Agent for IIS

JP1/Performance Management - 
Agent Option for Microsoft(R) SQL 
Server

PFM - Agent for Microsoft SQL Server

JP1/Performance Management - 
Agent Option for OpenTP1

PFM - Agent for OpenTP1

JP1/Performance Management - 
Agent Option for Oracle

PFM - Agent for Oracle

JP1/Performance Management - 
Agent Option for Platform（UNIX
用）

PFM - Agent for 
Platform（UNIX）

PFM - Agent for 
Platform

JP1/Performance Management - 
Agent Option for Platform
（Windows用）

PFM - Agent for 
Platform（Windows）

JP1/Performance Management - 
Agent Option for Service Response

PFM - Agent for Service Response

JP1/Performance Management - 
Agent Option for Service Response 
Export Edition

JP1/Performance Management - 
Agent Option for uCosminexus 
Application Server

PFM - Agent for Cosminexus

JP1/Performance Management - 
Agent Option for BEA WebLogic 
Server

PFM - Agent for WebLogic Server

JP1/Performance Management - 
Base

PFM - Base

JP1/Performance Management - 
Manager

PFM - Manager

JP1/Performance Management - 
Web Console

PFM - Web Console

JP1/Performance Management - 
View

PFM - View

AIX 5L V5.2 AIX

AIX 5L V5.3

HP-UX 11i V2(PA-RISC) HP-UX(PA-RISC) HP-UX

HP-UX 11i V2(IPF) HP-UX(IPF)

Itanium(R) Processor Family IPF

正式名称 このマニュアルでの表記
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Microsoft(R) Internet Explorer Microsoft Internet Explorer

Microsoft(R) Windows(R) 2000 
Professional Operating System

Windows 2000

Microsoft(R) Windows(R) 2000 
Server Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 
Advanced Server Operating System

Microsoft(R) Windows(R) 2000 
Datacenter Server Operating 
System

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Datacenter Edition

Windows Server 2003(x86) Windows 
Server 2003

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Datacenter x64 Edition

Windows Server 2003(x64)

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003 R2, Enterprise Edition

Windows Server 2003 R2(x86)

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003 R2, Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003 R2, Enterprise x64 Edition

Windows Server 2003 R2(x64)

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003 R2, Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Datacenter Edition for 
Itanium-based Systems

Windows Server 2003(IPF)

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Enterprise Edition for 
Itanium-based Systems

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Enterprise Edition Operating 
System

Windows Server 2003

Microsoft(R) Windows Server(TM) 
2003, Standard Edition Operating 
System

Microsoft(R) Internet Information 
Services

IIS

正式名称 このマニュアルでの表記
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• PFM - Manager，PFM - Agent，および PFM - Web Consoleを総称して，Performance 
Managementと表記することがあります。

• Windows 2000，Windows Server 2003，およびWindows Server 2003(IPF)を総称して，
Windowsと表記することがあります。

• HP-UX，Solaris，AIX，および Linuxを総称して，UNIXと表記することがあります。

■このマニュアルで使用している記号
このマニュアルで使用している記号を次に示します。

■このマニュアルの数式中で使用している記号
このマニュアルの数式中で使用している記号を次に示します。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を次のように定義します。

File Allocation Tables FAT

Red Hat Enterprise Linux AS 4(x86) Linux AS 4(x86) Linux

Red Hat Enterprise Linux ES 4(x86) Linux ES 4(x86)

Red Hat Enterprise Linux AS 
4(AMD64 & Intel EM64T)

Linux AS 4(AMD64 & Intel EM64T)

Red Hat Enterprise Linux ES 
4(AMD64 & Intel EM64T)

Linux ES 4(AMD64 & Intel EM64T)

Red Hat Enterprise Linux AS 4(IPF) Linux AS 4(IPF)

Solaris 9 Solaris

Solaris 10

記　号 意　味

［  ］ ウィンドウ，タブ，ダイアログボックス，ダイアログボックスのボタン，ダイア
ログボックスのチェックボックスなどを示します。
（例）
［メイン］ウィンドウ
［エージェント］タブ

記号 意　味

＊ 乗算記号を示します。

/ 除算記号を示します。

正式名称 このマニュアルでの表記
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■このマニュアルで使用するディレクトリ
このマニュアルでは，Windowsで使用されている「フォルダ」と UNIXで使用されている
「ディレクトリ」とが同じ場合，原則として，「ディレクトリ」と統一表記しています。

■ Performance Managementインストール先フォルダ
このマニュアルでは，Windows版 Performance Managementのインストール先フォルダを，
インストール先フォルダと表記しています。
Windows版 Performance Managementのデフォルトのインストール先フォルダは，次のとお
りです。
• システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥jp1pc¥

■オンラインマニュアルについて
Performance Managementでは，PFM - Web Consoleがインストールされているホストに，プ
ログラムプロダクトに標準添付されているマニュアル CD-ROMからマニュアルをコピーするこ
とで，Webブラウザーでマニュアルを参照できるようになります。

マニュアルを参照するための設定
1.PFM - Web Consoleのセットアップ手順に従い，PFM - Web Consoleに PFM - Agentを
登録する（PFM - Agentの追加セットアップを行う）。
2.PFM - Web Consoleがインストールされているホストに，マニュアルのコピー先フォルダ
を作成する。
　Web Consoleのインストール先フォルダ ¥doc¥ja¥××××
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　××××には，PFM - Agentのヘルプ IDを指定してください。ヘルプ IDについては，
このマニュアルの付録に記載されている識別子一覧を参照してください。
3.上記で作成したフォルダの直下に，マニュアル CD-ROMからマニュアルファイル一式を
コピーする。
コピーの際，PDFファイル自体が，作成したフォルダ直下に配置されるようにしてくださ
い。マニュアルファイルのコピー方法については，マニュアル CD-ROMの readme.txtを
参照してください。
4.PFM - Web Consoleを再起動する。

マニュアルの参照方法
マニュアルの参照手順を次に示します。
1.PFM - Web Consoleの［メイン］画面のメニューバーフレームにある［ヘルプ］メニュー
をクリックし，ヘルプ選択画面を表示する。
2.マニュアル名またはマニュアル名の後ろの［PDF］をクリックする。
［PDF］をクリックすると PDF形式のマニュアルが表示されます。

Webブラウザーでの文字の表示に関する注意事項
Windowsの場合，スタートメニューからオンラインマニュアルを表示させると，すでに表
示されているブラウザーの画面上に HTMLマニュアルが表示されることがあります。
また，Microsoft Internet Explorer 5をご使用の場合，文字が不正に表示されることがあり
ます。この場合，次のように設定してください。

•［表示］－［エンコード］の［自動選択］のチェックを外す。
•［表示］－［エンコード］の日本語で［日本語（シフト JIS）］を選択する。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
個所（かしょ）　桁（けた）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024 バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
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1.1.1.1.    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS の概要の概要の概要の概要    
この章では，PFM - Agent for IISの概要について説明
します。 

 

1.11.11.11.1    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS の特長の特長の特長の特長    

1.21.21.21.2    パパパパフォーマンスデータの収集と管理の概要フォーマンスデータの収集と管理の概要フォーマンスデータの収集と管理の概要フォーマンスデータの収集と管理の概要    
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1.11.11.11.1    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IISの特長の特長の特長の特長    

PFM - Agent for IISは，IISのパフォーマンスを監視するために，パフォーマンスデータを収
集および管理するプログラムです。 
PFM - Agent for IISの特長を次に示します。 
z IISの稼働状況を分析できる 
監視対象の IISから，Working Setについてのページフォールトの状況や，Web，FTPの
接続状況などのパフォーマンスデータを，PFM - Agent for IISで収集および集計し，その
傾向や推移を図示することで，IISの稼働状況の分析が容易にできます。 

z IISの運用上の問題点を早期に発見し，原因を調査する資料を提供できる 
監視対象の IISで，システムリソースが不足するなどのパフォーマンスの低下が発生した場
合，Eメールなどを使ってユーザーに通知することで，問題点を早期に発見できます。また，
その問題点に関連する情報を図示することで，原因を調査する資料を提供できます。 

PFM - Agent for IISを使用するには，PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleが必要で
す。 
PFM - Agent for IISについて次に説明します。 

1.1.11.1.11.1.11.1.1        IISIISIISIIS のパフォーマンスデータを収集できますのパフォーマンスデータを収集できますのパフォーマンスデータを収集できますのパフォーマンスデータを収集できます    
PFM - Agent for IISを使用すると，IISのシステムリソースなどのパフォーマンスデータが収
集できます。 
PFM - Agent for IISでは，パフォーマンスデータは，次のように利用できます。 

z IISの稼働状況をグラフィカルに表示する 
パフォーマンスデータは，PFM - Web Consoleを使用して，「レポート」と呼ばれるグラ
フィカルな形式に加工し，表示できます。レポートによって，IISの稼働状況がよりわかり
やすく分析できるようになります。 
レポートには，次の種類があります。 

• リアルタイムレポート 

監視している IISの現在の状況を示すレポートです。主に，システムの現在の状態や問
題点を確認するために使用します。リアルタイムレポートの表示には，収集した時点の
パフォーマンスデータが直接使用されます。 

• 履歴レポート 

監視している IISの最近から現在までの状況を示すレポートです。主に，システムの傾
向を分析するために使用します。履歴レポートの表示には，PFM - Agent for IISのデー
タベースに格納されたパフォーマンスデータが使用されます。 

z 問題が起こったかどうかの判定条件として使用する 
収集されたパフォーマンスデータの値が何らかの異常を示した場合，ユーザーに通知するな
どの処置を取るように設定できます。 
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1.1.21.1.21.1.21.1.2    パフォーマンスデータの性質に応パフォーマンスデータの性質に応パフォーマンスデータの性質に応パフォーマンスデータの性質に応じた方法で収集できますじた方法で収集できますじた方法で収集できますじた方法で収集できます    
パフォーマンスデータは，「レコード」の形式で収集されます。各レコードは，「フィールド」
と呼ばれるさらに細かい単位に分けられます。レコードおよびフィールドの総称を「データモ
デル」と呼びます。 

レコードは，性質によって二つのレコードタイプに分けられます。どのレコードタイプでどの
パフォーマンスデータが収集されるかは，PFM - Agent for IISで定義されています。ユーザ
ーは，PFM - Web Consoleを使用して，どのパフォーマンスデータのレコードを収集するか選
択します。 

PFM - Agent for IISのレコードタイプを次に示します。 

z Product Intervalレコードタイプ（以降，PIレコードタイプと省略します） 
PIレコードタイプのレコードには，1分ごとのプロセス数など，ある一定の時間（インター
バル）ごとのパフォーマンスデータが収集されます。PIレコードタイプは，時間の経過に
伴うシステムの状態の変化や傾向を分析したい場合に使用します。 

z Product Detailレコードタイプ（以降，PDレコードタイプと省略します） 
PDレコードタイプのレコードには，現在起動しているプロセスの詳細情報など，ある時点
でのシステムの状態を示すパフォーマンスデータが収集されます。PDレコードタイプは，
ある時点でのシステムの状態を知りたい場合に使用します。 

各レコードについては，「第 3編 5. レコード」を参照してください。 

1.1.31.1.31.1.31.1.3    パフォーマンスデータを保存できますパフォーマンスデータを保存できますパフォーマンスデータを保存できますパフォーマンスデータを保存できます    
収集したパフォーマンスデータを，PFM - Agent for IISの「Storeデータベース」と呼ばれる
データベースに格納することで，現在までのパフォーマンスデータを保存し，IISの稼働状況
について，過去から現在までの傾向を分析できます。傾向を分析するためには，履歴レポート
を使用します。 
ユーザーは，PFM - Web Consoleを使用して，どのパフォーマンスデータのレコードを Store
データベースに格納するか選択します。PFM - Web Consoleでのレコードの選択方法について
は，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Storeデ
ータベースの管理について説明している章を参照してください。 

1.1.41.1.41.1.41.1.4    IISIISIISIIS の運用上の問題点を通知できますの運用上の問題点を通知できますの運用上の問題点を通知できますの運用上の問題点を通知できます    
PFM - Agent for IISで収集したパフォーマンスデータは，IISのパフォーマンスをレポートと
して表示するのに利用できるだけでなく，IISを運用していて問題が起こったり，障害が発生
したりした場合にユーザーに警告することもできます。 
例えば，システムリソースの空きが 10%を下回った場合，ユーザーに Eメールで通知するとし
ます。このように運用するために，「システムリソースの空きが 10%未満」を異常条件のしき
い値として，そのしきい値に達した場合，Eメールをユーザーに送信するように設定します。
しきい値に達した場合に取る動作を「アクション」と呼びます。アクションには，次の種類が
あります。 

z Eメールの送信 
z コマンドの実行 

z SNMPトラップの発行 
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z イベントの発行 
しきい値やアクションを定義したものを「アラーム」と呼びます。一つ以上のアラームを一つ
のテーブルにまとめたものを「アラームテーブル」と呼びます。アラームテーブルを定義した
あと，PFM - Agent for IISと関連づけます。アラームテーブルと PFM - Agent for IISとを関
連づけることを「バインド」と呼びます。バインドすると，PFM - Agent for IISによって収
集されているパフォーマンスデータが，アラームで定義したしきい値に達した場合，ユーザー
に通知できるようになります。 
このように，アラームおよびアクションを定義することによって，IISの運用上の問題を早期
に発見し，対処できます。 
アラームおよびアクションの設定方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，アラームの定義と操作について説明している
章を参照してください。 

1.1.51.1.51.1.51.1.5    アラームおよびレポートが容易に定義できますアラームおよびレポートが容易に定義できますアラームおよびレポートが容易に定義できますアラームおよびレポートが容易に定義できます    
PFM - Agent for IISでは，「ソリューションセット」と呼ばれる，必要な情報があらかじめ定
義されたレポートおよびアラームを提供しています。このソリューションセットを使用するこ
とで，複雑な定義をしなくても IISの運用状況を監視する準備が容易にできるようになります。
ソリューションセットは，ユーザーの環境に合わせてカスタマイズすることもできます。ソリ
ューションセットの使用方法については，マニュアル「JP1/Performance Management シス
テム構築・運用ガイド」の，レポートの定義と操作またはアラームの定義と操作について説明
している章を参照してください。また，ソリューションセットの詳細については，「第３編 4. ソ
リューションセット」を参照してください。 
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1.1.61.1.61.1.61.1.6    クラスタシステムで運用できますクラスタシステムで運用できますクラスタシステムで運用できますクラスタシステムで運用できます    
クラスタシステムを使うと，システムに障害が発生した場合にも継続して業務を運用できる，
信頼性の高いシステムが構築できます。このため，システムに障害が発生した場合でも
Performance Management の 24 時間稼働および 24時間監視ができます。 
クラスタシステムでホストに障害が発生した場合の運用例を次の図に示します。 

図 1-1 クラスタシステムの運用例 

 

             

         

 

同じ設定の環境を二つ構築し，通常運用する方を「実行系ノード」，障害発生時に使う方を「待
機系ノード」として定義しておきます。 
クラスタシステムでの Performance Management の運用の詳細については，「3. クラスタシス
テムでの運用」を参照してください。 
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1.21.21.21.2    パフォーマンスデータの収集と管理の概要パフォーマンスデータの収集と管理の概要パフォーマンスデータの収集と管理の概要パフォーマンスデータの収集と管理の概要    

パフォーマンスデータの収集方法と管理方法は，パフォーマンスデータが格納されるレコード
のレコードタイプによって異なります。PFM - Agent for IISのレコードは，次の二つのレコ
ードタイプに分けられます。 

• PIレコードタイプ 
• PDレコードタイプ 

パフォーマンスデータの収集方法と管理方法については，次の個所を参照してください。 
●パフォーマンスデータの収集方法 
パフォーマンスデータの収集方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementで扱うデータの概要について
説明している章を参照してください。 
収集されるパフォーマンスデータの値については，「第 3 編 5. レコード」を参照してくだ
さい。 

●パフォーマンスデータの管理方法 
パフォーマンスデータの管理方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementで扱うデータの概要について
説明している章を参照してください。 

PFM - Agentで収集および管理されているレコードのうち，どのパフォーマンスデータを利用
するかは，PFM - Web Consoleで選択します。選択方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Storeデータベースの管
理について説明している章を参照してください。 
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2.2.2.2.    インストールとセットアップインストールとセットアップインストールとセットアップインストールとセットアップ    
この章では，PFM - Agent for IISのインストールおよ
びセットアップ方法について説明します。Performance 
Managementシステム全体のインストールおよびセッ
トアップ方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，Windows
用のインストールとセットアップについて説明してい
る章を参照してください。 

 

2.12.12.12.1    適用適用適用適用 OSOSOSOS および関連プログラムおよび関連プログラムおよび関連プログラムおよび関連プログラム    

2.22.22.22.2    インストールから運用開始までの流れインストールから運用開始までの流れインストールから運用開始までの流れインストールから運用開始までの流れ    

2.32.32.32.3    インストールとアンインストールインストールとアンインストールインストールとアンインストールインストールとアンインストール    

2.42.42.42.4    セットアップセットアップセットアップセットアップ    

2.2.2.2.5555    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS の運用方式の変更の運用方式の変更の運用方式の変更の運用方式の変更    
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2.12.12.12.1    適用適用適用適用 OSOSOSOSおよび関連プログラムおよび関連プログラムおよび関連プログラムおよび関連プログラム    

ここでは，PFM - Agent for IISの適用 OSおよび関連プログラムについて説明します。 

2.1.12.1.12.1.12.1.1    適用適用適用適用 OS OS OS OS     
PFM - Agent for IISが動作する OSを次に示します。 
• Windows 2000 
• Windows Server 2003（64ビットバージョン IPFも含む） 
 

注意注意注意注意    

PFM - Agent for IISは上記以外の OSにも正常にインストールできる場合がありますが，適用
OS上以外での動作は保証されませんのでご注意ください。 

2.1.22.1.22.1.22.1.2    関連プログラム関連プログラム関連プログラム関連プログラム    
PFM - Agent for IISの関連プログラムを次に示します。 

(1)(1)(1)(1)    監視対象プログラム監視対象プログラム監視対象プログラム監視対象プログラム    

PFM - Agent for IISの監視対象プログラムを次に示します。 
• Microsoft(R) Internet Information Services 

((((2)2)2)2)    前提プログラム前提プログラム前提プログラム前提プログラム    

PFM - Agent for IISの前提となるプログラムを次に示します。 

z PFM PFM PFM PFM ---- Manager Manager Manager Manager    

Performance Management全体を管理するプログラムです。ネットワーク上に分散された
Performance Managementシリーズプログラムのサービスの管理や，監視対象のプログラ
ムから発行されるアラームイベントの制御，パフォーマンスデータの操作などをすることで，
Performance Managementシステム全体が連携して動作できるように管理します。 

z PFM PFM PFM PFM ---- Web Console Web Console Web Console Web Console    

Performance Managementの各種設定をしたり，PFM - Agent for IISで収集されたパフォ
ーマンスデータをレポートの形式に表示したりするプログラムです。Performance 
Managementシステムを一元的に監視したり，パフォーマンスデータの分析，表示操作な
どを実施したりできる，GUIを提供します。 
Performance Managementのクライアント機能に相当します。 

z PPPPFMFMFMFM----BaseBaseBaseBase    

稼働状況を監視するための基盤プログラムです。収集した稼働情報の管理などを行います。 
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2.22.22.22.2    インストールから運用開始までの流れインストールから運用開始までの流れインストールから運用開始までの流れインストールから運用開始までの流れ    

Performance Managementのシステム構成例と，インストールおよびセットアップの流れに
ついて説明します。 
PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleは現状 64ビットバージョンWindows Server 
2003 (IPF)にはインストールできません。従いまして 64ビットバージョン向け Agentと同一
ホストに PFM - Managerや PFM - Web Consoleを混在させること（下記の「2.2.1同一ホス
トにすべての Performance Managementシリーズプログラムをインストールする場合」等も
含む）はできませんので，本文書内の記述では以降ご注意ください。 
 

2.2.12.2.12.2.12.2.1    同一ホストに同一ホストに同一ホストに同一ホストにすべてのすべてのすべてのすべての Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management シリーシリーシリーシリー

ズプログラムをインストールする場合ズプログラムをインストールする場合ズプログラムをインストールする場合ズプログラムをインストールする場合    

 
同一ホストにすべての Performance Managementシリーズプログラムをインストールする場
合，セットアップをしなくても，そのホストだけで Performance Managementを運用できる
状態になります。必要に応じて，環境を変更するセットアップ項目を実施してください。 
同一ホストにすべての Performance Managementシリーズプログラムをインストールする場
合のシステム構成例を次の図に示します。 

図図図図 2222----1111    同一ホストにインストールする場合のシステム構成例同一ホストにインストールする場合のシステム構成例同一ホストにインストールする場合のシステム構成例同一ホストにインストールする場合のシステム構成例    

    

    

この場合のインストールおよびセットアップの手順を次の図に示します。 
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図図図図 2222----2222    同一ホストにインストールする場合の手順同一ホストにインストールする場合の手順同一ホストにインストールする場合の手順同一ホストにインストールする場合の手順    

    

    
PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleのインストール方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセットア
ップについて説明している章を参照してください。 
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2.2.22.2.22.2.22.2.2    PFM PFM PFM PFM ---- Manager Manager Manager Manager，，，，PFM PFM PFM PFM ---- Web Console Web Console Web Console Web Console，および，および，および，および PFM PFM PFM PFM ----    

AgentAgentAgentAgent を異なるホストにインストールする場合を異なるホストにインストールする場合を異なるホストにインストールする場合を異なるホストにインストールする場合    
PFM - Manager，PFM - Web Console，および PFM - Agentを異なるホストにインストール
する場合のシステム構成例を次の図に示します。 

図図図図 2222----3333    異なるホストにインストールする場合のシステム構成例異なるホストにインストールする場合のシステム構成例異なるホストにインストールする場合のシステム構成例異なるホストにインストールする場合のシステム構成例    

    
    
 
この場合のインストールおよびセットアップの手順を次の図に示します。 
同一ホストに PFM - Managerと PFM - Web Consoleをインストールした場合には，PFM - 
Managerホストと PFM - Web Consoleホストの両方のセットアップ項目を実施してください。 
PFM - Managerと PFM – Agentを異なるホストにインストールする場合、08-00 以降の
PFM-Agentをインストールする前にPFM – Baseをインストールする必要があります。但し、
PFM - Managerと PFM - Agent を同一ホストにインストールする場合，PFM – Baseをイン
ストールする必要がありません。 
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図図図図 2222----4444    異なるホストにインストールする場合の手順異なるホストにインストールする場合の手順異なるホストにインストールする場合の手順異なるホストにインストールする場合の手順    

    
    
PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleのインストール方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセットア
ップについて説明している章を参照してください。
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2.32.32.32.3    インストールとアンインストールインストールとアンインストールインストールとアンインストールインストールとアンインストール    

ここでは，PFM - Agent for IISのインストール方法およびアンインストール方法について説
明します。 

2.3.12.3.12.3.12.3.1    インストールインストールインストールインストール    
ここでは，提供媒体を使用する場合のインストール手順を説明します。 
注意注意注意注意    

• インストールする前に，Performance Managementシステム上の各マシンで，それぞれの
ホスト名の IPアドレスが解決できるように，jpchostsファイル，hostsファイル，また
は DNS（Domain Name System）環境を設定してください。ホスト名は hostnameコマン
ドの実行結果から確認してください。 

• Performance Managementは自ホスト名から IPアドレスが解決できる環境で動作させてく
ださい。自ホスト名から IPアドレスが解決できない環境では，Performance Management
は起動できません。また，複数ホストで Performance Managementを運用する場合は，
Performance Managementシリーズプログラムの各ホスト上で，IPアドレスが解決できる
ように設定してください。 

• システムの性能や信頼性を向上させるため，PFM - Manager，PFM - Web Console，およ
び PFM - Agnetはそれぞれ別のホストで運用することをお勧めします。 

• PFM - Managerと PFM - Agentを同一ホストにインストールする場合，PFM - Baseは不
要です。この場合，PFM - Agentの前提プログラムは PFM - Managerになるため，PFM - 
Managerをインストールしてから PFM - Agentをインストールしてください。 

• PFM - Baseと PFM - Managerは同一ホストにインストールできません。PFM - Baseと
PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Managerをインストールする場合
は，PFM - Web Console以外のすべての Performance Managementプログラムをアンイン
ストール後に PFM - Manager → PFM - Agentの順でインストールしてください。また，
PFM - Manager と PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Baseをインス
トールする場合も同様に，PFM - Web Console以外のすべての Performance Management
プログラムをアンインストール後に PFM - Base → PFM - Agentの順でインストールして
ください。 

• Performance Managementプログラムを新規にインストールした場合は，ステータス管理
機能がデフォルトで有効になります。ただし，07-50から 08-00以降にバージョンアップイ
ンストールした場合は，ステータス管理機能の設定状態はバージョンアップ前のままとなり
ます。ステータス管理機能の設定を変更する場合は，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の Performance Managementの障害検知につ
いて説明している章を参照してください。 

• 07-00以降からのバージョンアップについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の付録を参照してください。 

• Performance Managementのプログラムをインストールするときは，ローカルホストの
Performance Management のプログラムおよびサービスをすべて停止しておいてください。
なお，停止するサービスは物理ホスト上および論理ホスト上のすべてのサービスです。サー
ビスの停止方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説明している章を参照
してください。 
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• PFM - ManagerがインストールされているホストにPFM - Agent for IISをインストールす
ると，接続先 PFM - Managerはローカルホストの PFM - Managerとなります。この場合，
接続先 PFM - Managerをリモートホストの PFM - Managerに変更できません。リモート
ホストの PFM - Managerに接続したい場合は，インストールするホストに PFM - Manager
がインストールされていないことを確認してください。 

• PFM - Agent for IISがインストールされているホストにPFM - Managerをインストールす
ると，PFM - Agent for IISの接続先 PFM - Managerは自ホスト名に設定し直されます。共
通メッセージログに設定結果が出力されています。結果を確認してください。 

• Performance Managementシリーズプログラムをインストールするときは，必ず，ローカ
ルホストの Administrators権限を持つアカウントを使用してください。 

• Performance Managementシリーズプログラムを初めてインストールするときには，イン
ストール先フォルダにほかのファイルやフォルダがないことを確認してください。 

• Performance Managementシリーズプログラムを上書きインストールするときには，ロー
カルホストの Performance Managementシリーズプログラムのサービスをすべて停止して
おいてください。サービスの停止方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementを運用するため
の操作について説明している章を参照してください。 

• PFM - Web Consoleがインストールされているホストに，Performance Managementシリ
ーズプログラムをインストールする場合は，PFM - Web Consoleの画面をすべて閉じてから
インストールを実施してください。 

• すでに Performance Managementシリーズプログラムがインストールされているホストに
別の Performance Managementシリーズプログラムをインストールする場合，二つ目のプ
ログラムのインストールパスは，一つ目のプログラムのインストールパスと同じになります。
インストールパスを変更したい場合は，インストール済みの Performance Managementシ
リーズプログラムをすべて削除し，インストールし直す必要があります。 

• ほかのアプリケーションプログラムや OSで使用されているファイルを更新した場合，シス
テムの再起動を促すメッセージが表示されます。この場合，システムを再起動して，インス
トールを完了させてください。 

• PFM -Agent for IISをインストールする前に，TCP/IPの設定をしてください。 
• パフォーマンスモニターで，"logical disk parameters"の表示が不可能な場合は，DOSプロ
ンプト画面より"diskperf-y"を実行し，ホストを再起動してください。 

• PFM -Agent for IISをインストール後，PFM-Agentホストの再起動を実行しなかった場合
は，PFM - Agentホストの再起動をする前までは Agent for IISをアンインストールしない
でください。 

• NNMと連携している環境にインストールする場合，NNM連携機能および ovwを停止して
からインストールしてください。NNM連携機能については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，NNM連携について説明している章を参照
してください。NNMの環境変数とコマンドについてはマニュアル「JP1/Cm2/Network 
Node Manager ネットワーク管理ガイド」またはHP OpenView NNMのマニュアルを参照
してください。 

• Performance Managementプログラムおよびサービスや，Performance Managementのフ
ァイルを参照するような他プログラム（例えばWindowsのイベントビューアなど）を起動
したままインストールした場合，システムの再起動を促すメッセージが表示されることがあ
ります。この場合は，メッセージに従ってシステムを再起動し，インストールを完了させて
ください。 

• Performance Managementプログラムおよびサービスや，Performance Managementのフ
ァイルを参照するような他プログラム（例えばWindowsのイベントビューアなど）を起動
したままの状態，ディスク容量が不足している状態，またはフォルダ権限がない状態でイン
ストールした場合，ファイルの展開に失敗することがあります。Performance Management
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のプログラムおよびサービスや，Performance Managementのファイルを参照するような
他プログラムが起動している場合はすべて停止してからインストールし直してください。デ
ィスク容量不足やフォルダ権限不足が問題である場合は，問題を解決したあとでインストー
ルし直してください。 

• FATファイルシステムまたは FAT32ファイルシステム（インストール処理中にフォーマッ
トされた）を使用するドライブにWindows 2000をインストールし，同じセットアップ処理
でインターネット情報サービス（IIS）をインストールしたあとで，システムモニタを起動
してカウンタを追加すると，次の警告がアプリケーションイベントログに表示されることが
あります。 

イベントイベントイベントイベント IDIDIDID    ソースソースソースソース    現象現象現象現象    対処方法対処方法対処方法対処方法    

2003 Perflib "W3SVC"サービスのパフォーマ
ンスライブラリ
"C:¥WINNT¥system32¥w3ctrs
.dll" 
の構成情報がレジストリに保存
されている，信頼されたパフォー
マンスライブラリの情報に一致
しませんでした。このライブラリ
の関数は信頼されているものと
して処理されません。 
 
"W3SVC" および 
"C:¥WINNT¥system32¥w3ctrs
.dll"は環境により異なる場合が
あります。 

[%SystemRoot%¥System3
2]フォルダにおいてコマン
ドプロンプトで以下のコマ
ンドを実行し，IISパフォー
マンス動的リンクライブラ
リ（DLL）をアンロードし
てから再ロードします。こ
れらのコマンドを実行する
と，警告メッセージはログ
に記録されません。 
 
unlodctr w3svc 
unlodctr msftpsvc 
unlodctr asp 
unlodctr inetinfo 
lodctr w3ctrs.ini 
lodctr ftpctrs.ini 
lodctr axperf.ini 
lodctr infoctrs.ini 

 
1.1.1.1.    PFM - Agent for IIS をインストールするホストに，Administrators 権限でログインする。 

2.2.2.2.    ローカルホストで Performance Management シリーズプログラムのサービスが起動されてい

ないか確認する。起動されている場合は，すべて停止する。 

サービス情報を表示して，サービスが起動されていないか確認してください。サービ
ス情報の表示方法およびサービスの停止方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Performance 
Managementを運用するための操作について説明している章を参照してください。
Performance Managementシリーズプログラムのサービスが起動されていた場合，
インストール時に自動的に停止されます。 

3.3.3.3.    ほかに起動中のアプリケーションプログラムがあれば，すべて終了する。 

4.4.4.4.    提供媒体を CD-ROM ドライブに入れる。 

5.5.5.5.    監視対象の IIS が存在するホストで PFM - Agent for IIS の媒体の setup.exe（ホストが 64

ビット IPF の場合は PFMAGTK.msi）を起動しインストールする。 

起動したインストーラーの指示に従ってインストールを進めます。 
インストール時に定義する情報を次に示します。 
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• ユーザー情報 

ユーザー名などを入力します。 
• インストール先フォルダ 

PFM - Agent for IISをインストールするフォルダを指定します。 
インストール先フォルダは，初回のインストール時だけ指定できます。2回目以降の
インストールでは，初回のインストール時に指定したインストール先フォルダにイン
ストールされます。 
インストール先フォルダは，［ディレクトリの選択］ダイアログボックスで設定して
［OK］ボタンをクリックした時点で作成されます。誤ったフォルダを作成した場合
はインストール後にフォルダを削除するか，またはインストール処理を中止してくだ
さい。 

• プログラムフォルダ 

Windows 2000の場合，Windowsの［スタート］－［プログラム］メニューに登録
されるプログラムメニュー名を指定します。 
Windows Server 2003の場合，Windowsの［スタート］－［すべてのプログラム］
メニューに登録されるプログラムメニュー名を指定します。 
デフォルトでは，［Performance Management］が登録されます。 
プログラムフォルダは，初回のインストール時だけ指定できます。2回目以降のイン
ストールでは，初回のインストール時に指定したプログラムフォルダに登録されます。 

6.6.6.6.    PFM – Agent ホストを再起動するか，もしくは PFM – Agentホストにて PFM 関連の全サービ

スを起動する。 

2.3.22.3.22.3.22.3.2    アンインストールアンインストールアンインストールアンインストール    
Windowsホストから PFM - Agent for IISをアンインストールする手順を説明します。 

注意注意注意注意    

• Performance Managementシリーズプログラムをアンインストールするときは，必ず，ロ
ーカルホストの Administrators権限を持つアカウントを使用してください。 

• PFM - Web Consoleがインストールされているホストから，Performance Managementシ
リーズプログラムをアンインストールする場合は，PFM - Web Consoleの画面をすべて閉じ
てからアンインストールを実施してください。 

• Performance Managementシリーズプログラムをアンインストールしても，Performance 
Managementシリーズプログラムのファイルまたはフォルダが残ることがあります。この場
合は，手動でインストール先フォルダ以下をすべて削除してください。 

• Performance Managementシリーズプログラムをアンインストールしても，servicesフ
ァイルに定義されたポート番号は削除されません。 

• Performance Managementシリーズプログラムをアンインストールしても，jpcctrl list
コマンドで表示できるサービスの情報は削除されないことがあります。この場合，jpcctrl 
deleteコマンドを使用してサービスの情報を削除してください。 

• ほかのアプリケーションプログラムや OSで使用されているファイルを更新した場合，シス
テムの再起動を促すメッセージが表示されます。この場合，システムを再起動して，アンイ
ンストールを完了させてください。 
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1.1.1.1.    PFM - Agent for IIS をアンインストールするホストに，Administrators 権限でログインする。 

2.2.2.2.    ローカルホストで Performance Management シリーズプログラムのサービスが起動されてい

ないか確認する。起動されている場合は，すべて停止する。 

サービス情報を表示して，サービスが起動されていないか確認してください。サービ
ス情報の表示方法およびサービスの停止方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Performance 
Managementを運用するための操作について説明している章を参照してください。
Performance Managementシリーズプログラムのサービスが起動されていた場合，
アンインストール時に自動的に停止されます。 

3.3.3.3.    ほかに起動中のアプリケーションプログラムがあれば，すべて終了する。 

4.4.4.4.    PFM - Agent for IIS を選択する。 

Windows 2000の場合，Windowsの［コントロールパネル］で［アプリケーション
の追加と削除］を選択して，アンインストールする Performance Managementシリ
ーズプログラムを選択します。 
Windows Server 2003の場合，Windowsの［コントロールパネル］で［プログラム
の追加と削除］を選択して，アンインストールする Performance Managementシリ
ーズプログラムを選択します。 

5.5.5.5.    ［削除］を選択し，［OK］ボタンをクリックする。 

選択したプログラムがアンインストールされます。 
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2.42.42.42.4    セットアップセットアップセットアップセットアップ    

ここでは，PFM - Agent for IISを運用するための，セットアップについて説明します。 
ここでは，PFM - Agent for IISで必ず実施するセットアップ項目について説明します。 
PFM - Manager，PFM - Web Consoleでのセットアップおよび PFM - Agent for IISでのオプ
ションのセットアップについては，マニュアル「JP1/Performance Management システム構
築・運用ガイド」の，Windows用のインストールとセットアップについて説明している章を
参照してください。 

2.4.12.4.12.4.12.4.1    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS を登録するを登録するを登録するを登録する    
PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleで構成されている Performance Managementシ
ステムに，PFM - Agent for IISを追加する場合には，PFM - Agent for IISを登録するための
セットアップが必要です。 
PFM - Agent for IISの登録は，PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleで実施します。
PFM - Agent for IISの登録については，マニュアル「JP1/Performance Management システ
ム構築・運用ガイド」の，Windows用のインストールとセットアップについて説明している
章を参照してください。 

注意注意注意注意    

• PFM - Agent for IISの情報を登録する作業では，PFM - Web Consoleの[レポート階層]タ
ブおよび[アラーム階層]タブに「IIS」という名前のフォルダが作成されます。すでに「IIS」
という名前のフォルダまたはファイルがある場合には，名前を変更してから作業を始めてく
ださい。 

• バージョンが異なる同じ種類の PFM - Agentを，異なるホストにインストールする場合，
古いバージョンの PFM - Agent，新しいバージョンの PFM - Agentの順でセットアップを
実施してください。 

2.4.22.4.22.4.22.4.2    接続先接続先接続先接続先 PFM PFM PFM PFM ---- Manager Manager Manager Manager を設定するを設定するを設定するを設定する    
PFM - Agent for IISがインストールされているホストで，その PFM - Agent for IISを管理す
る PFM - Managerを設定します。 
接続先の PFM - Managerを設定するときの注意事項を次に示します。 
• 接続先として設定できる PFM - Managerは，PFM - Agentホスト一つに対して一つです。
同一ホスト上に，複数の PFM - Agentがインストールされている場合，それぞれ異なる PFM 
- Managerを接続先に設定することはできません。 

• PFM - Agent for IISと PFM - Managerが同じホストにインストールされている場合，接続
先 PFM - Managerはローカルホストの PFM - Managerとなります。この場合，接続先の
PFM - Managerをリモートホストの PFM - Managerに変更できません。 

• セットアップを実施する前に，ローカルホストで Performance Managementシリーズプロ
グラムのサービスが起動されている場合は，すべて停止してください。サービスの停止方法
については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，
Performance Managementを運用するための操作について説明している章を参照してくだ
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さい。jpcnshostnameコマンド実行時に，Performance Managementシリーズプログラ
ムのサービスが起動されている場合は，停止の問い合わせメッセージを表示します。 

接続先の PFM - Managerを設定するには，jpcnshostnameコマンドを使用します。 
接続先の PFM - Managerの設定手順を次に示します。 

1.1.1.1.    接続先の PFM - Manager ホストのホスト名を指定して，jpcnshostname コマンドを実行

する。 

例えば，接続先の PFM - Managerがホスト host01上にある場合，次のように指定
します。 
jpcnshostname -s host01 
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2.52.52.52.5    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IISの運用方式の変更の運用方式の変更の運用方式の変更の運用方式の変更    

収集した稼働監視データの運用手順の変更などで，PFM - Agent for IISの運用方式を変更す
る場合があります。ここでは，PFM - Agent for IISの運用方式を変更する手順を説明します。
Performance Management 全体の運用方式を変更する手順の詳細についてはマニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセットア
ップについて説明している章を参照してください。 

 

2.5.12.5.12.5.12.5.1    パフォーマンスデータの格納先の変更パフォーマンスデータの格納先の変更パフォーマンスデータの格納先の変更パフォーマンスデータの格納先の変更    
PFM - Agent for IISで収集したパフォーマンスデータは，PFM - Agent for IISの Agent Store
サービスの Storeデータベースで管理しています。 
Storeデータベースで管理されるパフォーマンスデータの，次のデータ格納先フォルダを変更
したい場合は，jpcdbctrl configコマンドで設定します。 

 

• 保存先フォルダ 

• バックアップ先フォルダ 

• エクスポート先フォルダ 

• 部分バックアップ先フォルダ※ 

• インポート先フォルダ※ 

 
注※注※注※注※    StoreStoreStoreStoreバージョンバージョンバージョンバージョン 2.02.02.02.0 使用時だけ設定できます。使用時だけ設定できます。使用時だけ設定できます。使用時だけ設定できます。    
    
jpcdbctrl configコマンドで設定するオプション名，設定できる値の範囲などを次の表に
示します。。。。    
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表表表表    2222----1111パフォーマンスデータの格納先を変更するコマンドの設定項目パフォーマンスデータの格納先を変更するコマンドの設定項目パフォーマンスデータの格納先を変更するコマンドの設定項目パフォーマンスデータの格納先を変更するコマンドの設定項目    

    
説明 オプショ

ン名 
設定できる値

（Storeバージョン
1.0） 

設定できる値
（Storeバージ
ョン 2.0） 

デフォルト値 

パフォー
マンスデ
ータの作
成先フォ
ルダ 

sd 1～127バイトのフ
ルパス名 

1～214バイトの
フルパス名 

インストール先フォ
ルダ¥agtk¥store 

パフォー
マンスデ
ータの退
避先フォ
ルダ（フル
バックア
ップ） 

bd 1～127バイトのフ
ルパス名 

1～211バイトの
フルパス名 

インストール先フォ
ルダ
¥agtk¥store¥backup 

パフォー
マンスデ
ータの退
避先フォ
ルダ（部分
バックア
ップ） 

pbd － 1～214バイトの
フルパス名 

インストール先フォ
ルダ
¥agtk¥store¥partial 

パフォー
マンスデ
ータを退
避する場
合の最大
世代番号 

bs 1～9 1～9 • Storeバージョン
1.0の場合 5 

• Storeバージョン
2.0の場合 5 

パフォー
マンスデ
ータのエ
クスポー
ト先フォ
ルダ 

dd 1～127バイトのフ
ルパス名 

1～127バイトの
フルパス名 

インストール先フォ
ルダ
¥agtk¥store¥dump 

バフォー
マンスデ
ータのイ
ンポート
先フォル
ダ 

id － 1～222バイトの
フルパス名 

インストール先フォ
ルダ
¥agtk¥store¥import 

    

（凡例） 

－：設定できません。 
なお，Storeバージョン 1.0 使用時は，jpcsto.iniを直接編集して変更できます。 
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(1)(1)(1)(1)    jpcsto.inijpcsto.inijpcsto.inijpcsto.iniの設定項目の設定項目の設定項目の設定項目    

jpcsto.iniファイルで編集するラベル名，設定できる値の範囲などを次の表に示します。。。。    

表 2-2パフォーマンスデータの格納先の設定項目（jpcsto.iniの[Data Section]セクシ
ョン） 

    
説明 ラベル名 設定できる値

（Storeバージ
ョン 1.0）※1 

デフォルト値 

パフォーマン
スデータの作
成先フォルダ

Store Dir※2 1～127バイト
のフルパス名 

インストール先フォ
ルダ¥agtk¥store 

パフォーマン
スデータの退
避先フォルダ
（フルバック
アップ） 

Backup Dir※
2 

1～127バイト
のフルパス名 

インストール先フォ
ルダ
¥agtk¥store¥backup 

パフォーマン
スデータを退
避する場合の
最大世代番号

Backup Save 1～9 5 

パフォーマン
スデータのエ
クスポート先
フォルダ 

Dump Dir※2 1～127バイト
のフルパス名 

インストール先フォ
ルダ
¥agtk¥store¥dump 

 

（凡例） 

－：設定できません。 

注※1 

y フォルダ名は，すべてフルパス名で指定してください。 

y 指定できる文字は，次の文字を除く，半角英数字，半角記号および半角空白

です。 

;  ,  *  ?  '  "  <  >  | 

y 指定値に誤りがある場合，Agent Storeサービスは起動できません。 

注※2 
Store Dir，Backup Dir，およびDump Dirには，それぞれ重複したフォルダを指定で
きません。 
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(2)(2)(2)(2)    jpcsto.inijpcsto.inijpcsto.inijpcsto.iniファイルの編集手順ファイルの編集手順ファイルの編集手順ファイルの編集手順 
手順を次に示します。 

1. PFM - Agent のサービスを停止する。 

ローカルホストで PFM -Agentのプログラムおよびサービスが起動されている場合は，す
べて停止してください。 

2. テキストエディターなどで，jpcsto.iniファイルを開く。 

3. パフォーマンスデータの格納先フォルダなどを変更する。 
次に示す網掛け部分を，必要に応じて修正してください。 

    

注意  

• 行頭および「=」の前後には空白文字を入力しないでください。 

• 各ラベルの値の「.」は，Agent Storeサービスの Storeデータベースのデフォルト格
納先フォルダ（インストール先フォルダ¥agtk¥store）を示します。格納先を変更する

場合，その格納先フォルダからの相対パスか，または絶対パスで記述してください。 

• Storeデータベースの格納先を変更する場合，指定するフォルダを事前に作成してくだ
さい。 

• jpcsto.iniファイルには，データベースの格納先フォルダ以外にも，定義情報が記

述されています。[Data Section]セクション以外の値は変更しないようにしてください。

[Data Section]セクション以外の値を変更すると，Performance Managementが正常
に動作しなくなることがあります。 

    

4. jpcsto.iniファイルを保存して閉じる。 

5. Performance Managementのプログラムおよびサービスを起動する。 
 

2.5.22.5.22.5.22.5.2    StoreStoreStoreStore バージョンバージョンバージョンバージョン 2.02.02.02.0 への移行への移行への移行への移行    
Storeデータベースの保存形式には，バージョン 1.0と 2.0の 2種類あります。Storeバージョ
ン 2.0の詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用
ガイド」を参照してください。 
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Storeバージョン 2.0は，PFM - Baseまたは PFM - Managerのバージョン 08-10以降の環境
に，08-10以降の PFM - Agent for IISを新規インストールした場合にだけデフォルトで利用
できます。それ以外の場合は，Store バージョン 1.0 形式のままとなっているため，セットア
ップコマンドによって Storeバージョン 2.0に移行してください。 
何らかの理由によって Store バージョン 1.0 に戻す必要がある場合は，Store バージョン 2.0
のアンセットアップを行ってください。 
インストール条件に対応するStoreバージョン2.0の利用可否と利用手順を次の表に示します。 
    

表 2-3 Storeバージョン 2.0の利用可否および利用手順 

インストール条件 Storeバージョン
2.0の利用可否 

Storeバージョン 2.0の
利用手順 

インストール済み
の PFM-Base，ま

たは
PFM-Managerの
バージョン 

PFM - Agentのイ
ンストール方法 

  

08-10より前 上書きインストー
ル 

利用できない PFM-Base，または，
PFM-Managerを 08-10に
バージョンアップ後，セ
ットアップコマンドを
実行 

 新規インストール   
08-10以降 上書きインストー

ル 
セットアップ後利
用できる 

セットアップコマンド
を実行 

 新規インストール 利用できる 設定不
要 

 

注意事項 

y Storeバージョン 1.0から Storeバージョン 2.0に変更する場合 

Storeバージョン 1.0から Storeバージョン 2.0に変更した場合，PIレコードは変更前と変更後で

データの内容は変わりません。PDレコードおよび PLレコードは，Storeバージョン 1.0のデー

タを参照できないおそれがあります。このため，Storeバージョン 2.0に変更する前に，jpcctrl 

dump コマンドで Storeバージョン 1.0の情報を出力してください。 

例えば，Storeバージョン 1.0の PDレコードが 10,000レコードで 2006/01/01から 2006/12/31の

365日分保存されている場合，Storeバージョン 2.0に変更すると，デフォルトの保存期間が 10

日であるため，過去 355日分のデータは削除されます。 

y Storeバージョン 2.0から Storeバージョン 1.0に戻す場合 
何らかの理由によって Storeバージョン 1.0に戻す必要がある場合は，Storeバージョン 2.0の
アンセットアップを行ってください。Storeバージョン 1.0に戻すと，データは初期化されま
す。このため，Storeバージョン 1.0に変更する前に，jpcctrl dump コマンドで Storeバージ
ョン 2.0の情報を出力してください。 
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(1)(1)(1)(1)    StoreStoreStoreStoreバージョンバージョンバージョンバージョン2.02.02.02.0のセットアップのセットアップのセットアップのセットアップ    

Storeバージョン2.0へ移行する場合のセットアップ手順について説明します。 

 

1. システムリソース見積もりとリテンションの設定 

Storeバージョン 2.0導入に必要なシステムリソースが，実行環境に適しているかどうかを
確認してください。必要なシステムリソースを次に示します。 

• ディスク容量 

• ファイル数 

• 1プロセスがオープンするファイル数 

これらの値はリテンションの設定によって調節できます。実行環境の保有しているリソース

を考慮してリテンションを設定してください。システムリソースの見積もりについては，「付

録 A システム見積もり」を参照してください。 

2. ディレクトリの設定 

Storeバージョン 2.0に移行する場合に，Storeバージョン 1.0でのディレクトリ設定では，

Agent  
Storeサービスが起動しないことがあります。この場合，ディレクトリを設定し直す必要が
あります。 

3. セットアップコマンドの実行 

Storeバージョン 2.0に移行するため，次のコマンドを実行します。 

jpcdbctrl setup -key agtk 

jpcdbctrl setupコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management リファレンス」を参照してください。 

4. リテンションの設定 

手順 1の見積もり時に設計したリテンションを設定してください。Agent Storeサービスを起動し

て，PFM - Web Consoleで設定してください。 

    
 

(2)(2)(2)(2)    アンセットアップアンセットアップアンセットアップアンセットアップ        
Storeバージョン2.0のアンセットアップはjpcdbctrl unsetupコマンドを使用します。Storeバージョン2.0
をアンセットアップすると，Storeデータベースのデータはすべて初期化され，Storeバージョン1.0に
戻ります。 
 
jpcdbctrl unsetupコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」
を参照してください。 
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3.3.3.3.    クラスタシステムでの運用クラスタシステムでの運用クラスタシステムでの運用クラスタシステムでの運用    
この章では，クラスタシステムで PFM - Agent for IIS を
運用する場合のインストール，セットアップ，およびク
ラスタシステムで PFM - Agent for IIS を運用している
ときの処理の流れについて説明します。 

 

3.13.13.13.1    クラスタシステムの概要クラスタシステムの概要クラスタシステムの概要クラスタシステムの概要    

3.23.23.23.2    フェールオーバー時の処理フェールオーバー時の処理フェールオーバー時の処理フェールオーバー時の処理    

3.33.33.33.3    インストールインストールインストールインストールとセットアップとセットアップとセットアップとセットアップ    

3.43.43.43.4    アンインストールとアンセットアップアンインストールとアンセットアップアンインストールとアンセットアップアンインストールとアンセットアップ    

 



3. クラスタシステムでの運用 

28 

3.13.13.13.1    クラスタシステムの概要クラスタシステムの概要クラスタシステムの概要クラスタシステムの概要    

クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携して一つのシステムとして運用するシス
テムです。PFM - Agent for IISは，次のクラスタシステムで運用できます。 
• HA（High Availability）クラスタシステム 
ここでは，クラスタシステムで PFM - Agent for IISを運用する場合の構成について説明します。
クラスタシステムの概要，および Performance Management システムをクラスタシステムで
運用する場合のシステム構成については，マニュアル「JP1/Performance Management シス
テム構築・運用ガイド」の，クラスタシステムでの構築と運用について説明している章を参照
してください。 
なお，この章で，単に「クラスタシステム」と記述している場合は，HA クラスタシステムの
ことを指します。 

3.1.13.1.13.1.13.1.1    HAHAHAHA クラスタシステムクラスタシステムクラスタシステムクラスタシステム    
(1)(1)(1)(1)    HAHAHAHA クラスタシステムでのクラスタシステムでのクラスタシステムでのクラスタシステムでの PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS の構成の構成の構成の構成    
PFM - Agent for IISは，HAクラスタシステムで運用できます。HAクラスタシステムで PFM - 
Agent for IISを運用する場合は，次の図のような構成で運用します。 
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図 3-1HAクラスタシステムでの PFM - Agent for IISの構成例 

                
        

    
図 3-1 に示すように，PFM - Agent for IISは，共有ディスクに定義情報，パフォーマンス情報
などを格納し，フェールオーバー時に引き継ぎます。一つの論理ホストに複数の Performance 
Managementシリーズプログラムがある場合は，それぞれが同じ共有ディレクトリを使います。 
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3.23.23.23.2    フェールオーバー時の処理フェールオーバー時の処理フェールオーバー時の処理フェールオーバー時の処理    

実行系ホストに障害が発生すると，処理が待機系ホストに移ります。 
ここでは，PFM - Agent for IISに障害が発生した場合のフェールオーバー時の処理について説
明します。また，PFM - Managerに障害が発生した場合の，PFM - Agent for IISへの影響に
ついて説明します。 

3.2.13.2.13.2.13.2.1 障害が発生した場合のフェールオーバー障害が発生した場合のフェールオーバー障害が発生した場合のフェールオーバー障害が発生した場合のフェールオーバー    
PFM - Agent for IISを実行しているホストでフェールオーバーが発生した場合の処理を次の
図に示します。 

図 3-2フェールオーバーが発生した場合の処理 
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PFM - Agent for IISのフェールオーバー中に，PFM - Web Consoleで操作すると，「There was 
no answer(-6)」というメッセージが表示されます。この場合は，フェールオーバーが完了する
まで待ってから操作してください。 
PFM - Agent for IISのフェールオーバー後に，PFM - Web Consoleで操作すると，フェール
オーバー先のノードで起動した PFM - Agent for IISに接続されて，操作できます。 

    

3.2.23.2.23.2.23.2.2 PFM  PFM  PFM  PFM ---- Manager Manager Manager Manager が停止した場合の影響が停止した場合の影響が停止した場合の影響が停止した場合の影響    
PFM - Managerが停止すると，Performance Managementシステム全体に影響があります。 
PFM - Managerは，各ノードで動作している PFM - Agent for IISのエージェント情報を一括
管理しています。また，PFM - Agent for IISがパフォーマンス監視中にしきい値を超えた場合
のアラームイベントの通知や，アラームイベントを契機としたアクションの実行を制御してい
ます。このため，PFM - Managerが停止すると，Performance Managementシステムに次の
表に示す影響があります。 

表 3-1PFM - Managerが停止した場合の PFM - Agent for IISへの影響 

プログラム名 影響 対処 
PFM - Agent for 
IIS 

PFM - Agent for IISが動作中に，PFM - Managerが
停止した場合，次のように動作する。 
• パフォーマンスデータは継続して収集される。 
• 発生したアラームイベントを PFM - Managerに通知
できないため，アラーム定義ごとにアラームイベン
トが保持され，PFM - Managerが起動するまで通知
をリトライする。保持しているアラームイベントが
三つを超えると，古いアラームイベントは上書きさ
れる。また，PFM - Agent for IISを停止すると，保
持しているアラームイベントは削除される。 

• PFM - Managerに通知済みのアラームステータス
は，PFM - Managerが再起動したときに一度リセッ
トされる。その後，PFM - Managerが PFM - Agent 
for IISの状態を確認したあと，アラームステータス
は最新の状態となる。 

• PFM - Agent for IISを停止しようとした場合，PFM 
- Managerに停止することを通知できないため，停
止に時間が掛かる。 

PFM - Managerを起動
する。動作中の PFM - 
Agent for IISはそのま
ま運用できる。ただし，
アラームが期待したと
おり通知されない場合
があるため，PFM - 
Manager復旧後に，
PFM - Agentの共通メ
ッセージログに出力さ
れているメッセージ
KAVE00024-I を確認す
ること。 

PFM - Managerが停止した場合の影響を考慮の上，運用方法を検討してください。なお，トラ
ブル以外にも，構成変更やメンテナンスの作業などで PFM - Managerの停止が必要になる場
合もあります。運用への影響が少ないときに，メンテナンスをすることをお勧めします。 
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3.33.33.33.3    インストールとセットアップインストールとセットアップインストールとセットアップインストールとセットアップ    

ここでは，クラスタシステムでの PFM - Agent for IIS の環境構築と設定の手順について説明し
ます。 
なお，PFM - Manager の環境構築と設定の手順については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，クラスタシステムでの構築と運用について説明
している章を参照してください。  

3.3.13.3.13.3.13.3.1 インストールを始める前にインストールを始める前にインストールを始める前にインストールを始める前に    
インストールおよびセットアップを開始する前に前提条件，必要な情報，および注意事項につ
いて説明します。 
(1)(1)(1)(1)    前提条件前提条件前提条件前提条件        
PFM - Agent for IISをクラスタシステムで使用する場合，次に示す前提条件があります。 
    
(a) クラスタシステム 
次の条件が整っていることを確認してください。 

• クラスタシステムがクラスタソフトによって制御されていること。 

• クラスタソフトが論理ホスト運用する PFM - Agent for IISの起動や停止などを制御する
ように設定されていること。 

注意 

• ワトソン博士でアプリケーションエラーのメッセージボックスが表示されると，フェー

ルオーバーできないおそれがあるため，メッセージボックスによるエラーの通知を抑止

する必要があります。抑止手順については，OSのマニュアルを参照してください。なお，

エラーの通知を抑止すると，アプリケーションエラーが発生した際の情報取得に影響が

出る場合があるため注意してください。 

• Windows Server 2003では，アプリケーションエラーが発生すると，Microsoftへエラー
を報告するダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスが表示される

とフェールオーバーできないおそれがあるため，エラー報告を抑止する必要があります。

抑止手順については，OSのマニュアルを参照してください。 
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(b) 共有ディスク 
次の条件が整っていることを確認してください。 

• 論理ホストごとに共有ディスクがあり，実行系ノードから待機系ノードへ引き継げること。 

• 共有ディスクが，各ノードに物理的に Fibre Channelや SCSIで接続されていること。
Performance Managementでは，ネットワークドライブや，ネットワーク経由でレプリケ
ー  ションしたディスクを共有ディスクとして使う構成はサポートされていません。 

• フェールオーバーの際に，何らかの問題によって共有ディスクを使用中のプロセスが残った

場合でもクラスタソフトなどの制御によって強制的に共有ディスクをオフラインにしてフ

ェールオーバーできること。 

• 一つの論理ホストで PFM - Managerや PFM - Agentを複数実行する場合，共有ディスクの
ディレクトリ名が同じであること。 

なお，Storeデータベースについては格納先を変更して，共有ディスク上のほかのディレクト
リに格納できます。 

 
(c) 論理ホスト名，論理 IP アドレス 
次の条件が整っていることを確認してください。 

• 論理ホストごとに論理ホスト名，および論理ホスト名と対応する論理 IPアドレスがあり，

実行系ノードから待機系ノードに引き継げること。 

• 論理ホスト名と論理 IPアドレスが，hostsファイルやネームサーバに設定されていること。 

• DNS運用している場合は，FQDN名ではなく，ドメイン名を除いたホスト名を論理ホスト
名として使用していること。 

• 物理ホスト名と論理ホスト名は，システムの中でユニークであること。 

注意 

• 論理ホスト名に，物理ホスト名（hostnameコマンドで表示されるホスト名）を指定しないで

ください。正常に通信処理がされなくなる可能性があります。 

• 論理ホスト名に使用できる文字は，1～32バイトの半角英数字です。次の記号および空白文

字は指定できません。 

/ ¥ : ; * ? ' " < > | & = , 
• 論理ホスト名には，"localhost"，IPアドレス，"-"から始まるホスト名を指定できません。 
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(2)(2)(2)(2)    論理ホスト運用する論理ホスト運用する論理ホスト運用する論理ホスト運用する PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS のセットアップに必要な情報のセットアップに必要な情報のセットアップに必要な情報のセットアップに必要な情報    
論理ホスト運用するPFM - Agent for IISをセットアップするには，通常のPFM - Agent for IIS
のセットアップで必要になる環境情報に加えて，次の表の情報が必要です。 

表 3-2論理ホスト運用の PFM - Agent for IISのセットアップに必要な情報 

項目 例 
論理ホスト名 jp1-halsr 
論理 IPアドレス 172.16.92.100 
共有ディスク S:¥jp1 

なお，一つの論理ホストで論理ホスト運用する Performance Management シリーズプログラ
ムが複数ある場合も，同じ共有ディスクのディレクトリを使用します。 
共有ディスクに必要な容量については，「付録 A システム見積もり」を参照してください。    

    
(3)(3)(3)(3)    PFM PFM PFM PFM ----    AgentAgentAgentAgent for IIS for IIS for IIS for IIS で論理ホストをで論理ホストをで論理ホストをで論理ホストをフェールオーバーさせる場合の注意事項フェールオーバーさせる場合の注意事項フェールオーバーさせる場合の注意事項フェールオーバーさせる場合の注意事項    
PFM - Agent for IISを論理ホスト運用するシステム構成の場合，PFM - Agent for IISの障害
によって論理ホスト全体をフェールオーバーさせるかどうかを検討してください。 
PFM - Agent for IISの障害で論理ホスト全体をフェールオーバーさせると，同じ論理ホストで
運用する業務アプリケーションもフェールオーバーすることになり，業務に影響を与える可能
性があります。 
通常は，PFM - Agent for IISに異常が発生しても，同じ論理ホストで運用しているシステムの
動作に影響がないように，次のどちらかのようにクラスタソフトで設定することをお勧めしま
す。 

• PFM - Agent for IISの動作監視をしない 

• PFM - Agent for IISの異常を検知してもフェールオーバーしない 
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3.3.23.3.23.3.23.3.2 インストールから運用開始までの流れインストールから運用開始までの流れインストールから運用開始までの流れインストールから運用開始までの流れ    
クラスタシステムで，論理ホスト運用する PFM - Agent for IISのインストールおよびセットア
ップの流れを次の図に示します。 
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図 3-3クラスタシステムで論理ホスト運用する PFM - Agent for IISのインストールおよびセット
アップの流れ 
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注意 

論理ホスト環境の PFM - Agentをセットアップしても，物理ホスト環境の PFM - 

Agentの定義内容は引き継がれません。論理ホスト環境をセットアップした時点

で，新規に環境が作成されます。 

• 論理ホスト環境の PFM - Agent for IISをセットアップした場合，物理ホスト
環境の PFM - Agent for IISは動作させないでください。論理ホスト環境を作
成後，物理ホスト環境の PFM - Agent for IISのサービスの起動方法が「自動」
になっている場合には，「手動」に変更してください。 

3.3.33.3.33.3.33.3.3 インストールインストールインストールインストール    
実行系ノードおよび待機系ノードにPFM - BaseおよびPFM - Agent for IISをインストールし
ます。 
インストール先はローカルディスクです。共有ディスクにはインストールしないでください。 
インストール手順は非クラスタシステムの場合と同じです。インストール手順については，
「2.3.1 インストール」を参照してください。 

3.3.43.3.43.3.43.3.4 セットアップセットアップセットアップセットアップ    
ここでは，クラスタシステムで Performance Management を運用するための，セットアップ
について説明します。 

注意 

JPC_HOSTNAME環境変数は，Performance Managementで使用していますので，環境変
数として設定しないでください。誤って設定した場合は，Performance Managementが正
しく動作しません。 

 
(1)(1)(1)(1)    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS を登録するを登録するを登録するを登録する    
Performance Managementシステムに，PFM - Agent for IISを追加する場合には，PFM - 
Agent for IISを登録するためのセットアップが必要です。 
PFM - Agent for IISの登録は，PFM - Managerおよび PFM - Web Console で実施します。PFM 
- Agent for IIS を登録する手順は非クラスタシステムの場合と同じです。手順については，
「2.4.1 PFM - Agent for IIS を登録する」を参照してください。 

    
(2)(2)(2)(2)    実行系ノードの論理ホスト環境をセットアップする実行系ノードの論理ホスト環境をセットアップする実行系ノードの論理ホスト環境をセットアップする実行系ノードの論理ホスト環境をセットアップする    
実行系ノードで，PFM - Agent for IIS の論理ホスト環境をセットアップします。 

注意 

セットアップを実施する前に，Performance Managementシステム全体で，Performance 
Managementシリーズプログラムのサービスをすべて停止してください。サービスの停止
方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイ

ド」の，Performance Managementの起動と停止について説明している章を参照してくだ
さい。 
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(a) 共有ディスクをオンラインにする 
共有ディスクがオンラインになっていることを確認します。共有ディスクがオンラインになっ
ていない場合は，クラスタソフトからの操作やボリュームマネージャの操作などで，共有ディ
スクをオンラインにしてください。 

    
(b) PFM - Agent for IIS の論理ホスト環境をセットアップする 
jpchasetup createコマンドを実行して論理ホスト環境を作成します。コマンドを実行す 
ると，共有ディスクに必要なデータがコピーされ，論理ホスト用の定義を設定されて，論 
理ホスト環境が作成されます。 

    
手順を次に示します。 

1. jpchasetup createコマンドを実行して，PFM - Agent for IISの論理ホスト環境を

作成する。 

次のようにコマンドを実行します。 
jpchasetup create agtk -lhost jp1-halsr -d S:¥jp1 
 

論理ホスト名は，-lhostで指定します。ここでは，論理ホスト名を jp1-halsrとしています。

DNS運用をしている場合はドメイン名を省略した論理ホスト名を指定してください。 

共有ディスクのディレクトリ名は，-dの環境ディレクトリ名に指定します。例えば-d S:¥jp1

と指定すると S:¥jp1¥jp1pc が作成されて，論理ホスト環境のファイルが作成されます。 

 

2. jpchasetup listコマンドを実行して，論理ホストの設定を確認する。 

次のようにコマンドを実行します。 
jpchasetup list all 
 

作成した論理ホスト環境が正しいことを確認してください。 

 
(c) 接続先 PFM - Manager を設定する 
jpcnshostnameコマンドを実行して，PFM - Agent for IISを管理する PFM – Managerを設
定します。 

1. jpcnshostnameコマンドを実行して，接続先 PFM - Managerを設定する。 

次のようにコマンドを実行します。 
jpcnshostname -s jp1-hal -lhost jp1-halsr 

 

接続先 PFM - Managerのホスト名は，-s オプションで指定します。接続先 PFM - Manager
が論理ホスト運用されている場合は，-sオプションに接続先 PFM - Managerの論理ホスト
名を指定します。ここでは，PFM - Managerの論理ホスト名を jp1-halとしています。 

また，PFM - Agent for IISの論理ホスト名は，-lhostで指定します。ここでは，PFM - 
Agent for IISの論理ホスト名を jp1-halsrとしています。 
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(d) その他の Performance Management シリーズプログラムの論理ホスト環境をセットア

ップする 
PFM - Agent for IIS のほかに，同じ論理ホストにセットアップする PFM - Managerや PFM - 
Agentがある場合は，この段階でセットアップしてください。 
    
セットアップ手順については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・
運用ガイド」，または各 PFM - Agentマニュアルの，クラスタシステムでの運用について説明
している章を参照してください。 

    
(e) ネットワークの設定をする 
ファイアウォールがあるネットワーク環境で Performance Management シリーズプログラム
を運用する場合だけに必要な設定です。ファイアウォール経由で Performance Management
シリーズプログラム間の通信をする場合には，jpcnsconfig port コマンドを使用してポー
ト番号を設定します。 
ポート番号の設定方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構
築・運用ガイド」の，Windows用のインストールとセットアップについて説明している章，お
よびクラスタシステムでの構築と運用について説明している章を参照してください。    
また，複数の LAN に接続されたネットワーク環境で Performance Managementを運用すると
きに使用する IP アドレスを指定したい場合は，IP アドレスの設定をします。IP アドレスを設
定したい場合は，jpchostsファイルの内容を直接編集します。 
IP アドレスの設定方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構
築・運用ガイド」の Windows 用のインストールとセットアップについて説明している章を参
照してください。 

注意 

jpchostsファイルを編集した場合は，jpchostsファイルを実行系ノードから待機系ノ

ードにコピーしてください。 

 
(f) 論理ホスト環境定義をエクスポートする 
PFM - Agent for IIS の論理ホスト環境が作成できたら，環境定義をファイルにエクスポートし
ます。エクスポートでは，その論理ホストにセットアップされている Performance 
Managementシリーズプログラムの定義情報を一括してファイル出力します。同じ論理ホスト
にほかの Performance Management シリーズプログラムをセットアップする場合は，セット
アップが一とおり済んだあとにエクスポートしてください。 
 
論理ホスト環境定義をエクスポートする手順を次に示します。    

1. jpchasetup exportコマンドを実行して，論理ホスト環境定義をエクスポートする。 

これまでの手順で作成した論理ホスト環境の定義情報を，エクスポートファイルに出力しま

す。エクスポートファイル名は任意です。 

例えば，lhostexp.txtファイルに論理ホスト環境定義をエクスポートする場合，次のよ

うにコマンドを実行します。 
jpchasetup export -f lhostexp.txt 

 
(g) 論理ホスト環境定義ファイルを待機系ノードにコピーする 
「(f) 論理ホスト環境定義をエクスポートする」でエクスポートした論理ホスト環境定義ファ
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イルを，実行系ノードから待機系ノードにコピーします。 

    

    
(h) 共有ディスクをオフラインにする 
クラスタソフトからの操作やボリュームマネージャの操作などで，共有ディスクをオフライン
にして，作業を終了します。なお，その共有ディスクを続けて使用する場合は，オフラインに
する必要はありません。 
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(3)(3)(3)(3)    待機系の論理ホスト環境をセットアップする待機系の論理ホスト環境をセットアップする待機系の論理ホスト環境をセットアップする待機系の論理ホスト環境をセットアップする    
待機系ノードで，PFM - Agent for IISの論理ホスト環境をセットアップします。 

                
(a) 論理ホスト環境定義をインポートする 
実行系ノードからコピーしたエクスポートファイルを，待機系ノードにインポートします。 

    
実行系ノードで作成した論理ホストの Performance Management シリーズプログラムを，待
機系ノードで実行するための設定には，jpchasetup importコマンドを使用します。一つの
論理ホストに複数の Performance Management シリーズプログラムがセットアップされてい
る場合一括してインポートされます。 
 
なお，このコマンドを実行するときには，共有ディスクをオンラインにしておく必要はありま
せん。 

1. jpchasetup import コマンドを実行して，論理ホスト環境定義をインポートする。 

次のようにコマンドを実行します。 
jpchasetup import -f lhostexp.txt 
 

コマンドを実行すると，待機系ノードの環境を，エクスポートファイルの内容と同じ環境に

なるように設定変更します。これによって，論理ホストの PFM - Agent for IISを起動するた

めの設定が実施されます。 

また，セットアップ時に jpcnsconfig portコマンドで固定のポート番号を設定している

場も，同様に設定されます。 

2. jpchasetup list コマンドを実行して，論理ホスト設定を確認する。 

次のようにコマンドを実行します。 
jpchasetup list all 
 

実行系ノードで jpchasetup listを実行した時と同じ内容が表示されることを確認して

ください。 
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(4)(4)(4)(4)    クラスタソフトへ登録するクラスタソフトへ登録するクラスタソフトへ登録するクラスタソフトへ登録する    
Performance Managementシリーズプログラムを論理ホスト環境で運用する場合は，クラスタ
ソフトに登録して，クラスタソフトからの制御で Performance Management シリーズプログ
ラムを起動したり停止したりするように環境設定します。 
ここでは，PFM - Agent for IISをクラスタソフトに登録するときに設定する内容を説明します。    
(a) クラスタソフトへ PFM - Agent for IIS を登録する 
PFM - Agent for IISをクラスタソフトに登録するときの設定内容を説明します。 
PFM - Agent for IISの場合，次の表のサービスをクラスタに登録します。 

表 3-3クラスタソフトに登録する PFM - Agent for IISのサービス 

番号 名前 サービス名 依存関係 
1 PFM - Agent Store for IIS 

[LHOST] 
JP1PCAGT_KS [LHOST] IPアドレスリソ

ース 
物理ディスクリ
ソース 

2 PFM - Agent for IIS [LHOST] JP1PCAGT_KA [LHOST] #1のクラスタリ
ソース 

3 PFM - Action Handler 
[LHOST] 

JP1PCMGR_PH [LHOST] IPアドレスリソ
ース 
物理ディスクリ
ソース 

    
[LHOST]の部分は，論理ホスト名に置き換えてください。論理ホスト名が jp1-halsr の場合，
サービスの名前は「PFM - Agent Store for IIS [jp1-halsr]」，サービス名は「JP1PCAGT_KS 
[jp1-halsr]」のようになります。 
MSCS の場合は，これらのサービスを MSCS のリソースとして登録します。各リソースの設定
は次のようにします。下記の［ ］は，MSCSの設定項目です。 
• ［リソースの種類］は「汎用サービス」として登録する。 

• ［名前］，［依存関係］，および［サービス名］を表 3-4のとおりに設定する。 

なお，名前はサービスを表示するときの名称で，サービス名はMSCSから制御するサービ
スを指定するときの名称です。 

• ［起動パラメータ］および［レジストリ複製］は設定しない。 

• プロパティの［詳細設定］タブは，Performance Managementシリーズプログラムの障害
時にフェールオーバーするかしないかの運用に合わせて設定する。 

例えば，PFM - Agent for IISの障害時に，フェールオーバーするように設定するには，次
のように設定します。 

［再開する］：チェックする 

［グループに適用する］：チェックしない 

再起動試行回数の［しきい値］：3※ 

注※ 

再起動試行回数の［しきい値］は 3回を目安に設定してください。 

注意 
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クラスタに登録するサービスは，クラスタから起動および停止を制御しますので，OS起動

時に自動起動しないよう［スタートアップの種類］を［手動］に設定してください。なお，

jpchasetup createコマンドでセットアップした直後のサービスは［手動］に設定され

ています。また，次のコマンドで強制停止しないでください。 

jpcstop all lhost=論理ホスト名 kill=immediate 

 
(5)(5)(5)(5)    起動・停止の確認起動・停止の確認起動・停止の確認起動・停止の確認    
クラスタソフトからの操作で，Performance Managementシリーズプログラムの起動および停
止を各ノードで実行し，正常に動作することを確認してください。 

    
(6)(6)(6)(6)    クラスタシステムでの環境を設定するクラスタシステムでの環境を設定するクラスタシステムでの環境を設定するクラスタシステムでの環境を設定する    
Performance Management シリーズプログラムのセットアップ終了後，PFM - Web Console か
ら，運用に合わせて監視対象の稼働状況についてのレポートを表示できるようにしたり，監視
対象で問題が発生したときにユーザーに通知できるようにしたりするために，Performance 
Managementシリーズプログラムの環境を設定します。 
Performance Management プログラムの環境の設定方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，クラスタシステムでの構
築と運用について説明している章を参照してください。 
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3.43.43.43.4    アンインストールとアンセットアップアンインストールとアンセットアップアンインストールとアンセットアップアンインストールとアンセットアップ    

ここでは，クラスタシステムで運用していた PFM - Agent for IIS を，アンインストールする方
法とアンセットアップする方法について説明します。 
なお，PFM - Manager のアンインストールとアンセットアップについては，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，クラスタシステムでの構
築と運用について説明している章を参照してください。 

3.4.13.4.13.4.13.4.1    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS のアンインストールとアンセットアップのアンインストールとアンセットアップのアンインストールとアンセットアップのアンインストールとアンセットアップ

の流れの流れの流れの流れ    
クラスタシステムで運用していた PFM - Agent for IISのアンインストールおよびアンセット
アップの流れを次の図に示します。 
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図 3-4クラスタシステムで論理ホスト運用する PFM - Agent for IISのアンインストール
およびアンセットアップの流れ 

    
        

3.4.23.4.23.4.23.4.2    PFM PFM PFM PFM ---- Ag Ag Ag Agent for IISent for IISent for IISent for IIS のアンセットアップのアンセットアップのアンセットアップのアンセットアップ    
論理ホスト環境をアンセットアップします。アンセットアップ手順には，実行系ノードの手順
と，待機系ノードの手順があります。実行系ノード，待機系ノードの順にアンセットアップし
てください。 
PFM - Agent for IISのアンセットアップ手順について説明します。    

注意 
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アンセットアップする実行系ノードおよび待機系ノードで動作している，Performance 
Managementシリーズプログラムのすべてのサービスを停止してください。サービスの停止
方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」
の，クラスタシステムでの構築と運用について説明している章を参照してください。 

    
(1)(1)(1)(1)    実行系ノードの論理ホスト環境をアンセットアップする実行系ノードの論理ホスト環境をアンセットアップする実行系ノードの論理ホスト環境をアンセットアップする実行系ノードの論理ホスト環境をアンセットアップする    
実行系ノードで，PFM - Agent for IIS の論理ホストの環境をアンセットアップします。 

    
(a) 共有ディスクをオンラインにする 
共有ディスクがオンラインになっていることを確認します。共有ディスクがオンラインになっ
ていない場合は，クラスタソフトからの操作やボリュームマネージャの操作などで，共有ディ
スクをオンラインにしてください。 

    
(b) ポート番号の設定を解除する 
この手順は，ファイアウォールを使用する環境で，セットアップ時に jpcnsconfig portコ
マンドでポート番号を設定した場合だけに必要な手順です。 
ポート番号の解除方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構
築・運用ガイド」の，Windows 用のインストールとセットアップについて説明している章，
およびクラスタシステムでの運用について説明している章を参照してください。    

    
(c) 論理ホスト環境の PFM - Agent for IIS をアンセットアップする 

手順を次に示します。。。。    

注意 

共有ディスクがオフラインの状態で論理ホスト環境を削除した場合は，物理ホスト上に存

在する論理ホストの設定が削除され，共有ディスク上のディレクトリやファイルは削除さ

れません。この場合，共有ディスクをオンラインにして，環境ディレクトリ以下の jp1pc

ディレクトリを手動で削除する必要があります。 

1. jpchasetup list コマンドを実行して，論理ホスト設定を確認する。 

次のようにコマンドを実行します。 
 jpchasetup list all -lhost jp1-halsr 

 

 論理ホスト環境をアンセットアップする前に，現在の設定を確認します。論理ホスト名や

共有ディスクのパスなどを確認してください。 

2. jpchasetup delete コマンドを実行して，PFM - Agent for IIS の論理ホスト環境を削除する。 

 次のようにコマンドを実行します。 
 jpchasetup delete agtk -lhost jp1-halsr 

 jpchasetup deleteコマンドを実行すると，論理ホストの PFM - Agent for IIS を起動

するための設定が削除されます。また，共有ディスク上の論理ホスト用のファイルが削除

されます。 

3. jpchasetup list コマンドで，論理ホスト設定を確認する。 
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 次のようにコマンドを実行します。 
jpchasetup list all 

 

論理ホスト環境から PFM - Agent for IISが削除されていることを確認してください。 
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(d) その他の Performance Management シリーズプログラムの論理ホスト環境をアンセッ

トアップする 
PFM - Agent for IISのほかに，同じ論理ホストからアンセットアップする PFM Agent がある場
合は，この段階でアンセットアップしてください。 
アンセットアップ手順については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構
築・運用ガイド」の，クラスタシステムでの運用について説明している章，または各 PFM -Agent
マニュアルの，クラスタシステムでの運用について説明している章を参照してください。 

    

(e) 論理ホスト環境定義をエクスポートする 
論理ホストの PFM - Agent for IISを削除したら，環境定義をファイルにエクスポートします。 
Performance Managementでは，環境定義のエクスポートおよびインポートによって実行系と
待機系の環境を合わせる方式を採っています。 
実行系ノードでエクスポートした環境定義（Performance Managementの定義が削除されてい
る）を，待機系ノードにインポートすると，待機系ノードの既存の環境定義（Performance 
Managementの定義が削除前のままの状態で定義が残っている）と比較して差分（実行系ノー
ドで削除された部分）を確認して Performance Managementの環境定義を削除します。 
手順を次に示します。 

1. jpchasetup export コマンドを実行して，論理ホスト環境定義をエクスポートする。 

Performance Managementの論理ホスト環境の定義情報を，エクスポートファイルに出力
します。エクスポートファイル名は任意です。 

例えば，lhostexp.txtファイルに論理ホスト環境定義をエクスポートする場合，次のよ

うにコマンドを実行します。 
jpchasetup export -f lhostexp.txt 

 
(f) 論理ホスト環境定義ファイルを待機系ノードにコピーする 
「(e) 論理ホスト環境定義をエクスポートする」でエクスポートしたファイルを，実行系ノー
ドから待機系ノードにコピーします。 

    
(g) 共有ディスクをオフラインにする 
クラスタソフトからの操作やボリュームマネージャの操作などで，共有ディスクをオフライン
にして，作業を終了します。なお，その共有ディスクを続けて使用する場合は，オフラインに
する必要はありません。 

    
(2)(2)(2)(2)    待機系ノードの論理ホスト環境をアンセットアップする待機系ノードの論理ホスト環境をアンセットアップする待機系ノードの論理ホスト環境をアンセットアップする待機系ノードの論理ホスト環境をアンセットアップする    
実行系ノードでエクスポートしたファイルを待機系ノードにコピーし，待機系ノードで，論理
ホスト環境をアンセットアップします。なお，待機系ノードでは，アンセットアップの時に共
有ディスクをオンラインにする必要はありません。 
手順を次に示します。 
 

1. jpchasetup import コマンドを実行して，論理ホスト環境定義をインポートする。 

次のようにコマンドを実行します。 
jpchasetup import -f lhostexp.txt 
 

コマンドを実行すると，待機系ノードの環境を，エクスポートファイルの内容と同じ環境に
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なるように設定変更します。これによって，論理ホストの PFM - Agent for IISを起動

するための設定が削除されます。ほかの論理ホストの Performance Managementシリー

ズプログラムをアンセットアップしている場合は，それらの設定も削除されます。 

また，セットアップ時に jpcnsconfig portコマンドで固定のポート番号を設定している

場合も，解除されます。 

2. jpchasetup list コマンドを実行して，論理ホスト設定を確認する。 

次のようにコマンドを実行します。 
jpchasetup list all 

 

実行系ノードで jpchasetup listコマンドを実行したときと同じ内容が表示されること

を確認してください。 

 
(3)(3)(3)(3)    クラスタソフトの登録を解除するクラスタソフトの登録を解除するクラスタソフトの登録を解除するクラスタソフトの登録を解除する    
クラスタソフトから，論理ホストの PFM - Agent for IISに関する設定を削除してください。設
定を削除する方法は，クラスタソフトのマニュアルを参照してください。 

    
(4)(4)(4)(4)    PFM PFM PFM PFM ---- Manager Manager Manager Manager での設定の削除での設定の削除での設定の削除での設定の削除    
PFM - Web Consoleで PFM - Managerにログインし，アンセットアップする PFM - Agent for 
IISに関連する定義を削除してください。 
手順を次に示します。 

 

1. PFM - Web Consoleから，エージェントを削除する。 
2. PFM - Managerのエージェント情報を削除する。 
例えば，PFM - Managerが論理ホスト jp1-hal上で動作し，PFM - Agent for IISが論理ホ
スト jp1-halsr上で動作している場合，次のように指定してコマンドを実行します。 
jpcctrl delete サービス ID host=jp1-halsr lhost=jp1-hal 

サービス ID には削除するエージェントのサービス ID を指定してください。 

3. PFM - Managerサービスを再起動する。 
サービスの起動方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構
築・運用ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説明している章を
参照してください。 
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3.4.33.4.33.4.33.4.3 アンインストールアンインストールアンインストールアンインストール    
PFM - Baseおよび PFM - Agent for IISをアンインストールしてください。 
アンインストール手順は，非クラスタシステムの場合と同じです。詳細は，「2.3.2 アンイン
ストール」を参照してください。 

注意 

• PFM - Agent for IISをアンインストールする場合は，PFM - Agent for IISをアンイン
ストールするノードの Performance Managementシリーズプログラムのサービスをす
べて停止してください。 

• 論理ホスト環境を削除しないで PFM - Agent for IIS をアンインストールした場合，環

境ディレクトリが残ることがあります。その場合は，環境ディレクトリを削除してくだ

さい。 
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第第第第3333編編編編    リファレンス編リファレンス編リファレンス編リファレンス編    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.4.4.4.    ソソソソリューションセットリューションセットリューションセットリューションセット    
この章では，PFM - Agent for IISのソリューションセ
ットについて説明します。 
 
 

ソリューションセットの概要ソリューションセットの概要ソリューションセットの概要ソリューションセットの概要    

アラームの記載形式アラームの記載形式アラームの記載形式アラームの記載形式    

アラーム一覧アラーム一覧アラーム一覧アラーム一覧    

レポートの記載形式レポートの記載形式レポートの記載形式レポートの記載形式    

レポートのフォルダ構成レポートのフォルダ構成レポートのフォルダ構成レポートのフォルダ構成    

レポート一覧レポート一覧レポート一覧レポート一覧    
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ソリューションセットの概要 

Performance Managementでは，アラームとレポートを定義する場合，次の方法があります。 
• PFM - Agentで定義されているアラームやレポートをそのまま使用する 
• PFM - Agentで定義されているアラームやレポートをコピーしてカスタマイズする 
• ウィザードを使用して新規に定義する 

PFM - Agentで用意されているアラームやレポートを「ソリューションセット」と呼びます。
ソリューションセットのレポートとアラームは，必要な情報があらかじめ定義されているので，
コピーしてそのまま使用したり，ユーザーの環境に合わせてカスタマイズしたりできます。そ
のため，ウィザードを使用して新規に定義をしなくても，監視対象の運用状況を監視する準備
が容易にできるようになります。 
この章では，PFM - Agent for IISで定義されているソリューションセットのアラームとレポ
ートの設定内容について説明します。 
ソリューションセットの使用方法の詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，レポートの定義と操作またはアラームの定義
と操作について説明している章を参照してください。 
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アラームの記載形式 

ここでは，アラームの記載形式を示します。アラームは，アルファベット順に記載しています。
記載形式を次に示します。 

概要概要概要概要    

このアラームで監視できる監視対象の概要について説明します。 

主な設定主な設定主な設定主な設定    

このアラームの主な設定値を表で説明します。この表では，アラームの設定値と，PFM - Web 
Consoleの［プロパティ-［アラーム］］ダイアログボックスの設定項目との対応を示していま
す。各アラームの設定の詳細については，PFM - Web Consoleの［プロパティ-［アラーム］］
ダイアログボックスで確認してください。 
設定値の「－」は，設定が常に無効であることを示します。 
なお，条件式で異常条件と警告条件が同じ場合は，アラームイベントは異常のものだけが発行
されます。 

関連レポート関連レポート関連レポート関連レポート    

このアラームに関連する，ソリューションセットのレポートを示します。PFM - Web Console
の[エージェント階層]タブでエージェントアイコンをクリックし，[アラームの状態の表示]メ
ソッドで表示されるアイコンをクリックすると，このレポートを表示できます。 
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アラーム一覧 

PFM - Agent for IISのソリューションセットで定義されているアラームは，「PFM IIS 
Solution Alarms 8.10」というアラームテーブルにまとめられています。「8.10」は，アラーム
テーブルのバージョンを示します。このアラームテーブルは，PFM - Web Consoleの［アラー
ム階層］タブに表示される「IIS」フォルダに格納されています。ソリューションセットで定
義されているアラームを次の表に示します。 

表表表表 4444----1111    アラーム一覧（ソリューションセット）アラーム一覧（ソリューションセット）アラーム一覧（ソリューションセット）アラーム一覧（ソリューションセット）    

アラーム名アラーム名アラーム名アラーム名    監視対象監視対象監視対象監視対象    

ASP Errors/sec ASPの 1秒間当たりのエラー数を監視します。この値には接続エラー，
コンパイルエラー，およびランタイムエラーが含まれます。この値が
"0"より大きい場合はサーバの構成，ASPページのスクリプトに何らか
の問題があります。この値は，監視間隔の平均値となります。 

ASP Reqs Queued ASP のキューの待ち数を監視します。負荷の増加率以上にこの値が増
加する場合は，ASP ページのスクリプトが複雑すぎます。この値は，
監視間隔の平均値となります。 

ASP Reqs Rejected ASP のリクエストに対し，実行されなかった数を監視します。実行さ
れない理由はキューが満杯の場合，または接続数を処理するだけのリ
ソースがないためです。この値が"1"以上の場合は，ASPページのスク
リプトが複雑すぎます。この値は，監視間隔の平均値となります。 

Logical Disk Queue Disk Queue の READ，WRITE 要求の平均値を監視します。"2"未満
が望ましい値です。この値は，監視間隔の平均値となります。 

Mem Available Bytes コンピュータ上で現在利用できる物理メモリー容量を監視します。物
理メモリーの総容量から OS や実行中のアプリケーションが使用して
いるメモリー容量を引いた値です。この値は，監視間隔の平均値とな
ります。 

Pages Reads/sec ハードページフォールト（実際にハードディスクとやりとりしなけれ
ばならないページフォールト）の数を監視します。表示される値は，
読み取り操作で取得したページ数でなく，読み取り操作の回数です。
毎秒 5 回以上読み取り操作が続いている状態の場合は，メモリー不足
の可能性が高いです。この値は，監視間隔の平均値となります。 

Physical Disk Queue Disk Queue の READ，WRITE 要求の平均値を監視します。"2"未満
が望ましいです。この値は，監視間隔の平均値となります。 
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ASP Errors/sec 

概要概要概要概要    

ASPの 1秒間当たりのエラー数を監視します。この値には接続エラー，コンパイルエラー，
およびランタイムエラーが含まれます。この値が"0"より大きい場合はサーバの構成，ASPペ
ージのスクリプトに何らかの問題があります。 
この値は，監視間隔の平均値となります。 

 
主な設定主な設定主な設定主な設定    

PFM - Web Console の［プロパティの［プロパティの［プロパティの［プロパティ - ［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］ 
ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス    

タブ名タブ名タブ名タブ名    項目項目項目項目    

設定値設定値設定値設定値    

発生頻度を満たした時にアラー
ム通知する する 

インターバル中 3 

基本情報 

回しきい値超過 2 
アクション SNMP 異常，警告，正常 

レコード Active Server Pages Throughput
（PI_ASPT） 

フィールド Errors/sec 

異常条件 Errors/sec > "1" 

条件式 

警告条件 Errors/sec > "0" 
 

関連レポート関連レポート関連レポート関連レポート    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ASP Condition 
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ASP Reqs Queued 

概要概要概要概要    

ASPのキューの待ち数を監視します。負荷の増加率以上にこの値が増加する場合は，ASPペ
ージのスクリプトが複雑すぎます。 
この値は，監視間隔の平均値となります。 
    

主な設定主な設定主な設定主な設定    

PFM - Web Console の［プロパティの［プロパティの［プロパティの［プロパティ - ［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］ 
ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス    

タブ名タブ名タブ名タブ名    項目項目項目項目    

設定値設定値設定値設定値    

発生頻度を満たした時にアラー
ム通知する する 

インターバル中 3 

基本情報 

回しきい値超過 2 
アクション SNMP 異常，警告，正常 

レコード Active Server Pages Throughput
（PI_ASPT） 

フィールド Reqs Queued 

異常条件 Reqs Queued > "1" 

条件式 

警告条件 Reqs Queued > "0" 

 

関関関関連レポート連レポート連レポート連レポート    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ASP Condition 
 



ASP Reqs Rejected 

57 

ASP Reqs Rejected 

概要概要概要概要    

ASPのリクエストに対し，実行されなかった数を監視します。実行されない理由はキューが
満杯の場合か，もしくは接続数を処理するだけのリソースがないためです。 
この値が"1"以上の場合は，ASPページのスクリプトが複雑すぎます。 
この値は，監視間隔の平均値となります。 

 
主な設定主な設定主な設定主な設定    

PFM - Web Console の［プロパティの［プロパティの［プロパティの［プロパティ - ［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］ 
ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス    

タブ名タブ名タブ名タブ名    項目項目項目項目    

設定値設定値設定値設定値    

発生頻度を満たした時にアラーム
通知する する 

インターバル中 3 

基本情報 

回しきい値超過 2 
アクション SNMP 異常，警告，正常 

レコード Active Server Pages Throughput
（PI_ASPT） 

フィールド Reqs Rejected 

異常条件 Reqs Rejected > "1" 

条件式 

警告条件 Reqs Rejected > "0" 
 

関連関連関連関連レポートレポートレポートレポート    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ASP Condition 
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Logical Disk Queue 

概要概要概要概要    

Disk Queueの READ，WRITE要求の平均値を監視します。"2"未満が望ましい値です。 
この値は，監視間隔の平均値となります。 

 
主な設定主な設定主な設定主な設定    

PFM - Web Console の［プロパティの［プロパティの［プロパティの［プロパティ - ［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］ 
ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス    

タブ名タブ名タブ名タブ名    項目項目項目項目    

設定値設定値設定値設定値    

発生頻度を満たした時にアラーム
通知する する 

インターバル中 3 

基本情報 

回しきい値超過 2 
アクション SNMP 異常，警告，正常 

レコード Logical Disk Overview（PI_LGDP） 

フィールド Current Disk Queue Length 

異常条件 Current Disk Queue Length > "1" 

条件式 

警告条件 Current Disk Queue Length > "0" 

    

関連レポート関連レポート関連レポート関連レポート    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/Logical Disk 
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Mem Available Bytes 

概要概要概要概要    

コンピュータ上で現在利用できる物理メモリー容量を監視します。物理メモリーの総容量から
OSや実行中のアプリケーションが使用しているメモリー容量を引いた値です。 
この値は，監視間隔の平均値となります。 

 
主な設定主な設定主な設定主な設定    

PFM - Web Console の［プロパティの［プロパティの［プロパティの［プロパティ - ［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］ 
ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス    

タブ名タブ名タブ名タブ名    項目項目項目項目    

設定値設定値設定値設定値    

発生頻度を満たした時にアラーム
通知する する 

インターバル中 3 

基本情報 

回しきい値超過 2 
アクション SNMP 異常，警告，正常 

レコード IIS WorkingSet（PI_WS） 

フィールド Memory Available Bytes 

異常条件 Memory Available Bytes < 
"4,194,304" 

条件式 

警告条件 Memory Available Bytes < 
"10,485,760" 

 

関連レポート関連レポート関連レポート関連レポート    

Reports/IIS/Status Reporting/Real-Time/Memory Usage Status 
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Pages Reads/sec 

概要概要概要概要    

ハードページフォールト（実際にハードディスクとやりとりしなければならないページフォー
ルト）の数を監視します。表示される値は，読み取り操作で取得したページ数でなく，読み取
り操作の回数です。毎秒 5回以上読み取り操作が続いている状態の場合は，メモリー不足の可
能性が高いです。 
この値は，監視間隔の平均値となります。 

 
主な設定主な設定主な設定主な設定    

PFM - Web Console の［プロの［プロの［プロの［プロパティパティパティパティ - ［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］ 
ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス    

タブ名タブ名タブ名タブ名    項目項目項目項目    

設定値設定値設定値設定値    

発生頻度を満たした時にアラーム通
知する する 

インターバル中 3 

基本情報 

回しきい値超過 2 
アクション SNMP 異常，警告，正常 

レコード IIS WorkingSet（PI_WS） 

フィールド Memory Page Reads/sec 

異常条件 Memory Page Reads/sec > "6" 

条件式 

警告条件 Memory Page Reads/sec > "4" 
 

関連レポート関連レポート関連レポート関連レポート    

Reports/IIS/Status Reporting/Real-Time/Memory Usage Status 
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Physical Disk Queue 

概要概要概要概要    

Disk Queueの READ，WRITE要求の平均値を監視します。"2"未満が望ましい値です。 
この値は，監視間隔の平均値となります。 

 
主な設定主な設定主な設定主な設定    

PFM - Web Console の［プロパティの［プロパティの［プロパティの［プロパティ - ［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］［アラーム］］ 
ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックス    

タブ名タブ名タブ名タブ名    項目項目項目項目    

設定値設定値設定値設定値    

発生頻度を満たした時にアラーム通
知する する 

インターバル中 3 

基本情報 

回しきい値超過 2 
アクション SNMP 異常，警告，正常 

レコード Physical Disk Overview（PI_PYDP） 

フィールド Current Disk Queue Length 

異常条件 Current Disk Queue Length > "1" 

条件式 

警告条件 Current Disk Queue Length > "0" 
 

関連レポート関連レポート関連レポート関連レポート    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/Physical Disk 
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レポートの記載形式 

ここでは，レポートの記載形式を示します。レポートは，アルファベット順に記載しています。
記載形式を次に示します。 

概要概要概要概要    

このレポートで表示できる情報の概要について説明します。 

格納先格納先格納先格納先    

このレポートの格納先を示します。 

レコードレコードレコードレコード    

このレポートで使用するパフォーマンスデータが，格納されているレコードを示します。履歴
レポートを表示するためには，この欄に示すレコードを収集するように，あらかじめ設定して
おく必要があります。レポートを表示する前に，PFM - Web Consoleの［プロパティ - ［サ
ービス］］ダイアログボックスで，このレコードが「Log = Yes」に設定されているか確認して
ください。リアルタイムレポートの場合，設定する必要はありません。 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

このレポートで使用するレコードのフィールドについて，表で説明します。 

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

このレポートに関連づけられた，ソリューションセットのレポートを表で説明します。このド
リルダウンレポートを表示するには，PFM - Web Consoleのレポートウィンドウのツールバ
ーにあるドリルダウンレポートドロップダウンリストから，該当するドリルダウンレポート名

を選択し， ボタンをクリックしてください。なお，レポートによってドリルダウンレポー
トを持つものと持たないものがあります。 

ドリルダウンレポート（フドリルダウンレポート（フドリルダウンレポート（フドリルダウンレポート（フィールドレベル）ィールドレベル）ィールドレベル）ィールドレベル）    

このレポートのフィールドに関連づけられた，ソリューションセットのレポートを表で説明し
ます。このドリルダウンレポートを表示するには，PFM - Web Consoleのレポートウィンド
ウに表示されているレポートのグラフまたはレポートウィンドウ下部に表示されているフィ
ールド名をクリックしてください。履歴レポートの場合，レポート中の青色で表示されている
時間をクリックすることで，より詳細な時間間隔でレポートを表示できます。なお，レポート
によってドリルダウンレポートを持つものと持たないものがあります。 

 



レポートのフォルダ構成 

63 

レポートのフォルダ構成 

PFM - Agent for IISのレポートのフォルダ構成を次に示します。< >内は，フォルダ名を示し
ます。 
 
<IIS> 
+-- <Monthly Trend> 
|    +-- Cache Trend 
|    +-- Memory Cache Trend 
|    +-- <Advanced> 
|         +-- FTP Bytes Trend 
|         +-- FTP Conns Trend 
|         +-- FTP Files Trend 
|         +-- Internet Trend 
|         +-- Logical Disk Trend 
|         +-- Memory Trend 
|         +-- Physical Disk Trend 
|         +-- SMTP Bytes Trend 
|         +-- SMTP Messages Trend 
|         +-- Web Bytes Trend 
|         +-- Web Conns Trend 
|         +-- Web Files Trend 
|         +-- Web Users Trend 
+-- <Status Reporting> 
|    +-- <Daily Trend> 
|    |    +-- Cache Trend 
|    |    +-- Memory Cache Trend 
|    |    +-- <Advanced> 
|    |        +-- ASP Reqs Trend 
|    |        +-- ASP Trans Trend 
|    |        +-- Bandwidth Throttling Trend 
|    |        +-- FTP Bytes Trend 
|    |        +-- FTP Conns Trend 
|    |        +-- FTP Files Trend 
|    |        +-- FTP Users Trend 
|    |        +-- HTTP Not-Found Errors Trend 
|    |        +-- Internet Trend 
|    |        +-- Memory Trend 
|    |        +-- Logical Disk Trend 
|    |        +-- Network Trend 
|    |        +-- Physical Disk Trend 
|    |        +-- Process Info Inetinfo Trend 
|    |        +-- Processor Trend 
|    |        +-- SMTP Bytes Trend 
|    |        +-- SMTP Messages Trend 
|    |        +-- TCP Conns Trend 
|    |        +-- TCP Trend 
|    |        +-- Thread Count Trend 
|    |        +-- Web Bytes Trend 
|    |        +-- Web Conns Trend 
|    |        +-- Web Files Trend 
|    |        +-- Web Users Trend 
|    +-- <Real-Time> 
|        +--Data Link Status 
|        +--Internet Status 
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|        +--Memory Usage Status 
|        +--Thread Count Status 
|        +--Thread Info Status 
+- - <Troubleshooting> 

+- - <Real-Time> 
|    +-- ASP Condition 
|    +-- FTP Bytes 
|    +-- FTP Conns 
|    +-- FTP Files 
|    +-- Logical Disk 
|    +-- Memory 
|    +-- Physical Disk 
|    +-- Processor 
|    +-- Web Bytes 
|    +-- Web Conns 
|    +-- Web Files 
|    +-- <Drilldown Only> 
|        +-- ASP Condition Detail 
|        +-- FTP Users Detail 
|        +-- Logical Disk Detail 
|        +-- Physical Disk Detail 
|        +-- Processor Detail 
|        +-- Web Users Detail 
+-- <Recent Past> 

+-- Cache Summary 
+-- Memory Cache Summary 
+-- <Advanced> 

+--ASP Condition Summary 
+--Logical Disk Summary 
+--Memory Summary 
+--Physical Disk Summary 
+--Processor Summary 

 

各フォルダの説明を次に示します。 

• 「Monthly Trend」フォルダ 
最近 1 か月間の 1 日ごとに集計された情報を表示するレポートが格納されています。1
か月のシステムの傾向を分析するために使用します。 

• 「Status Reporting」フォルダ 
日，または週ごとに，システムの総合的な状態を見るために使用します。また，履歴レ
ポートのほかにリアルタイムレポートの表示もできます。 

• 「Daily Trend」フォルダ 
最近 24時間の 1時間ごとに集計された情報を表示するレポートが格納されています。1
日ごとにシステムの状態を確認するために使用します。 

• 「Real - Time」フォルダ 
システムの状態を確認するためのリアルタイムレポートが格納されています。 

• 「Troubleshooting」フォルダ 
トラブルを解決するのに役立つ情報を表示するレポートが格納されています。システム
に問題が発生した場合，問題の原因を調査するために使用します。 

• 「Real - Time」フォルダ 
現在のシステムの状態を確認するためのリアルタイムレポートが格納されています。 
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• 「Recent Past」フォルダ 
最近 1時間の 1分ごとに集計された情報を表示する履歴レポートが格納されています。 

さらに，これらのフォルダの下位には，次のフォルダがある場合があります。上位のフォルダ
によって，どのフォルダがあるかは異なります。各フォルダについて次に説明します。 

• 「Advanced」フォルダ 
デフォルトで「Log=No」に設定されているレコードを使用しているレポートが格納さ
れています。このフォルダのレポートを表示するには，使用しているレコードの設定を
PFM - Web Consoleで「Log=Yes」にする必要があります。 

• 「Drilldown Only」フォルダ 
ドリルダウンレポート（フィールドレベル）として表示されるレポートが格納されてい
ます。そのレポートのフィールドに関連する詳細な情報を表示するために使用します。
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レポート一覧 

ソリューションセットで定義されているレポートをアルファベット順に次の表に示します。 
 
表表表表 4444----2222    レポート一覧レポート一覧レポート一覧レポート一覧 

レポート名レポート名レポート名レポート名    表示する情報表示する情報表示する情報表示する情報    格納先格納先格納先格納先    

ASP Condition ASPのリクエストに関する情報を示すリ
アルタイムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

ASP Condition Detail ASPの使用状況の詳細。 Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/Drill
down Only/ 

ASP Condition 
Summary 

最近 1時間の，ASPの 1 分ごとの平均使
用状況。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Recent 
Past/Advanced/ 

ASP Reqs Trend 最近 24時間の，ASP Reqs Trendの 1時
間ごとの平均使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

ASP Trans Trend 最近 24時間の，ASP Trans Trendの 1時
間ごとの平均使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Bandwidth Throttling 
Trend 

最近 24時間の，帯域幅スロットリングの
1時間ごとの使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Cache Summary 最近 1時間の，キャッシュに関する 1分ご
との情報。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Recent Past 

Cache Trend 
（キャッシュに関する 1
日ごとの情報） 

最近 1 か月間の，キャッシュに関する 1
日ごとの情報。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/ 

Cache Trend 
（キャッシュに関する 1
時間ごとの情報） 

最近 24時間の，キャッシュに関する 1時
間ごとの情報。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/ 

Data Link Status 最近 24時間の，Data Link Layerの 1時
間ごとの平均バイト転送量を示すリアル
タイムレポート。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Real-Time/ 

FTP Bytes FTP サービスのデータ転送に関する情報
を示すリアルタイムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

FTP Bytes Trend 
（FTP サイトの 1日ごと
の平均バイト数） 

最近 1か月間の，FTP サイトの 1日ごと
の平均バイト数。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

FTP Bytes Trend 
（FTPサービスの 1時間
ごとの状況） 

最近 24時間の，FTPサービスの 1時間ご
との状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

FTP Conns FTP サービスの接続に関する情報を示す
リアルタイムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

FTP Conns Trend 
（FTP サイトの 1日ごと
の接続状況） 

最近 1か月間の，FTP サイトの 1日ごと
の接続状況。 
 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 
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レポート名レポート名レポート名レポート名    表示する情報表示する情報表示する情報表示する情報    格納先格納先格納先格納先    

FTP Conns Trend 
（FTPサービスの 1時間
ごとの接続状況） 

最近 24時間の，FTPサービスの 1時間ご
との接続状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

FTP Files FTP サービスのファイル転送に関する情
報を示すリアルタイムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

FTP Files Trend 
（FTP サイトの 1日ごと
の平均ファイル数） 

最近 1か月間の，FTP サイトの 1 日ごと
の平均ファイル数。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

FTP Files Trend 
（FTPサービスの 1時間
ごとの平均ファイル数） 

最近 24時間の，FTPサービスの 1時間ご
との平均ファイル数。 

Reports/IIS/Daily 
Trend/Advanced/ 

FTP Users Detail FTP Users の使用状況の詳細。 Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/Drill
down Only/ 

FTP Users Trend 最近 24時間の，FTP Usersの 1時間ごと
の平均使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

HTTP Not-Found Errors 
Trend 

最近 24 時間の，HTTP 要求に対する，
"Not-FoundErrors"の1時間ごとの発生状
況に関する情報。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Internet Status インターネットサービスの稼働状況に関
する情報を示すリアルタイムレポート。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Real-Time/ 

Internet Trend 
（インターネットの 1 日
ごとの使用状況） 

最近 1か月間の，インターネットの 1日ご
との使用状況。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

Internet Trend 
（インターネットの 1 時
間ごとの使用状況） 

最近 24時間の，インターネットの 1時間
ごとの使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/ Advanced/ 

Logical Disk Logical Disk の待ち状況を示すリアルタ
イムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

Logical Disk Detail Logical Diskの待ち状況の詳細。 Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/Drill
down Only/ 

Logical Disk Summary 最近 1時間の，Logical Diskの 1分ごとの
使用状況。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Recent 
Past/Advanced/ 

Logical Disk Trend 
（Logical Disk の 1日ご
との平均使用状況） 

最近 1か月間の，Logical Diskの 1日ごと
の平均使用状況。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

Logical Disk Trend 
（Logical Disk の 1時間
ごとの平均使用状況） 

最近 24時間の，Logical Diskの 1時間ご
との平均使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Memory システムのメモリー使用状況を示すリア
ルタイムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

Memory Cache 
Summary 

最近 1時間の，キャッシュに関する 1分ご
との情報。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Recent Past/ 

Memory Cache Trend 
（メモリーキャッシュに
関する 1日ごとの情報） 

最近 1か月間の，メモリーキャッシュに関
する 1日ごとの情報。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/ 
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レポート名レポート名レポート名レポート名    表示する情報表示する情報表示する情報表示する情報    格納先格納先格納先格納先    

Memory Cache Trend 
（メモリーキャッシュに
関する 1時間ごとの情報）

最近 24時間の，メモリーキャッシュに関
する 1時間ごとの情報。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily Trend 

Memory Summary 最近 1時間の，システムの 1分ごとのメモ
リー使用状況。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Recent 
Past/Advanced/ 

Memory Trend 
（システムの 1 日ごとの
メモリー使用状況） 

最近 1か月間の，システムの 1日ごとのメ
モリー使用状況。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

Memory Trend 
（システムの 1 時間ごと
のメモリー使用状況） 

最近 24時間の，システムの 1時間ごとの
メモリー使用状況。 
 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Memory Usage Status メモリーの使用状況を示すリアルタイム
レポート。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Real-Time/ 

Network Trend 最近 24時間の，ネットワークの 1時間ご
との平均 Datagrams 転送量。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Physical Disk Physical Diskの待ち状況を示すリアルタ
イムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

Physical Disk Detail Physical Diskの待ち状況の詳細。 Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/Drill
down Only/ 

Physical Disk Summary 最近 1時間の，Physical Diskの 1分ごと
の使用状況。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Recent 
Past/Advanced/ 

Physical Disk Trend 
（Physical Diskの 1日ご
との平均使用状況） 

最近 1か月間の，Physical Diskの 1日ご
との平均使用状況。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

Physical Disk Trend 
（Physical Diskの 1時間
ごとの平均使用状況） 

最近 24時間の，Physical Diskの 1時間
ごとの平均使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Process Info Inetinfo 
Trend 

最近 24時間の Web サービス，FTP サー
ビスの 1時間ごとの状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Processor Processorの使用状況を示すリアルタイム
レポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

Processor Detail Processorの使用状況の詳細。 Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/Drill
down Only/ 

Processor Summary 最近 1時間の，Processor の 1分ごとの平
均使用状況。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Recent 
Past/Advanced/ 

Processor Trend 最近 24 時間の，Processor の 1 時間ごと
の平均使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

SMTP Bytes Trend 
（SMTP の 1 日ごとの平
均バイト転送量） 

最近 1 か月間の，SMTP の 1 日ごとの平
均バイト転送量。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 
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レポート名レポート名レポート名レポート名    表示する情報表示する情報表示する情報表示する情報    格納先格納先格納先格納先    

SMTP Bytes Trend 
（SMTP の 1 時間ごとの
平均バイト転送量） 

最近 24時間の，SMTPの 1時間ごとの平
均バイト転送量。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced 

SMTP Messages Trend 
（SMTP Messages の 1
日ごとの使用状況） 

最近 1か月間の，SMTP Messagesの 1日
ごとの使用状況。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

SMTP Messages Trend 
（SMTP Messages の 1
時間ごとの使用状況） 

最近 24時間の，SMTP Messagesの 1時
間ごとの使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

TCP Conns Trend 最近 24時間の，TCP接続の 1時間ごとの
使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

TCP Trend 最近 24時間の，TCPの 1時間ごとの使用
状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Thread Count Status スレッドの情報を示すリアルタイムレポ
ート。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Real-Time/ 

Thread Count Trend 最近 24時間の，スレッドの 1時間ごとの
情報。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Thread Info Status スレッドの使用状況を示すリアルタイム
レポート。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Real-Time/ 

Web Bytes Web サービスのデータ送受信量に関する
情報を示すリアルタイムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

Web Bytes Trend 
（Webサイトの 1日ごと
の平均バイト数） 

最近 1か月間の，Web サイトの 1 日ごと
の平均バイト数。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

Web Bytes Trend 
（Webサービスの 1時間
ごとの状況） 

最近 24時間の，Webサービスの 1時間ご
との状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Web Conns Web サービスの接続に関する情報を示す
リアルタイムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

Web Conns Trend 
（Webサイトの 1日ごと
の接続状況） 

最近 1か月間の，Web サイトの 1 日ごと
の接続状況。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

Web Conns Trend 
（Webサービスの 1時間
ごとの接続状況） 

最近 24時間の，Webサービスの 1時間ご
との接続状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 

Web Files Web サービスのファイル転送に関する情
報を示すリアルタイムレポート。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/ 

Web Files Trend 
（Webサイトの 1日ごと
の平均ファイル数） 

最近 1か月間の，Web サイトの 1 日ごと
の平均ファイル数。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

Web Files Trend 
（Webサービスの 1時間
ごとの平均ファイル数） 

最近 24時間の，Webサービスの 1時間ご
との平均ファイル数。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 
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レポート名レポート名レポート名レポート名    表示する情報表示する情報表示する情報表示する情報    格納先格納先格納先格納先    

Web Users Detail Web サービスへの接続ユーザー情報の詳
細。 

Reports/IIS/Troublesh
ooting/Real-Time/Drill
down Only/ 

Web Users Trend 
（Web Usersの 1日ごと
の平均使用状況） 

最近 1か月間の，Web Usersの 1日ごと
の平均使用状況。 

Reports/IIS/Monthly 
Trend/Advanced/ 

Web Users Trend 
（Web Usersの 1時間ご
との平均使用状況） 

最近 24時間の，Web Usersの 1時間ごと
の平均使用状況。 

Reports/IIS/Status 
Reporting/Daily 
Trend/Advanced/ 
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ASP Condition 

概要概要概要概要    

ASPのリクエストに関する情報をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ線グラフ
で表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Active Server Pages Throughput（PI_ASPT） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Errors/sec ASPの 1秒当たりのエラー数。 
Reqs Queued ASPの待機中のリクエスト数。 

Reqs Rejected ASPの拒否されたリクエスト数。 

    
ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

ASP Condition Detail ASPの使用状況の詳細。 



ASP Condition Detail 

72 

ASP Condition Detail 

概要概要概要概要    

ASPの使用状況の詳細をリアルタイムで表示します。このレポートは一覧で表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Active Server Pages Throughput（PI_ASPT） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Errors/sec ASPの 1秒当たりのエラー数。 
Req Execution Time ASPのリクエスト実行時間。 
Req Wait Time ASPのリクエスト待機時間。 
Reqs Disconnected ASPの認証されていないリクエストの数。 
Reqs Executing ASPのリクエストを実行した数。 
Reqs Failed Total ASPの失敗したリクエストの数。 
Reqs Not Authorized ASPの認証されていないリクエストの数。 

Reqs Not Found ASPの未発見のリクエストの数。 
Reqs Queued ASPの待機中のリクエスト数。 
Reqs Rejected ASPの拒否されたリクエスト数。 
Reqs Succeeded ASPの成功したリクエストの数。 
Reqs Timed Out ASPのタイムアウトしたリクエストの数。 
Reqs Total ASPのリクエストの総数。 
Reqs/sec ASPの 1秒当たりのリクエスト数。 

Sessions Current ASPの現在のセッション数。 
Trans Aborted ASPの中断されたトランザクションの数。 
Trans Committed ASPのコミットされたトランザクションの数。 
Trans Pending ASPの保留中のトランザクションの数。 
Trans Total ASPのトランザクションの総数。 
Trans/sec ASPの 1秒当たりのトランザクション。 
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ASP Condition Summary 

概要概要概要概要    

最近 1時間の，ASPの 1分ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは折れ線グラフ
で表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Recent Past/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Active Server Pages Throughput（PI_ASPT） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Errors/sec ASPの 1秒当たりのエラー数。 
Reqs Queued ASPの待機中のリクエスト数。 
Reqs Rejected ASPの拒否されたリクエスト数。 
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ASP Reqs Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，ASP Reqs Trendの 1時間ごとの平均使用状況を表示します。このレポート
は折れ線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Active Server Pages Throughput（PI_ASPT） 
 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Errors/sec ASPの 1秒当たりのエラー数。 
Req Execution Time ASPのリクエスト実行時間。 
Req Wait Time ASPのリクエスト待機時間。 
Reqs Disconnected ASPの認証されていないリクエストの数。 

Reqs Executing ASPのリクエストを実行した数。 
Reqs Failed Total ASPの失敗したリクエストの数。 
Reqs Not Authorized ASPの認証されていないリクエストの数。 
Reqs Not Found ASPの未発見のリクエストの数。 
Reqs Queued ASPの待機中のリクエスト数。 
Reqs Rejected ASPの拒否されたリクエスト数。 
Reqs Succeeded ASPの成功したリクエストの数。 

Reqs Timed Out ASPのタイムアウトしたリクエストの数。 
Reqs Total ASPのリクエストの総数。 
Reqs/sec ASPの 1秒当たりのリクエスト数。 
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ASP Trans Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，ASP Trans Trendの 1時間ごとの平均使用状況を表示します。このレポート
は折れ線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Active Server Pages Throughput（PI_ASPT） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Sessions Current ASPの現在のセッション数。 
Trans Aborted ASPの中断されたトランザクションの数。 
Trans Committed ASPのコミットされたトランザクションの数。 
Trans Pending ASPの保留中のトランザクションの数。 

Trans Total ASPのトランザクションの総数。 
Trans/sec ASPの 1秒当たりのトランザクション。 
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Bandwidth Throttling Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，帯域幅スロットリングの 1時間ごとの使用状況を表示します。このレポート
は折れ線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

IIS Bandwidth Throttling（PI_BT） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Current Blocked Async I/O 
Req 

インターネットサービスのブロックされた現在の非同期 I/O。 

Measured Async I/O B/W 
Usage 

インターネットサービスの測定された非同期帯域幅の総使用
数。 

Total Allowed Async I/O Req インターネットサービスの許可された非同期 I/Oの総数。 
Total Blocked Async I/O Req インターネットサービスのブロックされた現在の非同期 I/O

リクエストの総数。 
Total Rejected Async I/O Req インターネットサービスの拒否された現在の非同期 I/O リク

エストの総数。 
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Cache Summary 

概要概要概要概要    

最近 1時間の，キャッシュに関する 1分ごとの情報を表示します。このレポートは折れ線グ
ラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Recent Past/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

File System Cache（PI） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Cache Copy Reads/sec ファイルシステムキャッシュからの読み込みの頻度（1 秒当た
り）。 

Cache Fast Reads/sec インストールしたファイルシステムをバイパスし，ファイルシス
テムキャッシュから読み込む頻度（1秒当たり）。 

Cache MDL Reads/sec MDLを使用してのファイルシステムキャッシュからの読み込み
の頻度（1秒当たり）。 

Cache Pin Reads/sec キャッシュから最近アクセスされたデータのブロックをシステ
ムが読み込もうとした頻度（1秒当たり）。 

Cache Read Ahead/sec ファイルへのシーケンシャルアクセスをする際のファイルシス
テムキャッシュからの読み込みの頻度（1秒当たり）。 
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Cache Trend（キャッシュに関する 1 日ごとの
情報） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，キャッシュに関する 1日ごとの情報を表示します。このレポートは折れ線
グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

File System Cache（PI） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Cache Copy Reads/sec ファイルシステムキャッシュからの読み込みの頻度（1 秒当た
り）。 

Cache Fast Reads/sec インストールしたファイルシステムをバイパスし，ファイルシス
テムキャッシュから読み込む頻度（1秒当たり）。 

Cache MDL Reads/sec MDLを使用してのファイルシステムキャッシュからの読み込み
の頻度（1秒当たり）。 

Cache Pin Reads/sec キャッシュから最近アクセスされたデータのブロックをシステ
ムが読み込もうとした頻度（1秒当たり）。 

Cache Read Ahead/sec ファイルへのシーケンシャルアクセスをする際のファイルシス
テムキャッシュからの読み込みの頻度（1秒当たり）。 



Cache Trend（キャッシュに関する 1時間ごとの情報） 
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Cache Trend（キャッシュに関する 1 時間ごと
の情報） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，キャッシュに関する 1時間ごとの情報を表示します。このレポートは折れ線
グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

File System Cache（PI） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Cache Copy Reads/sec ファイルシステムキャッシュからの読み込みの頻度（1 秒当た
り）。 

Cache Fast Reads/sec インストールしたファイルシステムをバイパスし，ファイルシス
テムキャッシュから読み込む頻度（1秒当たり）。 

Cache MDL Reads/sec MDLを使用してのファイルシステムキャッシュからの読み込み
の頻度（1秒当たり）。 

Cache Pin Reads/sec キャッシュから最近アクセスされたデータのブロックをシステ
ムが読み込もうとした頻度（1秒当たり）。 

Cache Read Ahead/sec ファイルへのシーケンシャルアクセスをする際のファイルシス
テムキャッシュからの読み込みの頻度（1秒当たり）。 



Data Link Status 
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Data Link Status 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，Data Link Layerの 1時間ごとの平均バイト転送量をリアルタイムで表示し
ます。このレポートは集合縦棒グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Real-Time/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

DataLink Layer Overview（PD_TRDL） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Bytes Rcvd/sec ネットワークインターフェースの 1秒当たりの受信バイト数。 
Bytes Sent/sec ネットワークインターフェースの 1秒当たりの送信バイト数。 
Bytes Total/sec ネットワークインターフェースの 1秒当たりの送受信バイト数。 
Instance インスタンス。 



FTP Bytes 
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FTP Bytes 

概要概要概要概要    

FTPサービスのデータ転送に関する情報をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Application Layer Overview（PI_TRAL） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

FTP - Bytes Rcvd/sec FTPサービスの 1秒当たりの受信バイト数。 
FTP - Bytes Sent/sec FTPサービスの 1秒当たりの送信バイト数。 
FTP - Bytes Total/sec FTPサービスが送受信した総バイト数。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

FTP Users Detail FTP Usersの平均使用状況の詳細。 



FTP Bytes Trend（FTP サイトの 1日ごとの平均バイト数） 
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FTP Bytes Trend（FTPサイトの 1日ごとの平均
バイト数） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，FTPサイトの 1日ごとの平均バイト数を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Application Layer Overview（PI_TRAL） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィフィフィフィールド名ールド名ールド名ールド名    説明説明説明説明    

FTP - Bytes Rcvd/sec FTPサービスの 1秒当たりの受信バイト数。 
FTP - Bytes Sent/sec FTPサービスの 1秒当たりの送信バイト数。 
FTP - Bytes Total/sec FTPサービスが送受信した総バイト数。 



FTP Bytes Trend（FTP サービスの 1時間ごとの状況） 
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FTP Bytes Trend（FTPサービスの 1時間ごとの
状況） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，FTPサービスの 1時間ごとの状況を表示します。このレポートは折れ線グラ
フで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Application Layer Overview（PI_TRAL） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

FTP - Bytes Rcvd/sec FTPサービスの 1秒当たりの受信バイト数。 
FTP - Bytes Sent/sec FTPサービスの 1秒当たりの送信バイト数。 
FTP - Bytes Total/sec FTPサービスが送受信した総バイト数。 



FTP Conns 
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FTP Conns 

概要概要概要概要    

FTPサービスの接続に関する情報をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ線グラ
フで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Monitoring Connection（PI_CONN） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

FTP - Current Conns FTPサービスの現在の接続数。 
FTP - Maximum Conns FTPサービスの最大接続数。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

FTP Users Detail FTP Usersの平均使用状況の詳細。 



FTP Conns Trend（FTP サイトの 1日ごとの接続状況） 
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FTP Conns Trend（FTPサイトの 1日ごとの接
続状況） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，FTPサイトの 1日ごとの接続状況を表示します。このレポートは折れ線グ
ラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Monitoring Connection（PI_CONN） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

FTP - Current Conns FTPサービスの現在の接続数。 
FTP - Maximum Conns FTPサービスの最大接続数。 



FTP Conns Trend（FTP サービスの 1時間ごとの接続状況） 
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FTP Conns Trend（FTPサービスの 1時間ごと
の接続状況） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，FTPサービスの 1時間ごとの接続状況を表示します。このレポートは折れ線
グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Monitoring Connection（PI_CONN） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

FTP - Current Conns FTPサービスの現在の接続数。 
FTP - Maximum Conns FTPサービスの最大接続数。 



FTP Files 
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FTP Files 

概要概要概要概要    

FTPサービスのファイル転送に関する情報をリアルタイムで表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS File Transfer（PI_FLTR） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

FTP - Total Files Rcvd FTPサーバが受信したファイルの総数。 
FTP - Total Files Sent FTPサーバが送信したファイルの総数。 
FTP - Total Files Xferd FTPサーバが転送したファイルの総数。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

FTP Users Detail FTP Usersの平均使用状況の詳細。 



FTP Files Trend（FTP サイトの 1日ごとの平均ファイル数） 
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FTP Files Trend（FTPサイトの 1日ごとの平均
ファイル数） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，FTPサイトの 1日ごとの平均ファイル数を表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS File Transfer（PI_FLTR） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

FTP - Total Files Rcvd FTPサーバが受信したファイルの総数。 
FTP - Total Files Sent FTPサーバが送信したファイルの総数。 

FTP - Total Files Xferd FTPサーバが転送したファイルの総数。 



FTP Files Trend（FTP サービスの 1時間ごとの平均ファイル数） 
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FTP Files Trend（FTPサービスの 1時間ごとの
平均ファイル数） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，FTPサービスの 1時間ごとの平均ファイル数を表示します。このレポートは
折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

IIS File Transfer（PI_FLTR） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

FTP - Total Files Rcvd FTPサーバが受信したファイルの総数。 
FTP - Total Files Sent FTPサーバが送信したファイルの総数。 
FTP - Total Files Xferd FTPサーバが転送したファイルの総数。 



FTP Users Detail 
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FTP Users Detail 

概要概要概要概要    

FTP Usersの使用状況の詳細をリアルタイムで表示します。このレポートは一覧で表示され
ます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

FTP User Overview（PI_ANAF） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Current Anonymous Users FTPサービスの現在の匿名ユーザー数。 
Current Nonanonymous Users FTPサービスの現在の非匿名ユーザー数。 

Maximum Anonymous Users FTPサービスの匿名ユーザーの最大数。 
Maximum Nonanonymous 
Users 

FTPサービスの非匿名ユーザーの最大数。 

Total Anonymous Users FTPサービスの匿名ユーザーの総数。 
Total Nonanonymous Users FTPサービスの非匿名ユーザーの総数。 



FTP Users Trend 
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FTP Users Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，FTP Usersの 1時間ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

FTP User Overview（PI_ANAF） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Current Anonymous Users FTPサービスの現在の匿名ユーザー数。 
Current Nonanonymous Users FTPサービスの現在の非匿名ユーザー数。 
Maximum Anonymous Users FTPサービスの匿名ユーザーの最大数。 
Maximum Nonanonymous 
Users 

FTPサービスの非匿名ユーザーの最大数。 

Total Anonymous Users FTPサービスの匿名ユーザーの総数。 
Total Nonanonymous Users FTPサービスの非匿名ユーザーの総数。 



HTTP Not-Found Errors Trend 
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HTTP Not-Found Errors Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間のHTTP要求での，"Not-Found Errors"の 1時間ごとの発生状況を表示します。
このレポートは折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Not Found Errors（PI_NFE） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Not Found Errors/sec Webサービスの 1秒当たりの未発見のエラー数。 



Internet Status 
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Internet Status 

概要概要概要概要    

インターネットサービスの稼働状況に関する情報をリアルタイムで表示します。このレポート
は折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS WorkingSet（PI_WS） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

IIS - Cache Flushes インターネットサービスのキャッシュの一部が期限切れにな
った回数。 

IIS - Cache Hits インターネットサービスのキャッシュで見つかったクエリ数
（1秒当たり）。 

IIS - Cache Hits % インターネットサービスのキャッシュで見つかったクエリの
割合。 

IIS - Cache Misses インターネットサービスのキャッシュで見つからなかったク
エリ数（1秒当たり）。 

Process Page Faults/sec インターネットサービスのプロセスページフォールト（1秒当
たり）。 

Process Working Set インターネットサービスのプロセスのワーキングセットにお
けるバイト数。 



Internet Trend（インターネットの 1日ごとの使用状況） 
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Internet Trend（インターネットの 1日ごとの使
用状況） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，インターネットの 1日ごとの使用状況を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS WorkingSet（PI_WS） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

IIS - Cache Flushes インターネットサービスのキャッシュの一部が期限切れにな
った回数。 

IIS - Cache Hits インターネットサービスのキャッシュで見つかったクエリ数
（1秒当たり）。 

IIS - Cache Hits % インターネットサービスのキャッシュで見つかったクエリの
割合。 

IIS - Cache Misses インターネットサービスのキャッシュで見つからなかったク
エリ数（1秒当たり）。 



Internet Trend（インターネットの 1時間ごとの使用状況） 
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Internet Trend（インターネットの 1時間ごとの
使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，インターネットの 1時間ごとの使用状況を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS WorkingSet（PI_WS） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

IIS - Cache Flushes インターネットサービスのキャッシュの一部が期限切れにな
った回数。 

IIS - Cache Hits インターネットサービスのキャッシュで見つかったクエリ数
（1秒当たり）。 

IIS - Cache Hits % インターネットサービスのキャッシュで見つかったクエリの
割合。 

IIS - Cache Misses インターネットサービスのキャッシュで見つからなかったク
エリ数（1秒当たり）。 



Logical Disk 
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Logical Disk 

概要概要概要概要    

Logical Diskの待ち状況をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ線グラフで表示さ
れます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Logical Disk Overview（PI_LGDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

Logical Disk Detail Logical Diskの待ち状況の詳細。 



Logical Disk Detail 
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Logical Disk Detail 

概要概要概要概要    

Logical Diskの待ち状況の詳細をリアルタイムで表示します。このレポートは一覧で表示され
ます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Logical Disk Overview（PI_LGDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

% Disk Time ディスクドライブがビジー状態の経過時間の割合。 
Avg Disk Queue Length ディスクキュー平均の長さ。 
Avg Disk Sec/Transfer 平均ディスク転送時間（秒単位）。 
Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 

Disk Reads/sec ディスク読み込みの 1秒当たりの回数。 
Disk Writes/sec ディスク書き込みの 1秒当たりの回数。 



Logical Disk Summary 
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Logical Disk Summary 

概要概要概要概要    

最近 1時間の，Logical Diskの 1分ごとの使用状況を表示します。このレポートは折れ線グ
ラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Recent Past/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Logical Disk Overview（PI_LGDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 



Logical Disk Trend（Logical Disk の 1日ごとの平均使用状況） 
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Logical Disk Trend（Logical Diskの 1日ごとの
平均使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，Logical Diskの 1日ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Logical Disk Overview（PI_LGDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

% Disk Time ディスクドライブがビジー状態の経過時間の割合。 
Avg Disk Queue Length ディスクキュー平均の長さ。 
Avg Disk Sec/Transfer 平均ディスク転送時間（秒単位）。 
Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 
Disk Reads/sec ディスク読み込みの 1秒当たりの回数。 
Disk Writes/sec ディスク書き込みの 1秒当たりの回数。 



Logical Disk Trend（Logical Disk の 1 時間ごとの平均使用状況） 
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Logical Disk Trend（Logical Diskの 1時間ごと
の平均使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，Logical Diskの 1時間ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Logical Disk Overview（PI_LGDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

% Disk Time ディスクドライブがビジー状態の経過時間の割合。 
Avg Disk Queue Length ディスクキュー平均の長さ。 
Avg Disk Sec/Transfer 平均ディスク転送時間（秒単位）。 
Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 
Disk Reads/sec ディスク読み込みの 1秒当たりの回数。 
Disk Writes/sec ディスク書き込みの 1秒当たりの回数。 
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Memory 

概要概要概要概要    

システムのメモリー使用状況をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ線グラフで表
示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS WorkingSet（PI_WS） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Memory Available Bytes 使用可能なメモリーのバイト数。 
Memory Page Faults/sec 1秒当たりのメモリーページフォールト数。 
Memory Page Reads/sec 1秒当たりのメモリーページ読み込み数。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

Processor Detail Processorの使用状況の詳細。 
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Memory Cache Summary 

概要概要概要概要    

最近 1時間の，メモリーキャッシュに関する 1分ごとの情報を表示します。このレポートは
折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Recent Past/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

File System Cache（PI） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Mem Cache Faults/sec キャッシュメモリーのフォルト数（1秒当たり）。 
Mem Cache Bytes キャッシュメモリーのバイト数。 



Memory Cache Trend（メモリーキャッシュに関する 1日ごとの情報） 
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Memory Cache Trend（メモリーキャッシュに関
する 1日ごとの情報） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，メモリーキャッシュに関する 1日ごとの情報を表示します。このレポート
は折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

File System Cache（PI） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Mem Cache Faults/sec キャッシュメモリーのフォルト数（1秒当たり）。 
Mem Cache Bytes キャッシュメモリーのバイト数。 



Memory Cache Trend（メモリーキャッシュに関する 1時間ごとの情報） 
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Memory Cache Trend（メモリーキャッシュに関
する 1時間ごとの情報） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，メモリーキャッシュに関する 1時間ごとの情報を表示します。このレポート
は折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

File System Cache（PI） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Mem Cache Faults/sec キャッシュメモリーのフォルト数（1秒当たり）。 
Mem Cache Bytes キャッシュメモリーのバイト数。 



Memory Summary 
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Memory Summary 

概要概要概要概要    

最近 1時間の，システムの 1分ごとのメモリー使用状況を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Recent Past/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS WorkingSet（PI_WS） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Memory Available Bytes 使用可能なメモリーのバイト数。 
Memory Page Faults/sec 1秒当たりのメモリーページフォールト数。 
Memory Page Input/sec 1秒当たりのメモリーページ入力。 
Memory Page Reads/sec 1秒当たりのメモリーページ読み込み数。 



Memory Trend（システムの 1日ごとのメモリー使用状況） 
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Memory Trend（システムの 1日ごとのメモリー
使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，システムの 1日ごとのメモリー使用状況を表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS WorkingSet（PI_WS） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Memory Available Bytes 使用可能なメモリーのバイト数。 
Memory Page Faults/sec 1秒当たりのメモリーページフォールト数。 
Memory Page Input/sec 1秒当たりのメモリーページ入力。 
Memory Page Reads/sec 1秒当たりのメモリーページ読み込み数。 



Memory Trend（システムの 1 時間ごとのメモリー使用状況） 
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Memory Trend（システムの 1時間ごとのメモリ
ー使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，システムの 1時間ごとのメモリー使用状況を表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS WorkingSet（PI_WS） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Memory Available Bytes 使用可能なメモリーのバイト数。 
Memory Page Faults/sec 1秒当たりのメモリーページフォールト数。 
Memory Page Input/sec 1秒当たりのメモリーページ入力。 
Memory Page Reads/sec 1秒当たりのメモリーページ読み込み数。 



Memory Usage Status 
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Memory Usage Status 

概要概要概要概要    

メモリーの使用状況をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ線グラフで表示されま
す。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS WorkingSet（PI_WS） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Memory Available Bytes 使用可能なメモリーのバイト数。 
Memory Page Faults/sec 1秒当たりのメモリーページフォールト数。 
Memory Page Input/sec 1秒当たりのメモリーページ入力。 
Memory Page Reads/sec 1秒当たりのメモリーページ読み込み数。 



Network Trend 
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Network Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，ネットワークの 1時間ごとの平均 Datagrams転送量を表示します。このレ
ポートは折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Network Layer Overview（PI_TRNL） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Datagrams Forwarded/sec IP データグラムがネットワークレイヤーから他へ送信される割
合（1秒当たり）。 

Datagrams Rcvd/sec IPデータグラムがネットワークレイヤーに受信した割合（1秒当
たり）。 

Datagrams Sent/sec IPデータグラムがネットワークレイヤーに送信した割合（1秒当
たり）。 

Datagrams/sec IPデータグラムとネットワークレイヤーの送受信の割合（1秒当
たり）。 
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Physical Disk 

概要概要概要概要    

Physical Diskの待ち状況をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ線グラフで表示
されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Physical Disk Overview（PI_PYDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

Physical Disk Detail Physical Diskの待ち状況の詳細。 



Physical Disk Detail 
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Physical Disk Detail 

概要概要概要概要    

Physical Diskの待ち状況の詳細をリアルタイムで表示します。このレポートは一覧で表示さ
れます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Physical Disk Overview（PI_PYDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

% Disk Time ディスクドライブがビジー状態の経過時間の割合。 
Avg Disk Queue Length ディスクキュー平均の長さ。 
Avg Disk Sec/Transfer 平均ディスク転送時間（秒単位）。 
Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 

Disk Reads/sec 1秒当たりのディスク読み込み数。 
Disk Writes/sec 1秒当たりのディスク書き込み数。 



Physical Disk Summary 
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Physical Disk Summary 

概要概要概要概要    

最近 1時間の，Physical Diskの 1分ごとの使用状況を表示します。このレポートは折れ線グ
ラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Recent Past/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Physical Disk Overview（PI_PYDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 



Physical Disk Trend（Physical Disk の 1日ごとの平均使用状況） 
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Physical Disk Trend（Physical Diskの 1日ごと
の平均使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，Physical Diskの 1日ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Physical Disk Overview（PI_PYDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

% Disk Time ディスクドライブがビジー状態の経過時間の割合。 
Avg Disk Queue Length ディスクキュー平均の長さ。 
Avg Disk Sec/Transfer 平均ディスク転送時間（秒単位）。 
Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 
Disk Reads/sec ディスク読み込みの 1秒当たりの回数。 
Disk Writes/sec ディスク書き込みの 1秒当たりの回数。 



Physical Disk Trend（Physical Disk の 1 時間ごとの平均使用状況） 
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Physical Disk Trend（Physical Diskの 1時間ご
との平均使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，Physical Diskの 1時間ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは
折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Physical Disk Overview（PI_PYDP） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

% Disk Time ディスクドライブがビジー状態の経過時間の割合。 
Avg Disk Queue Length ディスクキュー平均の長さ。 
Avg Disk Sec/Transfer 平均ディスク転送時間（秒単位）。 
Current Disk Queue Length 現在のディスクキュー長。 
Disk Reads/sec ディスク読み込みの 1秒当たりの回数。 
Disk Writes/sec ディスク書き込みの 1秒当たりの回数。 



Process Info Inetinfo Trend 
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Process Info Inetinfo Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間のWebサービス，FTPサービスの 1時間ごとの状況を表示します。このレポー
トは折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
    
レコレコレコレコードードードード    

IIS WorkingSet（PI_WS） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Process Page Faults/sec インターネットサービスのプロセスページフォールト（1秒当
たり）。 
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Processor 

概要概要概要概要    

Processorの使用状況をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ線グラフで表示され
ます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Processor Activity（PI_PA） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Processor Queue Length プロセッサーキューのスレッドの数。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

Processor Detail Processorの使用状況の詳細。 



Processor Detail 

117 

Processor Detail 

概要概要概要概要    

Processorの使用状況の詳細をリアルタイムで表示します。このレポートは一覧で表示されま
す。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Processor Activity（PI_PA） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

% Privileged Time 割り込み処理，DPCS などのプロセッサー特別処理時間の割
合。 

% Processor Time プロセッサーが実行している処理時間の割合。 
% User Time ユーザープロセスでのプロセッサーが実行している処理時間

の割合。 

Process - % Processor Time すべての IISプロセスの処理時間の割合。 
Processor Queue Length プロセッサーキューのスレッドの数。 
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Processor Summary 

概要概要概要概要    

最近 1時間の，Processorの 1分ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは折れ線グ
ラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Recent Past/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Processor Activity（PI_PA） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Processor Queue Length プロセッサーキューのスレッドの数。 

 
ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

Memory Summary 最近 1時間の，システムの 1分ごとのメモリー使用状況。 
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Processor Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，Processorの 1時間ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Processor Activity（PI_PA） 
    
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

%Privileged Time 割り込み処理，DPCSなどのプロセッサー特別処理時間の割合。 
%Processor Time プロセッサーが実行している処理時間の割合。 
%User Time ユーザープロセスでのプロセッサーが実行している処理時間の

割合。 
Process - %Processor Time すべての IISプロセスの処理時間の割合。 

Processor Queue Length プロセッサーキューのスレッドの数。 



SMTP Bytes Trend（SMTP の 1日ごとの平均バイト転送量） 
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SMTP Bytes Trend（SMTPの 1日ごとの平均バ
イト転送量） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，SMTPの 1日ごとの平均バイト転送量を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Application Layer Overview（PI_TRAL） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

SMTP - Bytes Rcvd/sec SMTPサーバの 1秒当たりの受信バイト数。 
SMTP - Bytes Sent/sec SMTPサーバの 1秒当たりの送信バイト数。 
SMTP - Bytes Total/sec SMTPサーバが送受信した総バイト数。 



SMTP Bytes Trend（SMTP の 1時間ごとの平均バイト転送量） 
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SMTP Bytes Trend（SMTPの 1時間ごとの平均
バイト転送量） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，SMTPの 1時間ごとの平均バイト転送量を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Application Layer Overview（PI_TRAL） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

SMTP - Bytes Rcvd/sec SMTPサーバの 1秒当たりの受信バイト数。 
SMTP - Bytes Sent/sec SMTPサーバの 1秒当たりの送信バイト数。 
SMTP - Bytes Total/sec SMTPサーバが送受信した総バイト数。 



SMTP Messages Trend（SMTP Messages の 1日ごとの使用状況） 
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SMTP Messages Trend（SMTP Messagesの 1
日ごとの使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，SMTP Messagesの 1日ごとの使用状況を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

IIS File Transfer（PI_FLTR） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

SMTP - Total Msgs Rcvd SMTPサーバが受信したメッセージの総数。 
SMTP - Total Msgs Sent SMTPサーバが送信したメッセージの総数。 



SMTP Messages Trend（SMTP Messages の 1時間ごとの使用状況） 
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SMTP Messages Trend（SMTP Messagesの 1
時間ごとの使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，SMTP Messagesの 1時間ごとの使用状況を表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

IIS File Transfer（PI_FLTR） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

SMTP - Total Msgs Rcvd SMTPサーバが受信したメッセージの総数。 
SMTP - Total Msgs Sent SMTPサーバが送信したメッセージの総数。 
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TCP Conns Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，TCP接続の 1時間ごとの使用状況を表示します。このレポートは折れ線グラ
フで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

TCP Connection Overview（PI_TCPC） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Conn Failures TCP接続に失敗した接続数。 
Conns Established TCP接続された接続数。 
Conns Reset TCP接続がリセットされた接続数。 
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TCP Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，TCPの 1時間ごとの使用状況を表示します。このレポートは折れ線グラフで
表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Transport Layer Overview（PI_TRTL） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Segments Rcvd/sec TCPセグメントの現在有効な接続のエラーも含んだ 1秒当た
りの受信回数。 

Segments Retransmitted/sec TCPセグメントが再送したバイト数の割合（1秒当たり）。 
Segments Sent/sec TCPセグメントの現在有効な接続のエラーも含んだ 1秒当た

りの送信回数。 

Segments/sec TCPセグメントの現在有効な接続のエラーも含んだ 1秒当た
りの送受信回数。 
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Thread Count Status 

概要概要概要概要    

スレッドの情報をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS Thread Count（PI_TCNT） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Thread Count IISプロセスで現在アクティブとなっているスレッドの数。 



Thread Count Trend 
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Thread Count Trend 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，スレッドの 1時間ごとの情報を表示します。このレポートは折れ線グラフで
表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

IIS Thread Count（PI_TCNT） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Thread Count IISプロセスで現在アクティブとなっているスレッドの数。 



Thread Info Status 

128 

Thread Info Status 

概要概要概要概要    

スレッドの使用状況をリアルタイムで表示します。このレポートは集合縦棒グラフで表示され
ます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Real-Time/ 
 
レコードレコードレコードレコード    
IIS Thread Details（PD） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

% Processor Time IISスレッドがプロセッサーの使用に費やした時間の割合。 
Context Switches/sec スレッド間で切り替えを行った割合/秒。 
Instance インスタンス。 
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Web Bytes 

概要概要概要概要    

Webサービスのデータ送受信に関する情報をリアルタイムで表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
 
格格格格納先納先納先納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Application Layer Overview（PI_TRAL） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Bytes Rcvd/sec Webサービスの 1秒当たりの受信バイト数。 
Web - Bytes Sent/sec Webサービスの 1秒当たりの送信バイト数。 
Web - Bytes Total/sec Webサービスが送受信した総バイト数。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポレポレポレポート名ート名ート名ート名    説明説明説明説明    

Web Users Detail Web Usersの平均使用状況の詳細。 



Web Bytes Trend（Web サイトの 1日ごとの平均バイト数） 
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Web Bytes Trend（Webサイトの 1日ごとの平
均バイト数） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，Webサイトの 1日ごとの平均バイト数を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Application Layer Overview（PI_TRAL） 
 
フフフフィールドィールドィールドィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Bytes Rcvd/sec Webサービスの 1秒当たりの受信バイト数。 
Web - Bytes Sent/sec Webサービスの 1秒当たりの送信バイト数。 
Web - Bytes Total/sec Webサービスが送受信した総バイト数。 



Web Bytes Trend（Web サービスの 1時間ごとの状況） 
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Web Bytes Trend（Webサービスの 1時間ごと
の状況） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，Webサービスの 1時間ごとの状況を表示します。このレポートは折れ線グラ
フで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Application Layer Overview（PI_TRAL） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Bytes Rcvd/sec Webサービスの 1秒当たりの受信バイト数。 
Web - Bytes Sent/sec Webサービスの 1秒当たりの送信バイト数。 
Web - Bytes Total/sec Webサービスが送受信した総バイト数。 



Web Conns 
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Web Conns  

概要概要概要概要    

Webサービスの接続に関する情報をリアルタイムで表示します。このレポートは折れ線グラ
フで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Monitoring Connection（PI_CONN） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Current Conns Webサービスの現在の接続数。 
Web - Maximum Conns Webサービスの最大接続数。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説明説明説明説明    

Web Users Detail Web Usersの平均使用状況の詳細。 



Web Conns Trend（Web サイトの 1日ごとの接続状況） 
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Web Conns Trend（Webサイトの 1日ごとの接
続状況） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，Webサイトの 1日ごとの接続状況を表示します。このレポートは折れ線グ
ラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Monitoring Connection（PI_CONN） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Current Conns Webサービスの現在の接続数。 
Web - Maximum Conns Webサービスの最大接続数。 



Web Conns Trend（Web サービスの 1時間ごとの接続状況） 
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Web Conns Trend（Webサービスの 1時間ごと
の接続状況） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，Webサービスの 1時間ごとの接続状況を表示します。このレポートは折れ線
グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Monitoring Connection（PI_CONN） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Current Conns Webサービスの現在の接続数。 
Web - Maximum Conns Webサービスの最大接続数。 



Web Files 
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Web Files 

概要概要概要概要    

Webサービスのファイル転送に関する情報をリアルタイムで表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS File Transfer（PI_FLTR） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Total Files Rcvd Webサーバが受信したファイルの総数。 
Web - Total Files Sent Webサーバが送信したファイルの総数。 
Web - Total Files Xferd Webサーバが転送したファイルの総数。 

    

ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）ドリルダウンレポート（レポートレベル）    

レポート名レポート名レポート名レポート名    説説説説明明明明    

Web Users Detail Web Usersの平均使用状況の詳細。 



Web Files Trend（Web サイトの 1 日ごとの平均ファイル数） 
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Web Files Trend（Webサイトの 1日ごとの平均
ファイル数） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，Webサイトの 1日ごとの平均ファイル数を表示します。このレポートは折
れ線グラフで表示されます。 

    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

IIS File Transfer（PI_FLTR） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Total Files Rcvd Webサーバが受信したファイルの総数。 
Web - Total Files Sent Webサーバが送信したファイルの総数。 
Web - Total Files Xferd Webサーバが転送したファイルの総数。 



Web Files Trend（Web サービスの 1時間ごとの平均ファイル数） 
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Web Files Trend（Webサービスの 1時間ごとの
平均ファイル数） 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，Webサービスの 1時間ごとの平均ファイル数を表示します。このレポートは
折れ線グラフで表示されます。 
    
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
    

レコードレコードレコードレコード    

IIS File Transfer（PI_FLTR） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Web - Total Files Rcvd Webサーバが受信したファイルの総数。 
Web - Total Files Sent Webサーバが送信したファイルの総数。 
Web - Total Files Xferd Webサーバが転送したファイルの総数。 
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Web Users Detail 

概要概要概要概要    

Webサービスへの接続ユーザー情報の詳細をリアルタイムで表示します。このレポートは一
覧で表示されます。 
 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Troubleshooting/Real-Time/Drilldown Only/ 
    
レコードレコードレコードレコード    

Web User Overview（PI_ANAW） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Anonymous Users/sec Webサービスの 1秒当たりの匿名ユーザー数。 
Curr Anonymous Users Web サービスの現在の匿名ユーザー数。 
Curr Nonanonymous Users Web サービスの現在の非匿名ユーザー数。 
Max Anonymous Users Web サービスの匿名ユーザーの最大数。 

Max Nonaonymous Users Web サービスの非匿名ユーザーの最大数。 
Nonanonymous Users/sec Webサービスの 1秒当たりの非匿名ユーザー数。 
Total Anonymous Users Web サービスの匿名ユーザーの総数。 
Total Nonanonymous Users Webサービスの非匿名ユーザーの総数。 



Web Users Trend（Web Users の 1日ごとの平均使用状況） 
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Web Users Trend（Web Usersの 1日ごとの平
均使用状況） 

概要概要概要概要    

最近 1か月間の，Web Usersの 1日ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 

 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Monthly Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Web User Overview（PI_ANAW） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Anonymous Users/sec Webサービスの 1秒当たりの匿名ユーザー数。 
Curr Anonymous Users Web サービスの現在の匿名ユーザー数。 
Curr Nonanonymous Users Web サービスの現在の非匿名ユーザー数。 
Max Anonymous Users Web サービスの匿名ユーザーの最大数。 
Max Nonanonymous Users Web サービスの非匿名ユーザーの最大数。 
Nonanonymous Users/sec Webサービスの 1秒当たりの非匿名ユーザー数。 

Total Anonymous Users Web サービスの匿名ユーザーの総数。 
Total Nonanonymous Users Webサービスの非匿名ユーザーの総数。 



Web Users Trend（Web Users の 1時間ごとの平均使用状況） 
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Web Users Trend（Web Usersの 1時間ごとの
平均使用状況）    

 

概要概要概要概要    

最近 24時間の，Web Usersの 1時間ごとの平均使用状況を表示します。このレポートは折れ
線グラフで表示されます。 

 
格納先格納先格納先格納先    

Reports/IIS/Status Reporting/Daily Trend/Advanced/ 
 
レコードレコードレコードレコード    

Web User Overview（PI_ANAW） 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名    説明説明説明説明    

Anonymous Users/sec Webサービスの 1秒当たりの匿名ユーザー数。 
Curr Anonymous Users Webサービスの現在の匿名ユーザー数。 
Curr Nonanonymous Users Webサービスの現在の非匿名ユーザー数。 
Max Anonymous Users Webサービスの匿名ユーザーの最大数。 
Max Nonanonymous Users Webサービスの非匿名ユーザーの最大数。 
Nonanonymous Users/sec Webサービスの 1秒当たりの非匿名ユーザー数。 
Total Anonymous Users Webサービスの匿名ユーザーの総数。 

Total Nonanonymous Users Webサービスの非匿名ユーザーの総数。 
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5.5.5.5.    レコードレコードレコードレコード    
この章では，PFM - Agent for IISのレコードについて
説明します。 

各レコードのパフォーマンスデータの収集方法につい
ては，マニュアル「JP1/Performance Management シ
ステム構築・運用ガイド」の Performance Management
で扱うデータの概要，または Storeデータベースの管理
について説明している章を参照してください。 
 

データモデルについてデータモデルについてデータモデルについてデータモデルについて    

レコードの記載形式レコードの記載形式レコードの記載形式レコードの記載形式    

ODBCODBCODBCODBC キーフィールド一覧キーフィールド一覧キーフィールド一覧キーフィールド一覧    

データ型一覧データ型一覧データ型一覧データ型一覧    

フィールドの値フィールドの値フィールドの値フィールドの値    

StoreStoreStoreStore データベースデータベースデータベースデータベースに記録されるときだけ追加されるフに記録されるときだけ追加されるフに記録されるときだけ追加されるフに記録されるときだけ追加されるフィーィーィーィー

ルドルドルドルド    

レコードの注意事項レコードの注意事項レコードの注意事項レコードの注意事項    

レコード一覧レコード一覧レコード一覧レコード一覧    
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データモデルについて 

各 PFM - Agentが持つレコードおよびフィールドの総称を「データモデル」と呼びます。各
PFM - Agentと，その PFM - Agentが持つデータモデルには，それぞれ固有のバージョン番
号が付与されています。Ver2.0版 PFM - Agent for IISのデータモデルのバージョンは，4.0
です。 
各 PFM - Agentのデータモデルのバージョンは，PFM - Web Consoleの［プロパティ- ［サ
ービス］］ダイアログボックスのプロパティ一覧エリアの「Data Model Version」欄に表示さ
れます。 
データモデルについては，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用
ガイド」の，Performance Managementで扱うデータの概要について説明している章を参照
してください。 
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レコードの記載形式 

この章では，PFM - Agent for IISのレコードをアルファベット順に記載しています。各レコ
ードの説明は，次の項目から構成されています。 

機能機能機能機能    

各レコードに格納されるパフォーマンスデータの概要および注意事項について説明します。 
 
デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

各レコードに設定されているパフォーマンスデータの収集条件のデフォルト値およびユーザ
ーが変更できる値を表で示します。各レコードに設定されている値は，PFM - Web Console
の［プロパティ - ［サービス］］ダイアログボックスでプロパティとして表示されます。「デ
フォルト値および変更できる値」に記載している項目とその意味を次の表に示します。この表
で示す各項目については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用
ガイド」の，Storeデータベースの管理について説明している章を参照してください。 

項目項目項目項目    意味意味意味意味    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval パフォーマンスデータの収集間隔（秒単位）。 
Collection Offset※ パフォーマンスデータの収集を開始するオフセット

値（秒単位）。オフセット値については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運
用ガイド」の，Storeデータベースの管理について説
明している章を参照のこと。 

Log 収集したパフォーマンスデータを Store データベー
スに記録するかどうか。 
Yes：記録する。ただし，「Collection Interval=0」
の場合，記録しない。 
No：記録しない。 

LOGIF 収集したパフォーマンスデータを Store データベー
スに記録するかどうかの条件。 

○：変更できる 
×：変更できない 
 
 

注※ 
指定できる値は，0～32,767秒（Collection Intervalで指定した値の範囲内）です。これは，
複数のデータを収集する場合に，一度にデータの収集処理が実行されると負荷が集中するの
で，収集処理の負荷を分散するために使用します。なお，データ収集の記録時間は，Collection 
Offsetの値に関係なく，Collection Intervalと同様の時間となります。 
Collection Offsetの値を変更する場合は，収集処理の負荷を考慮した上で値を指定してくだ
さい。 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

PFM - Managerで，SQLを使用してStoreデータベースに格納されているレコードのデータを
利用する場合に必要なODBCキーフィールドを示します。ODBCキーフィールドには，各レコ
ード共通のものと各レコード固有のものとがあります。ここで示すのは，各レコード固有の
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ODBCキーフィールドです。複数インスタンスレコードだけが，固有のODBC キーフィール
ドを持っています。 
各レコード共通のODBCキーフィールドについては，「ODBCキーフィールド一覧」を参照し
てください。ODBCキーフィールドの使用方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，ODBCに準拠したアプリケーションプログラ
ムとの連携について説明している章を参照してください。 
 
ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム 

各レコードに収集されるパフォーマンスデータの一貫性が保証される期間を示します。ライフ
タイムについては，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」
の，Performance Managementで扱うデータの概要について説明している章を参照してくだ
さい。 
 
レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

1回の収集で各レコードに格納されるパフォーマンスデータの容量を示します。 
 
フィールドフィールドフィールドフィールド    

各レコードのフィールドについて表で説明しています。表の各項目について次に説明します。 

z View名（Manager名） 
• View名 

PFM - Web Consoleで表示されるフィールド名（PFM - Web Console名）を示します。 
• Manager名 

PFM - Managerで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているフィールドの
データを利用する場合，SQL文で記述するフィールド名（PFM - Manager名）を示し
ます。 
SQL文では，先頭に各レコードのレコード IDを付加した形式で記述します。例えば，
IIS Thread Details（PD）レコードの Interval（INTERVAL）フィールドの場合，
「PD_INTERVAL」と記述します。 

z 説明 
各フィールドに格納されるパフォーマンスデータについて説明します。 

z 形式 
char型や float型など，各フィールドの値のデータ型を示します。データ型については，「デ
ータ型一覧」を参照してください。 

z デルタ 
累積値として収集するデータに対し，変化量でデータを表すことを「デルタ」と呼びます。
デルタについては，この章の「フィールドの値」を参照してください。 

z データソース 
該当するフィールドの値の計算方法または取得先を示します。フィールドの値については，
この章の「フィールドの値」を参照してください。
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ODBCキーフィールド一覧 

ODBCキーフィールドには，各レコード共通のものと各レコード固有のものとがあります。こ
こで示すのは，各レコード共通の ODBCキーフィールドです。PFM - Managerで，SQLを
使用して Storeデータベースに格納されているレコードのデータを利用する場合，ODBCキー
フィールドが必要です。 
各レコード共通の ODBCキーフィールド一覧を次の表に示します。各レコード固有の ODBC
キーフィールドについては，各レコードの説明を参照してください。 
 
表表表表 5 5 5 5----1111    ODBCODBCODBCODBC キーフィールド一覧キーフィールド一覧キーフィールド一覧キーフィールド一覧    

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    ODBCODBCODBCODBC フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット    データデータデータデータ    説明説明説明説明    

レコード ID_DATE SQL_INTEGER 内部 レコードが生成された日付を表すレ
コードのキー。 

レコード 
ID_DATETIME 

SQL_INTEGER 内部 レコード ID_DATE フィールドとレ
コード ID_TIME フィールドの組み
合わせ。 

レコード 
ID_DEVICEID 

SQL_VARCHAR 内部 PFM - Agentが動作しているホスト
名。 

レコード 
ID_DRAWER_TYPE 

SQL_VARCHAR 内部 区分。有効な値を次に示す。 
m ：分 
H ：時 
D ：日 
W ：週 
M ：月 
Y ：年 

レコード 
ID_PROD_INST 

SQL_VARCHAR 内部 PFM - Agentのインスタンス名。 

レコード 
ID_PRODID 

SQL_VARCHAR 内部 PFM - Agentのプロダクト ID。 

レコード 
ID_RECORD_TYPE 

SQL_VARCHAR 内部 レコードタイプを表す識別子 
（4バイト）。 

レコード ID_TIME SQL_INTEGER 内部 レコードが生成された時刻（グリニ
ッジ標準時）。 



データ型一覧    

146 

データ型一覧 

各フィールドの値のデータ型と，対応する Cおよび C++のデータ型の一覧を次の表に示しま
す。この表で示す「データ型」の「フィールド」の値は，各レコードのフィールドの表にある
「形式」の列に示されています。 
 
表表表表 5 5 5 5----2222    データ型一覧データ型一覧データ型一覧データ型一覧    

データ型データ型データ型データ型    

フィールドフィールドフィールドフィールド    CCCC およびおよびおよびおよび C++C++C++C++    
バイトバイトバイトバイト    説明説明説明説明    

char(n) char( ) 1 文字データ（0x20～0x7e）。 
double double 8 数値（1.7E±308（15桁））。 
float float 4 数値（3.4E±38（7桁））。 
long long 4 数値（-2,147,483,648～2,147,483,647）。 

short short 2 数値（-32,768～32,767）。 
string(n) char[ ] ( )内の数 nバイトの長さを持つ文字列。最後の文字は，

「null」。 
time_t unsigned long 4 数値（0～4,294,967,295） 

timeval 構造体 8 数値（最初の 4バイトは秒，次の 4バイトはマ
イクロ秒を表す）。 

ulong unsigned long 4 数値（0～4,294,967,295）。 

utime 構造体 8 数値（最初の 4バイトは秒，次の 4バイトはマ
イクロ秒を表す）。 

word unsigned short 2 数値（0～65,535）。 

（該当なし） unsigned char 1 数値（0～255）。 
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フィールドの値 

ここでは，各フィールドに格納される値について説明します。 
    

データソースデータソースデータソースデータソース    

各フィールドには，Performance Managementや監視対象プログラムから取得した値や，こ
れらの値をある計算式に基づいて計算した値が格納されます。各フィールドの値の取得先また
は計算方法は，フィールドの表の「データソース」列で示します。 
 
「－」は，パフォーマンスデータを加工してフィールドの値を設定していないことを示します。 
 
デルタデルタデルタデルタ    

累積値として収集するデータに対し，変化量でデータを表すことを「デルタ」と呼びます。例
えば，1回目に収集されたパフォーマンスデータが「3」，2回目に収集されたパフォーマンス
データが「4」とすると，累積値の場合は「7」，変化量の場合は「1」が格納されます。各フ
ィールドの値がデルタかどうかは，フィールドの表の「デルタ」列で示します。 
リアルタイムレポートの設定で，［デルタで表示］がチェックされている場合，最初にデータ
が収集されたときから値が表示さ５れます。ただし，前回のデータを必要とするレポートの場
合，値は 0で表示されます。2回目のデータ収集以降は，収集データの値が表示されます。 
PFM - Agent for IISで収集されるパフォーマンスデータは，次の表のように異なります。 

 

レコードタイプレコードタイプレコードタイプレコードタイプ    デルタデルタデルタデルタ  データ種別データ種別データ種別データ種別    
[[[[デルタ値で表示デルタ値で表示デルタ値で表示デルタ値で表示]]]]

のチェック※のチェック※のチェック※のチェック※    
レコードの値レコードの値レコードの値レコードの値    

Yes － － － 

あり 収集時点の値が表
示される。 

リアルタイムデータ 

なし 収集時点の値が表
示される。 

PIレコードタイプ 
No 

・履歴データ 
・アラームの監視データ

－ 収集時点の値が表
示される。 

Yes － － － 

あり 収集時点の値が表
示される。 

リアルタイムデータ 

なし 収集時点の値が表
示される。 

PDレコードタイプ 
No 

・履歴データ 
・アラームの監視データ

－ 収集時点の値が表
示される。 

（凡例） 
－：該当しない 
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注※ 
次に示す PFM - Web Consoleのダイアログボックスの項目でチェックされていることを示
します。 

•［レポートウィザード- 表示設定（リアルタイムレポート）］ダイアログボックスの［デル
タ値で表示］ 

•［レポートの表示設定］ダイアログボックス（リアルタイムレポート）の［デルタ値で表
示］ 

 
パフォーマンスデー他が収集される際の注意事項を次に示します。 
PFM - Agent for IISで最初に履歴レポートを表示する場合，1回目と 2回目に収集されたデー
タを基に，履歴レポートに表示されるパフォーマンスデータが作成されます。このため，最初
に履歴レポートに表示されるデータが収集されるまでには，設定した収集間隔の最大 2倍の時
間が掛かります。 
 
各フィールドの平均および割合各フィールドの平均および割合各フィールドの平均および割合各フィールドの平均および割合    

各フィールドの平均や割合の値については，Interval時間によって秒単位の値として求められ
るものと，データの収集間隔によって求められるものとがあります。特に断り書きがない場合，
データの収集間隔によって求められる値となります（Intervalが 60秒間隔の場合，1分単位
のデータとなります）。 

IntervalIntervalIntervalInterval フィールドの値フィールドの値フィールドの値フィールドの値    

Intervalフィールドの値は，レコードタイプによって異なります。Intervalフィールドの値を
次の表に示します。 

レコードタイプレコードタイプレコードタイプレコードタイプ    説明説明説明説明    
PIレコードタイプ • リアルタイムレポートの場合 

最初の値は 5。以降はレポートに設定されている「更新間隔」と
同じ。次の計算式で算出される。 
Intervalフィールドの値 = Record Timeフィールドの値 - 前回
取得時の Record Timeフィールドの値。 

• 履歴レポートの場合 
Collection Intervalの値と同じ。次の計算式で算出される。 
Intervalフィールドの値 = Record Timeフィールドの値 - 前回
取得時の Record Timeフィールドの値 

PDレコードタイプ • リアルタイムレポートの場合 
最初の値は 5。以降はレポートに設定されている「更新間隔」と
同じ。次の計算式で算出される。 
Intervalフィールドの値 = Record Timeフィールドの値 - 前回
取得時の Record Timeフィールドの値 

• 履歴レポートの場合 
Collection Intervalの値と同じ。次の計算式で算出される 
Intervalフィールドの値 = Record Timeフィールドの値 - 前回
取得時の Record Timeフィールドの値 
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Store データベースに記録されるときだけ追加
されるフィールド 

Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドを次の表に示します。 

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

サポーサポーサポーサポートトトト    

バージョンバージョンバージョンバージョン    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Agent Host
（DEVICEID） 

PFM - Agentが動作して
いるホスト名。 

string(256) No すべて － ※1 

Agent Instance
（PROD_INST） 

PFM - Agentのインスタ
ンス名。 

string(256) No すべて － ※1 

Agent Type（PRODID） PFM - Agentのプロダク
ト ID。1バイトの識別子
で表される。 

char No すべて － ※1 

Date（DATE） レコードが作成された日。
グリニッジ標準時。※2。 

time_t No すべて － ※1 

Date and Time
（DATETIME） 

Date（DATE）フィールド
と Time（TIME）フィー
ルドの組み合わせ。 

time_t No すべて － ※1 

Drawer Type
（DRAWER_TYPE） 

PIレコードタイプのレコ
ードの場合，データが要約
される区分。PFM - Web 
Consoleのレポートで表
示する場合と ODBCドラ
イバを使用して表示する
場合とで，区分の表示が異
なる。※3 

char No すべて － ※1    

GMT Offset
（GMT_ADJUST） 

グリニッジ標準時とロー
カル時間の差。秒単位。 

utime No すべて － ※1    

Time（TIME） レコードが作成された時
刻。グリニッジ標準時。※2。

time_t No すべて － ※1    

注※1 
「－」は，IISから取得したパフォーマンスデータを加工してフィールドの値を設定してい
ないことを意味します。 
注※2 

PIレコードタイプのレコードでは，データが要約されるため，要約された基準となる値が設
定されます。レコード区分ごとの設定値を次の表に示します。 

区分区分区分区分    レコレコレコレコード区分ごとの設定値ード区分ごとの設定値ード区分ごとの設定値ード区分ごとの設定値    

分 レコードが作成された時刻の0秒 
時 レコードが作成された時刻の0分0秒 
日 レコードが作成された日の0時0分0秒 
週 レコードが作成された週の月曜日の0時0分0秒 
月 レコードが作成された月の1日の0時0分0秒 
年 レコードが作成された年の1月1日の0時0分0秒 
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注※3 

PFM - Web Consoleのレポートで表示する場合と ODBCドライバを使用して表示する場合
の違いを次の表に示します。 
    

区分区分区分区分    PFM PFM PFM PFM ---- Web Console Web Console Web Console Web Console    ODBCODBCODBCODBC ドライバドライバドライバドライバ    

分 Minute m 
時 Hour H 
日 Day D 
週 Week W 
月 Month M 
年 Year Y 
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レコードの注意事項 

レコードを収集する場合の注意事項を次に示します。 
 

アプリケーションイベントログにPerfXX（PerfXXはサービスに関連するソース名）のイベン
トが記録されている場合，PFM - Agent for IISが正常に動作しない場合や，そのサービスに対
応するレコードが収集できない場合があります。この現象はサービスが正常にインストールで
きていない場合に発生します。この現象が発生している場合，サービスを再インストールする
か，Microsoftのサポート技術情報で，出力されている原因を取り除くか，サービスの開発元に
対処方法をお問い合わせください。PFM – Agent for IISが正常に動作しない場合や，そのサ
ービスに対応するレコードが収集できない場合の例を次の表に示します。 
 

イベントイベントイベントイベント IDIDIDID    ソースソースソースソース  現象現象現象現象    対処方法対処方法対処方法対処方法    

1008 Perflib "[ サービス]" (DLL "[ サービス
の DLLファイル名]") の Open
プロシージャーに失敗しまし
た。このサービスのパフォーマ
ンスデータは利用できません。 

この現象はサービスが正常にイン
ストールできていない場合に発生
します。レコードを収集したい場合
は，この現象が発生しているサービ
スを再インストールするか，サービ
スの開発元に対処方法をお問い合
わせください。 

 

• パフォーマンスモニターで，"logical disk parameters"の表示が不可能な場合は，DOSプ
ロンプト画面より"diskperf-y"を実行しホストを再起動してください。
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レコード一覧 

ここでは，PFM - Agent for IISで収集できるレコードの一覧を記載します。 
PFM - Agent for IISで収集できるレコードおよびそのレコードに格納される情報を，レコー
ド名順およびレコード ID順で次の表に示します。 
 
表表表表 5 5 5 5----3333    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS のレコード一覧（レコード名）のレコード一覧（レコード名）のレコード一覧（レコード名）のレコード一覧（レコード名）    

レコード名レコード名レコード名レコード名    レコードレコードレコードレコード IDIDIDID    格納される情報格納される情報格納される情報格納される情報    

Active Server Pages 
Throughput 

PI_ASPT ASPリクエストについてのある一定の時間を単位
としたパフォーマンスデータ。 

Application Layer 
Overview 

PI_TRAL WEB,FTP,SMTPの送受信についてのある一定の
時間を単位としたパフォーマンスデータ。 

DataLink Layer 
Overview 

PD_TRDL データリンク層についてのある時点での状態を示
すパフォーマンスデータ。 

File System Cache PI メモリーとキャッシュのパフォーマンスオブジェ
クトについてのある一定の時間を単位としたパフ
ォーマンスデータ。 

FTP User Overview PI_ANAF FTPユーザーの傾向についてある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータ。 

IIS Bandwidth 
Throttling 

PI_BT Internet Information Services Global（すべての
IISサービスの帯域幅の使用状況やキャッシュ処理
状況を監視）についてのある一定の時間を単位とし
たパフォーマンスデータ。 

IIS File Transfer PI_FLTR ファイルの送受信についてのある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータ。 

IIS Thread Count PI_TCNT Inetinfo（すべての IISサービスを含むプロセス）
に関するスレッドについてのある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータ。 

IIS Thread Details PD IISのスレッド詳細（スレッドの動作を示すカウン
タ群）についてのある時点での状態を示すパフォー
マンスデータ。 

IIS WorkingSet PI_WS ワーキングセットについてのある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータ。 

Logical Disk Overview PI_LGDP 論理ディスクの傾向についてのある一定の時間を
単位としたパフォーマンスデータ。 

Monitoring Connection PI_CONN Webと FTPのコネクションについてのある一定の
時間を単位としたパフォーマンスデータ。 

Network Layer 
Overview 

PI_TRNL ネットワーク層の傾向についてのある一定の時間
を単位としたパフォーマンスデータ。 

Not Found Errors PI_NFE Web Not Found（Web接続失敗）についてのある
一定の時間を単位としたパフォーマンスデータ。 

Physical Disk Overview PI_PYDP 物理ディスクの傾向についてのある一定の時間を
単位としたパフォーマンスデータ。 
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レコード名レコード名レコード名レコード名    レコードレコードレコードレコード IDIDIDID    格納される情報格納される情報格納される情報格納される情報    

Processor Activity PI_PA プロセッサータイムやキュー長などについてのあ
る一定の時間を単位としたパフォーマンスデータ。 

TCP Connection 
Overview 

PI_TCPC TCPコネクションの傾向についてのある一定の時
間を単位としたパフォーマンスデータ。 

Transport Layer 
Overview 

PI_TRTL TCPセグメントの送受信についてのある一定の時
間を単位としたパフォーマンスデータ。 

Web User Overview PI_ANAW Webユーザーの傾向についてのある一定の時間を
単位としたパフォーマンスデータ。 

    

表表表表 5555----4444    PFMPFMPFMPFM -Agent for IISAgent for IISAgent for IISAgent for IIS のレコード一覧（レコードのレコード一覧（レコードのレコード一覧（レコードのレコード一覧（レコード IDIDIDID））））    

レコードレコードレコードレコード IDIDIDID    レコード名レコード名レコード名レコード名    格納される情報格納される情報格納される情報格納される情報    

PD IIS Thread 
Details 

IISのスレッド詳細（スレッドの動作を示すカウン
タ群）についてのある時点での状態を示すパフォー
マンスデータ。 

PD_TRDL DataLink 
Layer 
Overview 

データリンク層についてのある時点での状態を示
すパフォーマンスデータ。 

PI File System 
Cache 

メモリーとキャッシュのパフォーマンスオブジェ
クトについてのある一定の時間を単位としたパフ
ォーマンスデータ。 

PI_ANAF FTP User 
Overview 

FTPユーザーの傾向についてある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータ。 

PI_ANAW Web User 
Overview 

Webユーザーの傾向についてのある一定の時間を
単位としたパフォーマンスデータ。 

PI_ASPT Active Server 
Pages 
Throughput 

ASPリクエストについてのある一定の時間を単位
としたパフォーマンスデータ。 

PI_BT IIS Bandwidth 
Throttling 

Internet Information Services Global（すべての
IISサービスの帯域幅の使用状況やキャッシュ処理
状況を監視）についてのある一定の時間を単位とし
たパフォーマンスデータ。 

PI_CONN Monitoring 
Connection 

Webと FTPのコネクションについてのある一定の
時間を単位としたパフォーマンスデータ。 

PI_FLTR IIS File 
Transfer 

ファイルの送受信についてのある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータ。 

PI_LGDP Logical Disk 
Overview 

論理ディスクの傾向についてのある一定の時間を
単位としたパフォーマンスデータ。 

PI_NFE Not Found 
Errors 

Web Not Found（Web接続失敗）についてのある
一定の時間を単位としたパフォーマンスデータ。 

PI_PA Processor 
Activity 

プロセッサータイムやキュー長などについてのあ
る一定の時間を単位としたパフォーマンスデータ。 
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レコードレコードレコードレコード IDIDIDID    レコード名レコード名レコード名レコード名    格納される情報格納される情報格納される情報格納される情報    

PI_PYDP Physical Disk 
Overview 

物理ディスクの傾向についてのある一定の時間を
単位としたパフォーマンスデータ。 

PI_TCNT IIS Thread 
Count 

Inetinfo（すべての IISサービスを含むプロセス）
に関するスレッドについてのある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータ。 

PI_TCPC TCP 
Connection 
Overview 

TCPコネクションの傾向についてのある一定の時
間を単位としたパフォーマンスデータ。 

PI_TRAL Application 
Layer 
Overview 

WEB,FTP,SMTPの送受信についてのある一定の
時間を単位としたパフォーマンスデータ。 

PI_TRNL Network Layer 
Overview 

ネットワーク層の傾向についてのある一定の時間
を単位としたパフォーマンスデータ。 

PI_TRTL Transport 
Layer 
Overview 

TCPセグメントの送受信についてのある一定の時
間を単位としたパフォーマンスデータ。 

PI_WS IIS 
WorkingSet 

ワーキングセットについてのある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータ。 
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Active Server Pages Throughput（PI_ASPT） 

機能機能機能機能    

Active Server Pages Throughput（PI_ASPT）レコードには，ASPリクエストについてのあ
る一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードイズレコードイズレコードイズレコードイズ    

● 固定部：1013バイト 
● 可変部：0バイト    

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Errors/sec 
（ASP_ERRORS_SEC） 

ASPの 1秒当たりのエラー数。 double No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単位）。 ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻（グリニ
ッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_RECORD_TYP
E） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 

Req Execution Time 
（ASP_REQUESTS_EXE
CUTION_TIME） 

ASPのリクエスト実行時間。 ulong No － 

Req Wait Time 
（ASP_REQUEST_WAIT
_TIME） 

ASPのリクエスト待機時間。 ulong No － 

Reqs Disconnected 
（ASP_REQUESTS_DISC
ONNECTED） 

ASPの認証されていないリクエス
トの数。 

ulong No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Reqs Executing 
（ASP_REQUESTS_EXE
CUTING） 

ASPのリクエストを実行した数。 ulong No － 

Reqs Failed Total 
（ASP_REQUESTS_FAIL
ED_TOTAL） 

ASPの失敗したリクエストの数。 ulong No － 

Reqs Not Authorized 
（ASP_REQUESTS_NOT
_AUTHORIZED） 

ASPの認証されていないリクエス
トの数。 

ulong No － 

Reqs Not Found 
（ASP_REQUESTS_NOT
_FOUND） 

ASPの未発見のリクエストの数。 ulong No － 

Reqs Queued 
（ASP_REQUESTS_QUE
UED） 

ASPの待機中のリクエスト数。 ulong No － 

Reqs Rejected 
（ASP_REQUESTS_REJ
ECTED） 

ASPの拒否されたリクエスト数。 ulong No － 

Reqs Succeeded 
（ASP_REQUESTS_SUC
CEEDED） 

ASPの成功したリクエストの数。 ulong No － 

Reqs Timed Out 
（ASP_REQUESTS_TIM
ED_OUT） 

ASPのタイムアウトしたリクエス
トの数。 

ulong No － 

Reqs Total 
（ASP_REQUESTS_TOT
AL） 

ASPのリクエストの総数。 ulong No － 

Reqs/sec 
（ASP_REQUESTS_SEC
） 

ASPの1秒当たりのリクエスト数。 double No － 

Sessions Current 
（ASP_SESSIONS_CURR
ENT） 

ASPの現在のセッション数。 ulong No － 

Trans Aborted 
（ASP_TRANSACTIONS
_ABORTED） 

ASPの中断されたトランザクショ
ンの数。 

ulong No － 

Trans Committed 
（ASP_TRANSACTIONS
_COMMITTED） 

ASPのコミットされたトランザク
ションの数。 

ulong No － 

Trans Pending 
（ASP_TRANSACTIONS
_PENDING） 

ASPの保留中のトランザクション
の数。 

ulong No － 

Trans Total 
（ASP_TRANSACTIONS
_TOTAL） 

ASPのトランザクションの総数。 ulong No － 

Trans/sec 
（ASP_TRANSACTIONS
_SEC） 

ASPの 1秒当たりのトランザクシ
ョン。 

double No － 
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Application Layer Overview（PI_TRAL） 

機能機能機能機能    

Application Layer Overview（PI_TRAL）レコードには，WEB,FTP,SMTPの送受信につい
てのある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：861バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

FTP - Bytes Rcvd/sec 
（BYTES_RCVD_SEC_F
TP） 

FTPサービスの 1秒当たりの受信
バイト数。 

double No － 

FTP - Bytes Sent/sec 
（BYTES_SENT_SEC_FT
P） 

FTPサービスの 1秒当たりの送信
バイト数。 

double No － 

FTP - Bytes Total/sec 
（BYTES_TOTAL_SEC_F
TP） 

FTPサービスが送受信した総バイ
ト数。 

double No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単位）。 ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻（グリニ
ッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_RECORD_TYP
E） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

SMTP - Bytes Rcvd/sec 
（RCVD_SEC_SMTP） 

SMTP サーバの 1秒当たりの受信
バイト数。 

double No － 

SMTP - Bytes Sent/sec 
（SENT_SEC_SMTP） 

SMTPサーバの 1秒当たりの送信
バイト数。 

double No － 

SMTP - Bytes Total/sec 
（TOTAL_SEC_SMTP） 

SMTPサーバが送受信した総バイ
ト数。 

double No － 

Web - Bytes Rcvd/sec 
（BYTES_RCVD_SEC_W
EB） 

Webサービスの 1秒当たりの受信
バイト数。 

double No － 

Web - Bytes Sent/sec 
（BYTES_SENT_SEC_W
EB） 

Webサービスの 1秒当たりの送信
バイト数。 

double No － 

Web - Bytes Total/sec 
（BYTES_TOTAL_SEC_
WEB） 

Webサービスが送受信した総バイ
ト数。 

double No － 
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DataLink Layer Overview（PD_TRDL） 

機能機能機能機能 

DataLink Layer Overview（PD_TRDL）レコードには，データリンク層についてのある時点
での状態を示すパフォーマンスデータが格納されます。このレコードは複数インスタンスレコ
ードです。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

PD_TRDL_INSTANCE 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
NICインストールから NIC取り外しまで 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：681バイト 
● 可変部：56バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Bytes Rcvd/sec 
（NWK_INTERFACE_BY
TES_RCVD_SEC） 

ネットワークインターフェースの
1秒当たりの受信バイト数。 

double No － 

Bytes Sent/sec 
（NWK_INTERFACE_BY
TES_SENT_SEC） 

ネットワークインターフェースの
1秒当たりの送信バイト数。 

double No － 

Bytes Total/sec 
（NWK_INTERFACE_BY
TES_TOTAL_SEC） 

ネットワークインターフェースの
1秒当たりの送受信バイト数。 

double No － 

Instance 
（INSTANCE） 

インスタンス。 string(32) No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単位）。 ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻（グリニ
ッジ標準時）。 

time_t No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Record Type 
（INPUT_RECORD_TYP
E） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 
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File System Cache（PI） 

機能機能機能機能    

File System Cache（PI）レコードには，メモリーとキャッシュのパフォーマンスオブジェク
トについてのある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset  0 ○ 

Log Yes ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：817バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソソソソースースースース    

Cache Copy Reads/sec 
（CACHE_READS_PER_
SEC） 

ファイルシステムキャッシュから
の読み込みの頻度（1秒当たり）。

double No － 

Cache Fast Reads/sec 
（CACHE_FAST_READS
_PER_SEC） 

インストールしたファイルシステ
ムをバイパスし，ファイルシステ
ムキャッシュから読み込む頻度（1
秒当たり）。 

double No － 

Cache MDL Reads/sec 
（CACHE_MDL_READS
_PER_SEC） 

MDLを使用してのファイルシス
テムキャッシュからの読み込みの
頻度（1秒当たり）。 

double No － 

Cache Pin Reads/sec 
（CACHE_PIN_READS_
PER_SEC） 

キャッシュから最近アクセスされ
たデータのブロックをシステムが
読み込もうとした頻度（1秒当た
り）。 

double No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソソソソースースースース    

Cache Read Ahead/sec 
（CACHE_READ_AHEA
D_PER_SEC） 

ファイルへのシーケンシャルアク
セスをする際のファイルシステム
キャッシュからの読み込みの頻度
（1秒当たり）。 

double No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単位）。 ulong No － 

Mem Cache Bytes 
（MEM_CACHE_BYTES
） 

キャッシュメモリーのバイト数。 ulong No － 

Mem Cache Faults/sec 
（MEM_CACHE_FAULT
S_PER_SEC） 

キャッシュメモリーのフォルト数
（1秒当たり）。 

double No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻（グリ
ニッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_RECORD_TYP
E） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 

 



FTP User Overview（PI_ANAF） 

163 

FTP User Overview（PI_ANAF） 

機能機能機能機能    

FTP User Overview（PI_ANAF）レコードには，FTPユーザーの傾向についてのある一定の
時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変デフォルト値および変デフォルト値および変デフォルト値および変更できる値更できる値更できる値更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
FTP サイトの構築から設定変更まで 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：777バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Current Anonymous 
Users 
（FTP_CUR_ANONY_US
ERS） 

FTPサービスの現在の匿名ユーザ
ー数。 

ulong No － 

Current Nonanonymous 
Users 
（FTP_CUR_NONANON
Y_USERS） 

FTPサービスの現在の非匿名ユー
ザー数。 

ulong No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単位）。 ulong No － 

Maximum Anonymous 
Users 
（FTP_MAX_ANONY_US
ERS） 

FTPサービスの匿名ユーザーの最
大数。 

ulong No － 

Maximum Nonanonymous 
Users 
（FTP_MAX_NONANON
Y_USERS） 

FTPサービスの非匿名ユーザーの
最大数。 

ulong No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻（グリニ
ッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_RECORD_TYP
E） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 

Total Anonymous Users 
（FTP_TOTAL_ANONY_
USERS） 

FTPサービスの匿名ユーザーの総
数。 

ulong No － 

Total Nonanonymous 
Users 
（FTP_TOTAL_NONANO
NY_USERS） 

FTPサービスの非匿名ユーザーの
総数。 

ulong No － 
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IIS Bandwidth Throttling（PI_BT） 

機能機能機能機能    

IIS Bandwidth Throttling（PI_BT）レコードには，Internet Information Services Global
（すべての IISサービスの帯域幅の使用状況やキャッシュ処理状況を監視）についてのある一
定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：761バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Current Blocked Async 
I/O Req 
（IIS_CURRENT_BLOC
KED_ASYNC_IO_REQ） 

インターネットサービスのブロッ
クされた現在の非同期 I/O。 

ulong No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単位）。 ulong No － 

Measured Async I/O B/W 
Usage 
（IIS_MEASURED_ASY
NC_IO_BW_USAGE） 

インターネットサービスの測定さ
れた非同期帯域幅の総使用数。 

ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻（グリニ
ッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Total Allowed Async I/O 
Req 
（IIS_TOTAL_ALLOWE
D_ASYNC_IO_REQ） 

インターネットサービスのブロッ
クされた許可された非同期 I/Oの
総数。 

ulong No － 

Total Blocked Async I/O 
Req 
（IIS_TOTAL_BLOCKED
_ASYNC_IO_REQ） 

インターネットサービスのブロッ
クされた現在の非同期 I/Oリクエ
ストの総数。 

ulong No － 

Total Rejected Async I/O 
Req 
（IIS_TOTAL_REJECTE
D_ASYNC_IO_REQ） 

インターネットサービスの拒否さ
れた現在の非同期 I/Oリクエスト
の総数。 

ulong No － 
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IIS File Transfer（PI_FLTR） 

機能機能機能機能    

IIS File Transfer（PI_FLTR）レコードには，ファイルの送受信についてのある一定の時間
を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：809バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

FTP - Total Files Rcvd 
（FILES_RCVD_FTP） 

FTPサーバが受信したファイルの
総数。 

ulong No － 

FTP - Total Files Sent 
（FILES_SENT_FTP） 

FTPサーバが送信したファイルの
総数。 

ulong No － 

FTP - Total Files Xferd 
（FILES_XFERD_FTP） 

FTPサーバが転送したファイルの
総数。 

ulong No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単位）。 ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻（グリニ
ッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 



IIS File Transfer（PI_FLTR） 

168 

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

SMTP - Total Msgs Rcvd 
（SMTP_MSG_RCVD_TO
TAL） 

SMTPサーバが受信したメッセー
ジの総数。 

ulong No － 

SMTP - Total Msgs Sent 
（SMTP_MSG_SENT_TO
TAL） 

SMTPサーバが送信したメッセー
ジの総数。 

ulong No － 

Web - Total Files Rcvd 
（FILES_RCVD_WEB） 

Webサーバが受信したファイルの
総数。 

ulong No － 

Web - Total Files Sent 
（FILES_SENT_WEB） 

Webサーバが送信したファイルの
総数。 

ulong No － 

Web - Total Files Xferd 
（FILES_XFERD_WEB）

Webサーバが転送したファイルの
総数。 

ulong No － 
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IIS Thread Count（PI_TCNT） 

機能機能機能機能    

IIS Thread Count（PI_TCNT）レコードには，Inetinfo（すべての IISサービスを含むプロ
セス）に関するスレッドについてのある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納
されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：697バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単位）。 ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻（グリ
ニッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 

Thread Count 
（THREAD_COUNT） 

IISプロセスで現在アクティブと
なっているスレッドの数。    

ulong No － 
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IIS Thread Details（PD） 

機能機能機能機能    

IIS Thread Details（PD）レコードには，IISのスレッド詳細（スレッドの動作を示すカウン
タ群）についてのある時点での状態を示すパフォーマンスデータが格納されます。このレコー
ドは複数インスタンスレコードです。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

PD_INSTANCE 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    

スレッドの生成からスレッドの消滅まで 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：681バイト 
● 可変部：48バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

% Processor Time 
（PER_PROCESSOR_TI
ME） 

IISスレッドがプロセッサーの
使用に費やした時間の割合。 

double No － 

Context Switches/sec 
（CONTEXT_SWITCHES
_PER_SEC） 

スレッド間で切り替えを行った
割合/秒。    

double No － 

Instance 
（INSTANCE） 

インスタンス。 string(32) No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単
位）。 

ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻（グ
リニッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 
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IIS WorkingSet（PI_WS） 

機能機能機能機能    

IIS WorkingSet（PI_WS）レコードには，ワーキングセットについてのある一定の時間を単
位としたパフォーマンスデータが格納されます。 
 
注意注意注意注意    

IIS - Cache Hits（IIS_CACHE_HITS）フィールドおよび IIS - Cache Hits %
（IIS_CACHE_HITS_PER）フィールドは，Windows 2000 Professionalでは OSの仕様に
より値が取得できません（または値が 0のまま変化しません）。また，これらのフィールドは，
その他の OSでもその仕様により値が取得できない場合があります（または値が 0のまま変化
しません）。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：861バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManageManageManageManagerrrr 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

IIS - Cache Flushes 
（IIS_CACHE_FLUSHES）

インターネットサービス
のキャッシュの一部が期
限切れになった回数。 

ulong No － 

IIS - Cache Hits 
（IIS_CACHE_HITS） 

インターネットサービス
のキャッシュで見つかっ
たクエリ数（1秒当たり）。

ulong No － 

IIS - Cache Hits % 
（IIS_CACHE_HITS_PER）

インターネットサービス
のキャッシュで見つかっ
たクエリの割合。 

double No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManageManageManageManagerrrr 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

IIS - Cache Misses 
（IIS_CACHE_MISSES） 

インターネットサービス
のキャッシュで見つから
なかったクエリ数（1秒当
たり）。 

ulong No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔。
（秒単位）。 

ulong No － 

Memory Available Bytes 
（MEMORY_AVAILABLE_
BYTES） 

使用可能なメモリーのバ
イト数。 

ulong No － 

Memory Page Faults/sec 
（MEMORY_PAGE_FAULT
S_PER_SEC） 

1秒当たりのメモリーペー
ジフォールト数。 

double No － 

Memory Page Input/sec  
（MEMORY_PAGE_INPUT
S_PER_SEC） 

1秒当たりのメモリーペー
ジ入力。 

double No － 

Memory Page Reads/sec  
（MEMORY_PAGE_READ
S_PER_SEC） 

1秒当たりのメモリーペー
ジ読み込み数。 

double No － 

Process Page Faults/sec 
（PROCESS_PAGE_FAUL
TS_PER_SEC） 

インターネットサービス
のプロセスページフォー
ルト（1秒当たり）。 

double No － 

Process Working Set 
（PROCESS_WORKING_S
ET） 

インターネットサービス
のプロセスのワーキング
セットにおけるバイト数。

ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 
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Logical Disk Overview（PI_LGDP） 

機能機能機能機能    

Logical Disk Overview（PI_LGDP）レコードには，論理ディスクの傾向についてのある一定
の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
ディスクドライブの構成から構成変更まで 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：797バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

% Disk Time 
（PER_DISK_TIME） 

ディスクドライブがビジー
状態の経過時間の割合。 

double No － 

Avg Disk Queue Length 
（AVG_DISK_QUEUE_
LENGTH） 

ディスクキュー平均の長
さ。 

double No － 

Avg Disk Sec/Transfer 
（AVG_DISK_SEC_PER
_TRANSFER） 

平均ディスク転送時間（秒
単位）。 

double No － 

Current Disk Queue 
Length 
（CURRENT_DISK_QU
EUE_LENGTH） 

現在のディスクキュー長。 ulong No － 

Disk Reads/sec 
（DISK_READS_PER_S
EC） 

ディスク読み込みの 1秒当
たりの回数。 

double No － 

Disk Writes/sec 
（DISK_WRITES_PER_
SEC） 

ディスク書き込みの 1秒当
たりの回数。 

double No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単
位）。 

ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻
（グリニッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 
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Monitoring Connection（PI_CONN） 

機能機能機能機能    

Monitoring Connection（PI_CONN）レコードには，Webと FTPのコネクションについて
のある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：745バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

FTP - Current Conns 
（FTP_CUR_CONNS） 

FTPサービスの現在の接続
数。 

ulong No －    

FTP - Maximum Conns 
（FTP_MAX_CONNS） 

FTP サービスの最大接続
数。 

ulong No －    

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒
単位）。 

ulong No －    

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻
（グリニッジ標準時）。 

time_t No －    

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No －    

Web - Current Conns 
（WEB_CUR_CONNS） 

Webサービスの現在の接続
数。 

ulong No －    

Web - Maximum Conns 
（WEB_MAX_CONNS） 

Webサービスの最大接続
数。 

ulong No － 
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Network Layer Overview（PI_TRNL） 

機能機能機能機能    

Network Layer Overview（PI_TRNL）レコードには，ネットワーク層の傾向についてのあ
る一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォデフォデフォデフォルト値ルト値ルト値ルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：761バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Datagrams Forwarded/sec 
（DATAGRAMS_FORWARDE
D_PER_SEC） 

IPデータグラムがネットワー
クレイヤーから他へ送信され
る割合（1秒当たり）。 

double No － 

Datagrams Rcvd/sec 
（DATAGRAMS_RCVD_PER_
SEC） 

IPデータグラムがネットワー
クレイヤーに受信した割合（1
秒当たり）。 

double No － 

Datagrams Sent/sec 
（DATAGRAMS_SENT_PER_
SEC） 

IPデータグラムがネットワー
クレイヤーに送信した割合（1
秒当たり）。 

double No － 

Datagrams/sec 
（DATAGRAMS_PER_SEC） 

IPデータグラムとネットワー
クレイヤーの送受信の割合（1
秒当たり）。 

double No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単
位）。 

ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻
（グリニッジ標準時）。 

time_t No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Record Type 
（INPUT_ RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 
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Not Found Errors（PI_NFE） 

機能機能機能機能    

Not Found Errors（PI_NFE）レコードには，Web Not Found（Web接続失敗）についての
ある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レレレレコードサイズコードサイズコードサイズコードサイズ    

● 固定部：701バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単
位）。 

ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻
（グリニッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 

Web - Not Found 
Errors/sec 
（WEB_NOT_FOUND_E
RRORS_PER_SEC） 

Webサービスの 1秒当たりの
未発見のエラー数。 

double No － 
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Physical Disk Overview（PI_PYDP） 

機能機能機能機能    

Physical Disk Overview（PI_PYDP）レコードには，物理ディスクの傾向についてのある一
定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
ハードディスク構成からハードディスク追加，削除，構成変更まで 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：797バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

% Disk Time 
（PER_DISK_TIME） 

ディスクドライブがビジ
ー状態の経過時間の割
合。 

double No － 

Avg Disk Queue Length 
（AVG_DISK_QUEUE_LE
NGTH） 

ディスクキュー平均の長
さ。 

double No － 

Avg Disk Sec/Transfer 
（AVG_DISK_SEC_PER_T
RANSFER） 

平均ディスク転送時間
（秒単位）。 

double No － 

Current Disk Queue Length
（CURRENT_DISK_QUEU
E_LENGTH） 

現在のディスクキュー
長。 

ulong No － 

Disk Reads/sec 
（DISK_READS_PER_SEC
） 

1秒当たりのディスク読
み込み数。 

double No － 

Disk Writes/sec 
（DISK_WRITES_PER_SE
C） 

1秒当たりのディスク書
き込み数。 

double No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔。
（秒単位）。 

ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 
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Processor Activity（PI_PA） 

機能機能機能機能    

Processor Activity（PI_PA）レコードには，プロセッサータイムやキュー長などについての
ある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できデフォルト値および変更できデフォルト値および変更できデフォルト値および変更できる値る値る値る値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：777バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

% Privileged Time 
（PROCESSOR_PER_PRIVIL
EGED_TIME） 

割り込み処理，DPCSなど
のプロセッサー特別処理時
間の割合。 

double No － 

% Processor Time 
（PROCESSOR_PER_PROCE
SSOR_TIME） 

プロセッサーが実行してい
る処理時間の割合。 

double No － 

% User Time 
（PROCESSOR_PER_USER_
TIME） 

ユーザープロセスでのプロ
セッサーが実行している処
理時間の割合。 

double No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒
単位）。 

ulong No － 

Process - % Processor Time 
（PROCESS_PER_PROCESS
OR_TIME） 

すべての IISプロセスの処
理時間の割合。 

double No － 

Processor Queue Length 
（PROCESSOR_QUEUE_LE
NGTH） 

プロセッサーキューのスレ
ッドの数。 

ulong No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻
（グリニッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 



TCP Connection Overview（PI_TCPC） 

183 

TCP Connection Overview（PI_TCPC） 

機能機能機能機能    

TCP Connection Overview（PI_TCPC）レコードには，TCPコネクションの傾向についての
ある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：729バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Conn Failures 
（TCP_CONN_FAILURES）

TCP接続に失敗した接続
数。 

ulong No － 

Conns Established 
（TCP_CONNS_ESTABLIS
HED） 

TCP接続された接続数。 ulong No － 

Conns Reset 
（TCP_CONNS_RESET） 

TCP接続がリセットされ
た接続数。 

ulong No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒
単位）。 

ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時
刻（グリニッジ標準時）。

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 
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Transport Layer Overview（PI_TRTL） 

機能機能機能機能    

Transport Layer Overview（PI_TRTL）レコードには，TCPセグメントの送受信についての
ある一定の時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    

なし 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：761バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単
位）。 

ulong No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻
（グリニッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 

Segments Rcvd/sec 
（TCP_SEG_RCVD_SEC） 

TCPセグメントの現在有効な
接続のエラーも含んだ 1秒当
たりの受信回数。 

double No － 

Segments Retransmitted/sec 
（TCP_SEG_RE_XMITD_S
EC） 

TCPセグメントが再送したバ
イト数の割合（1秒当たり）。

double No － 

Segments Sent/sec 
（TCP_SEG_SENT_SEC） 

TCPセグメントの現在有効な
接続のエラーも含んだ 1秒当
たりの送信回数。 

double No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デルタデルタデルタデルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Segments/sec 
（TCP_SEG_SEC） 

TCPセグメントの現在有効な
接続のエラーも含んだ 1秒当
たりの送受信回数。 

double No － 
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Web User Overview（PI_ANAW） 

機能機能機能機能    

Web User Overview（PI_ANAW）レコードには，Webユーザーの傾向についてのある一定の
時間を単位としたパフォーマンスデータが格納されます。 

デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値デフォルト値および変更できる値    

項目項目項目項目    デフォルト値デフォルト値デフォルト値デフォルト値    変更可否変更可否変更可否変更可否    

Collection Interval 60 ○ 

Collection Offset 0 ○ 

Log No ○ 

LOGIF 空白 ○ 

ODBCODBCODBCODBC キーフィールドキーフィールドキーフィールドキーフィールド    

なし 
 

ライフタイムライフタイムライフタイムライフタイム    
Web サイトの設定から変更，削除まで 
 

レコードサイズレコードサイズレコードサイズレコードサイズ    

● 固定部：817バイト 
● 可変部：0バイト 

フィールドフィールドフィールドフィールド    

ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デデデデルタルタルタルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Anonymous Users/sec 
（WEB_ANONY_USERS_S
EC） 

Webサービスの 1秒当たり
の匿名ユーザー数。 

double No － 

Curr Anonymous Users 
（WEB_CURRENT_ANON
Y_USERS） 

Web サービスの現在の匿名
ユーザー数。 

ulong No － 

Curr Nonanonymous Users 
（WEB_CURRENT_NONA
NONY_USERS） 

Web サービスの現在の非匿
名ユーザー数。 

ulong No － 

Interval 
（INTERVAL） 

情報が収集された間隔（秒単
位）。 

ulong No － 

Max Anonymous Users 
（WEB_MAX_ANONY_US
ERS） 

Web サービスの匿名ユーザ
ーの最大数。 

ulong No － 
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ViewViewViewView 名名名名    

（（（（ManagerManagerManagerManager 名）名）名）名）    
説明説明説明説明    形式形式形式形式    デデデデルタルタルタルタ    

データデータデータデータ    

ソースソースソースソース    

Max Nonanonymous Users 
（WEB_MAX_NONANONY
_USERS） 

Web サービスの非匿名ユー
ザーの最大数。 

ulong No － 

Nonanonymous Users/sec 
（WEB_NONANONY_USE
RS_SEC） 

Webサービスの 1秒当たり
の非匿名ユーザー数。 

double No － 

Record Time 
（RECORD_TIME） 

レコードが作成された時刻
（グリニッジ標準時）。 

time_t No － 

Record Type 
（INPUT_ 
RECORD_TYPE） 

レコードタイプ識別子。 char(8) No － 

Total Anonymous Users
（WEB_TOTAL_ANONY_
USERS） 

Web サービスの匿名ユーザ
ーの総数。 

ulong No － 

Total Nonanonymous Users
（WEB_TOTAL_NONANO
NY_USERS） 

Webサービスの非匿名ユー
ザーの総数。 

ulong No － 
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6.6.6.6.    メッセージメッセージメッセージメッセージ    
この章では，PFM -Agent for IISのメッセージ形式，出
力先一覧，Windowsイベントログの一覧，およびメッ
セージ一覧について説明します。 
 

6666....1111    メッセージの形式メッセージの形式メッセージの形式メッセージの形式    

6666....2222    メッセージの出力先一覧メッセージの出力先一覧メッセージの出力先一覧メッセージの出力先一覧    

6666....3333    WindowsWindowsWindowsWindows イベントログの一覧イベントログの一覧イベントログの一覧イベントログの一覧    

6666....4444    メッセージ一覧メッセージ一覧メッセージ一覧メッセージ一覧    

 



6. メッセージ 

190 

6.16.16.16.1    メッセメッセメッセメッセージの形式ージの形式ージの形式ージの形式    

PFM -Agent for IISが出力するメッセージの形
式と，マニュアルでの記載形式を示します。 

6.1.16.1.16.1.16.1.1    メッセージの出力形式メッセージの出力形式メッセージの出力形式メッセージの出力形式    
PFM -Agent for IISが出力するメッセージの形
式を説明します。メッセージは，メッセージ ID
とそれに続くメッセージテキストで構成されま
す。形式を次に示します。 
KAVFnnnnnKAVFnnnnnKAVFnnnnnKAVFnnnnn----YYYY メッセージテキストメッセージテキストメッセージテキストメッセージテキスト    

メッセージ IDは，次の内容を示しています。 

KKKK    
システム識別子を示します。 

AVFAVFAVFAVF    
PFM - Agentのメッセージであることを
示します。 

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnn    
メッセージの通し番号を示します。PFM - 
Agent for IISのメッセージ番号は，
「27xxx」です。 

YYYY    
メッセージの種類を示します。 
• E：エラー 
処理は中断されます。 

• W：警告 
メッセージ出力後，処理は続けられま
す。 

• I：情報 
ユーザーに情報を知らせます。 

• Q：応答 
ユーザーに応答を促します。 

メッセージの種類とWindowsイベントログの
種類との対応を次に示します。 
-E 

• レベル：エラー  
• 意味：エラーメッセージ。 

-W 
• レベル：警告  
• 意味：警告メッセージ。 

-I 
• レベル：情報 
• 意味：付加情報メッセージ。 

-Q 
（出力されない） 

6.1.26.1.26.1.26.1.2    メッセージの記載形式メッセージの記載形式メッセージの記載形式メッセージの記載形式    
このマニュアルでのメッセージの記載形式を示
します。メッセージテキストで太字になってい
る部分は，メッセージが表示される状況によっ
て表示内容が変わることを示しています。また，
メッセージをメッセージ ID順に記載していま
す。記載形式の例を次に示します。 

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID    
 

英語メッセージテキスト 
日本語メッセージテキスト 

 
メッセージの説明文 
(S)(S)(S)(S)    
システムの処置を示します。 
(O)(O)(O)(O)    
メッセージが表示されたときに，オペレーター
がとる処置を示します。    

6.1.36.1.36.1.36.1.3    システム管理者の方へシステム管理者の方へシステム管理者の方へシステム管理者の方へ    
運用中にトラブルが発生した場合には，「第 4編
7. トラブルへの対処方法」を参照してログ情報
を採取し，初期調査をしてください。 
トラブル要因の初期調査をする場合は，OSのロ
グ情報（Windowsイベントログ）や，PFM - 
Agent for IISが出力する各種ログ情報を参照し
てください。これらのログ情報でトラブル発生
時間帯の内容を参照して，トラブルを回避した
り，トラブルに対処したりしてください。また，
トラブルが発生するまでの操作方法などを記録
してください。同時に，できるだけ再現性の有
無を確認するようにしてください。 
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6.26.26.26.2    メッセージの出力先一覧メッセージの出力先一覧メッセージの出力先一覧メッセージの出力先一覧    

ここでは，PFM - Agent for IISが出力する各メ
ッセージの出力先を一覧で示します。 

表中では，出力先を凡例のように表記していま
す。 

表表表表 6 6 6 6----1111    PFM PFM PFM PFM ---- Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS Agent for IIS のメッセージの出力先一覧のメッセージの出力先一覧のメッセージの出力先一覧のメッセージの出力先一覧    

出力先出力先出力先出力先    
メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID    WindowsWindowsWindowsWindows    

イベントログイベントログイベントログイベントログ    

共通共通共通共通    

メッセージログメッセージログメッセージログメッセージログ    
内部トレースログ内部トレースログ内部トレースログ内部トレースログ    

KAVF27000 ○ ○ － 
KAVF27001 ○ ○ ○ 
KAVF27002 ○ ○ － 
KAVF27003 ○ ○ － 
KAVF27004 ○ ○ － 
KAVF27005 ○ ○ － 
KAVF27300 － － ○ 
KAVF27302 － － ○ 
KAVF27303 － － ○ 
KAVF27304 － － ○ 

（凡例） 
○：出力する 
－：出力しない 
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6.36.36.36.3    WindowsWindowsWindowsWindowsイベントログの一覧イベントログの一覧イベントログの一覧イベントログの一覧    

ここでは，PFM - Agent for IISがWindowsイ
ベントログに出力するメッセージ情報の一覧を
示します。 
Windowsイベントログは，次の個所に表示され
ます。 
z Windows 2000の場合 
［イベントビューア］ウィンドウのアプリケ
ーションログに表示されます。 
［イベントビューア］ウィンドウは，
Windowsの［スタート］メニューから［設
定］－［コントロールパネル］－［管理ツー
ル］－［イベントビューア］を選択すること
で表示できます。 

 

z Windows Server 2003の場合 
［イベントビューア］ウィンドウのアプリケ
ーションログに表示されます。［イベントビ
ューア］ウィンドウは，Windowsの［スタ
ート］メニューから表示される［管理ツール］
－［イベントビューア］を選択することで表
示できます。 

 
PFM - Agent for IISが出力するイベントの場合，
［イベントビューア］ウィンドウの［ソース］
に識別子「PFM- IIS」が表示されます。 
PFM - Agent for IISがWindowsイベントログ
に出力するメッセージ情報の一覧を次の表に示
します。 

表表表表 6 6 6 6----2222    WindowsWindowsWindowsWindows イベントログ出力メッセージ情報一覧イベントログ出力メッセージ情報一覧イベントログ出力メッセージ情報一覧イベントログ出力メッセージ情報一覧    

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID    イベントイベントイベントイベント IDIDIDID    種類種類種類種類    

KAVF27000-I 27000 情報 
KAVF27001-I 27001 情報 
KAVF27002-E 27002 エラー 
KAVF27003-E 27003 エラー 
KAVF27004-E 27004 エラー 
KAVF27005-E 27005 エラー 
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6.46.46.46.4    メッセージ一覧メッセージ一覧メッセージ一覧メッセージ一覧    

PFM - Agent for IISが出力するメッセージと
対処方法について説明します。PFM - Agent for 
IISのメッセージ一覧を次に示します。 

KAVF27000KAVF27000KAVF27000KAVF27000----IIII    
 

Agent Collector has started. (host=ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名, 

service=サービスサービスサービスサービス IDIDIDID) 

Agent Collector が起動しました (host=ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名, 

service=サービスサービスサービスサービス IDIDIDID） 
 

Agentが正常に起動しました。 
(S)(S)(S)(S)    
なし 

(O)(O)(O)(O)    
なし 

KAVF27001KAVF27001KAVF27001KAVF27001----IIII    
 

Agent Collector has stopped. (host=ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名, 

service=サービスサービスサービスサービス IDIDIDID） 

Agent Collector が停止しました (host=ホスト名ホスト名ホスト名ホスト名, 

service=サービスサービスサービスサービス IDIDIDID） 
 

Agentが正常に停止しました。 
(S)(S)(S)(S)    

Agentが停止しました。 
(O)(O)(O)(O)    
ユーザーが Agentを停止するリクエスト
を行っていない場合，依存したサービス
（Agent store，Master Manager，Master 
store，Name serverの）いずれかが停止
されていないかを確認してください。 

KAVF27002KAVF27002KAVF27002KAVF27002----EEEE    
 

Agent Collector failed to start. (rc=リターンコードリターンコードリターンコードリターンコード）. 

Agent Collector の起動に失敗しました (rc=リターリターリターリター

ンコードンコードンコードンコード）. 
 

Agent Collectorの起動に失敗しました。 

(S)(S)(S)(S)    
Agent Collectorの処理を終了します。 

(O)(O)(O)(O)    
共通メッセージログに出力されている直
前のメッセージを確認し，そのメッセージ
の対処方法に従ってください。 

KAVF27003KAVF27003KAVF27003KAVF27003----EEEE    
 

Agent Collector stopped abnormally. (rc=リターンリターンリターンリターン

コードコードコードコード） 

Agent Collector が異常停止しました (rc=リターンリターンリターンリターン

コードコードコードコード）
 

何らかのエラーによって，Agent Collectorが停
止しました。 
(S)(S)(S)(S)    

1. Agentの起動に失敗しました。 
2. インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ¥agtk¥agentフ
ォルダ配下の jpcagt.iniが破損してい
るか，または，存在しない可能性がありま
す。 

(O)(O)(O)(O)    
1. サポートされていないプラットフォー
ムに Agentがインストールされている可
能性があります。 
2. インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ¥agtk¥agentフ
ォルダ配下の jpcagt.iniが破損してい
るか，または，存在しない可能性がありま
す。 

KAVF27004KAVF27004KAVF27004KAVF27004----EEEE    
 

Initialization of Agent Configuration failed. (rc=リタリタリタリタ

ーンコードーンコードーンコードーンコード) 

Agent Configuration の初期化に失敗しました 

(rc=リターンコードリターンコードリターンコードリターンコード)
 

Agent Collector起動時に初期化エラーが発生
しました。 

(S)(S)(S)(S)    
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インストール先フォルダ¥agtk¥agentフ
ォルダ配下の jpcagt.iniが破損してい
るか，または，存在しない可能性がありま
す。 

(O)(O)(O)(O)    
jpcagt.ini.modelファイルの内容を
jpcagt.iniファイルにコピーしてくだ
さい。 

KAVF27005KAVF27005KAVF27005KAVF27005----EEEE    
 

"例外名例外名例外名例外名" exception raised. (Detail: 詳細情報詳細情報詳細情報詳細情報) 

"例外名例外名例外名例外名" 例外が発生しました (詳細情報: 詳細詳細詳細詳細

情報情報情報情報) 
 

不明の例外が発生しました。 
(S)(S)(S)(S)    
データ収集時にエラーが発生しました。 

(O)(O)(O)(O)    
次回のポーリング間隔でデータが収集さ
れているかを確認してください。または，
Agentを再起動してください。 

KAVF27300KAVF27300KAVF27300KAVF27300----EEEE    
 

An attempt to allocate memory failed. 

(RecordName=レコード名レコード名レコード名レコード名,Size=サイズサイズサイズサイズ) 

メモリーの割り当てに失敗しました (RecordName=

レコード名レコード名レコード名レコード名,Size=サイズサイズサイズサイズ) 
 

指定したレコードに対してメモリーを割り当
てることができません（メモリー不足）。 
(S)(S)(S)(S)    
システムにメモリーが不足しています。破
損しているデータがあります。 

(O)(O)(O)(O)    
Agentを再起動してください。 

KAVF27302KAVF27302KAVF27302KAVF27302----EEEE    
 

Data could not be collected for a record "レコード

名". (rc=リターンコードリターンコードリターンコードリターンコード) 

レコード："レコード名" のデータ収集ができません

でした (rc=リターンコードリターンコードリターンコードリターンコード) 
 

指定したレコードタイプに対して内部初期化
の障害が発生しました。 
(S)(S)(S)(S)    
メモリー割り当てに失敗しました。 

(O)(O)(O)(O)    
Agentを再起動してください。 

KAVF27303KAVF27303KAVF27303KAVF27303----EEEE    
 

Memory allocation failure in "レコード名レコード名レコード名レコード名" record. 

"レコード名レコード名レコード名レコード名" レコード内のメモリーの割り当てに

失敗しました 
 

指定したレコードタイプでメモリー割り当て
が失敗しました（メモリー不足）。 
(S)(S)(S)(S)    
システムにメモリーが不足しています。破
損しているデータがあります。 

(O)(O)(O)(O)    
Agentを再起動してください。 

KAVF27304KAVF27304KAVF27304KAVF27304----EEEE    
 

No record corresponds to specified record type. 

(RecordType= レコードタイプレコードタイプレコードタイプレコードタイプ） 

指定レコードタイプに対応するレコードが存在しま

せん (RecordType= レコードタイプレコードタイプレコードタイプレコードタイプ） 
 

jpcagt.iniに間違ったレコードタイプが記
載されています。 
(S)(S)(S)(S)    
インストール先フォルダ¥agtk¥agentフ
ォルダ配下の jpcagt.iniファイルに間
違ったレコードタイプが記載されていま
す。 

(O)(O)(O)(O)    
jpcagt.iniから無効なレコードタイプ
を削除し，Agentを再起動してください。 
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7.7.7.7.    トラブルへの対処方法トラブルへの対処方法トラブルへの対処方法トラブルへの対処方法    
この章では，Performance Managementの運用中にト
ラブルが発生した場合の対処方法などを説明します。こ
こでは，主に PFM - Agentでトラブルが発生した場合の
対処方法について記載しています。Performance 
Managementシステム全体のトラブルへの対処方法に
ついては，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，トラブルへの対処方法
について説明している章を参照してください。 
 

7.17.17.17.1    対処の手順対処の手順対処の手順対処の手順    

7.27.27.27.2    トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング    

7.37.37.37.3    ログ情報ログ情報ログ情報ログ情報    

7.47.47.47.4    トラブル発生時に採取が必要な資料トラブル発生時に採取が必要な資料トラブル発生時に採取が必要な資料トラブル発生時に採取が必要な資料    

7.57.57.57.5    資料の採取方法資料の採取方法資料の採取方法資料の採取方法    

7.67.67.67.6    Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management の障害検知の障害検知の障害検知の障害検知    

7.77.77.77.7    Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management の障害回復の障害回復の障害回復の障害回復    
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7.17.17.17.1    対処の手順対処の手順対処の手順対処の手順    

Performance Managementでトラブルが起きた場合の対処の手順を次に示します。 

現象の確認現象の確認現象の確認現象の確認    

トラブルが発生したときの現象を確認してください。メッセージが出力されている場合は，
メッセージの内容を確認してください。各メッセージの要因と対処方法については，「第 3 
編 6. メッセージ」を参照してください。また，PerformanceManagementが出力するロ
グ情報については，「7.3 ログ情報」を参照してください。 

資料の採取資料の採取資料の採取資料の採取    

トラブルの要因を調べるために資料の採取が必要です。「7.4 トラブル発生時に採取が必要
な資料」および「7.5 資料の採取方法」を参照して，必要な資料を採取してください。 

問題の調査問題の調査問題の調査問題の調査    

採取した資料を基に問題の要因を調査し，問題が発生している部分，または問題の範囲を
切り分けてください。 
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7.27.27.27.2    トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング    

ここでは，Performance Management使用時のトラブルシューティングについて記述します。
Performance Managementを使用しているときにトラブルが発生した場合，まず，この節で
説明している現象が発生していないか確認してください。 
Performance Managementに発生する主なトラブルの内容を次の表に示します。    
表表表表 7777----1111    トラブルの内容トラブルの内容トラブルの内容トラブルの内容    

分類分類分類分類    トラブルの内容トラブルの内容トラブルの内容トラブルの内容    記述個所記述個所記述個所記述個所    
セットアップやサービス
の起動について 

・Performance Managementシリーズプログラムのサ
ービスが起動しない 

・サービスの起動要求をしてからサービスが起動するま
で時間が掛かる 

・Performance Managementシリーズプログラムのサ
ービスを停止した直後に，別のプログラムがサービス
を開始したとき，通信が正しく実行されない 

・「ディスク容量が不足しています」というメッセージ
が出力されたあとStoreサービスが停止する 

6.2.1 
 

コマンドの実行について 
 

・jpcctrl listコマンドを実行すると稼働していな
いサービス名が出力される 

・jpcctrl dumpコマンドを実行すると，指定したStore
データと異なるデータが出力される 

6.2.2 
 

アラームの定義について 
 

・アクション実行で定義したプログラムが正しく動作し
ない 

・アラームイベントが表示されない 

6.2.3 
 

パフォーマンスデータの
収集と管理について 
 

・データの保存期間を短く設定したにもかかわらず，
PFM - AgentのStoreデータベースのサイズが小さく
ならない 

・共通メッセージログに「Storeデータベースに不正な
データが検出されました」というメッセージが出力さ
れる 

6.2.4 
 



7. トラブルへの対処方法 

198 

7.2.17.2.17.2.17.2.1    セットアップやサービスの起動についてセットアップやサービスの起動についてセットアップやサービスの起動についてセットアップやサービスの起動について    
セットアップやサービスの起動に関するトラブルの対処方法を次に示します。 

(1)(1)(1)(1)    Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management シリーズプログラムのサービスが起動しないシリーズプログラムのサービスが起動しないシリーズプログラムのサービスが起動しないシリーズプログラムのサービスが起動しない    

考えられる要因およびその対処方法を次に示します。 
• PFM PFM PFM PFM ---- Manage Manage Manage Managerrrr が停止しているが停止しているが停止しているが停止している    

PFM - Managerと PFM - Agentが同じホストにある場合，PFM - Managerが停止して
いると，PFM - Agentサービスは起動できません。PFM - Managerサービスが起動され
ているか確認してください。PFM - Managerサービスが起動されていない場合は，起動
してください。サービスの起動方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementを運用する
ための操作について説明している章を参照してください。 

• PFM PFM PFM PFM ---- Agent Agent Agent Agent で設定する，接続先で設定する，接続先で設定する，接続先で設定する，接続先 PFM PFM PFM PFM ---- Manager Manager Manager Manager の設定に誤りがあるの設定に誤りがあるの設定に誤りがあるの設定に誤りがある    

PFM - Agentのセットアップで，接続先 PFM - Managerの設定に誤りがあると， 
Performance Managementシリーズプログラムのサービスは起動できません。 
jpcnshostnameコマンドを実行して接続先 PFM - Managerを確認し，誤りがあれば 
設定し直してください。 

• Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management シリーズプログラシリーズプログラシリーズプログラシリーズプログラムの複数のサービスに対して同一のポート番号をムの複数のサービスに対して同一のポート番号をムの複数のサービスに対して同一のポート番号をムの複数のサービスに対して同一のポート番号を

設定している設定している設定している設定している    

Performance Managementシリーズプログラムの複数のサービスに対して同一のポー
ト番号を設定している場合，Performance Managementシリーズプログラムのサービス
は起動できません。デフォルトでは，ポート番号は自動的に割り当てられるため，ポー
ト番号が重複することはありません。Performance Managementのセットアップ時に
Performance Managementシリーズプログラムのサービスに対して固定のポート番号
を設定している場合は，ポート番号の設定を確認してください。Performance 
Managementシリーズプログラムの複数のサービスに対して同一のポート番号を設定し
ている場合は，異なるポート番号を設定し直してください。ポート番号の設定について
は，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，イ
ンストールとセットアップについて説明している章を参照してください。 

• StoreStoreStoreStore データベースの格納フォルダの設定に誤りがあるデータベースの格納フォルダの設定に誤りがあるデータベースの格納フォルダの設定に誤りがあるデータベースの格納フォルダの設定に誤りがある    

次のフォルダを，アクセスできないフォルダまたは存在しないフォルダに設定している
と，Agent Storeサービスは起動できません。フォルダ名や属性の設定を見直し，誤りが
あれば修正してください。 

o Storeデータベースの格納先フォルダ 
o Storeデータベースのバックアップフォルダ 
o Storeデータベースのエクスポート先フォルダ 

また，これらのフォルダを複数の Agent Storeサービスに対して設定していると，Agent 
Storeサービスは起動できません。フォルダ設定を見直し，誤りがあれば修正してくださ
い。 

• 指定された方法以外の方法でマ指定された方法以外の方法でマ指定された方法以外の方法でマ指定された方法以外の方法でマシンのホスト名を変更したシンのホスト名を変更したシンのホスト名を変更したシンのホスト名を変更した    

マシンのホスト名の変更方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，インストールとセットアップについて説明している章を
参照してください。指定された方法以外の方法でホスト名を変更した場合，Performance 
Managementシリーズプログラムのサービスが起動しないことがあります。 
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• サービスコントロールマネージャでエラーが発生したサービスコントロールマネージャでエラーが発生したサービスコントロールマネージャでエラーが発生したサービスコントロールマネージャでエラーが発生した    

Windowsで jpcstartコマンドを実行した場合，「Windowsのサービスコントロールマ
ネージャでエラーが発生しました」というエラーメッセージが出力され，サービスの起動
に失敗する場合があります。この現象が発生した場合，jpcstartコマンドを再実行して
ください。頻繁に同じ現象が発生する場合は，自動的に jpcstartコマンドによってサ
ービスの起動がリトライされる間隔および回数を，変更してください。リトライ間隔およ
びリトライ回数を変更する方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 
システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementを運用するための操作につ
いて説明している章を参照してください。 

(2)(2)(2)(2)    サービスの起動要求をしてからサービスが起動するまで時間が掛かるサービスの起動要求をしてからサービスが起動するまで時間が掛かるサービスの起動要求をしてからサービスが起動するまで時間が掛かるサービスの起動要求をしてからサービスが起動するまで時間が掛かる    

jpcstartコマンドを実行してから，または［サービス］アイコンでサービスを開始してから，
実際にサービスが起動するまで時間が掛かる場合，次の要因が考えられます。 

• システム停止時にサービスを自動で停止させる設定をしないで，システムを再起動して
サービスを起動すると，Storeデータベースのインデックスが再構築される場合がありま
す。この場合，サービスが起動するまでに時間が掛かることがあります。  

• エージェントを新規に追加したあとサービスを起動すると，初回起動時だけデータベー
スのインデックスが再構築されます。そのため，サービスが起動するまでに時間が掛か
ることがあります。 

上記の場合，2回目の起動時からはサービスの起動までに掛かる時間が短縮されます。 

(3)(3)(3)(3)    Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management シリーズプログラムのサービスを停止した直後に，別のシリーズプログラムのサービスを停止した直後に，別のシリーズプログラムのサービスを停止した直後に，別のシリーズプログラムのサービスを停止した直後に，別の

プログラムがサービスを開始したとき，通信が正しく実行されないプログラムがサービスを開始したとき，通信が正しく実行されないプログラムがサービスを開始したとき，通信が正しく実行されないプログラムがサービスを開始したとき，通信が正しく実行されない    

Performance Managementシリーズプログラムのサービスを停止した直後に，このサービス
が使用していたポート番号で，ほかのプログラムがサービスを開始した場合，通信が正しく実
行されないことがあります。この現象を回避するために，次のどちらかの設定をしてください。    

• Performance Managementシリーズプログラムのサービスのポート番号を固定する 
Performance Managementシリーズプログラムの各サービスに対して，固定のポート番
号を割り当てて運用してください。ポート番号の設定方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセッ
トアップについて説明している章を参照してください。    

• TCP_TIMEWAIT値の設定をする 
TCP_TIMEWAIT値で接続待ち時間を設定してください。 
HP-UXの場合または AIXの場合，次のように指定して，接続待ち時間を 75秒以上にし
てください。 

o HP-UXの場合：tcp_time_wait_interval:240000 
o AIXの場合：tcp_timewait:5 

Windowsの場合または Solarisの場合，デフォルト（4分）の設定としてください。 

(4)(4)(4)(4)    「ディスク容量が不足しています」というメッセージが出力されたあと「ディスク容量が不足しています」というメッセージが出力されたあと「ディスク容量が不足しています」というメッセージが出力されたあと「ディスク容量が不足しています」というメッセージが出力されたあと Store Store Store Store サービスサービスサービスサービス

が停止するが停止するが停止するが停止する    

Storeデータベースが使用しているディスクに十分な空き容量がない場合，Storeデータベー
スへのデータの格納が中断されます。この場合，「ディスク容量が不足しています」というメ
ッセージが出力されたあと，Storeサービスが停止します。 
このメッセージが表示された場合，次のどちらかの対処をしてください。 
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• 十分なディスク容量を確保する 
Storeデータベースのディスク占有量を見積もり，Storeデータベースの格納先を十分な
容量があるディスクに変更してください。Storeデータベースのディスク占有量を見積も
る方法については，「付録 A システム見積もり」を参照してください。 
Storeデータベースの格納先を変更する方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセットアップについて説
明している章を参照してください。 

• Storeデータベースの保存条件を変更する 
Storeデータベースの保存条件を変更し，Storeデータベースのデータ量の上限値を調整
してください。Storeデータベースの保存条件を変更する方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，Storeデータベース
の管理について説明している章を参照してください。 
 

これらの対処を実施したあとも Storeサービスが起動されない場合，Storeデータベースに回
復できない論理矛盾が発生しています。この場合，バックアップデータから Storeデータベー
スをリストアしたあと，Storeサービスを起動してください。利用できるバックアップデータ
が存在しない場合は，Storeデータベースを初期化したあと，Storeサービスを起動してくだ
さい。Storeデータベースを初期化するには，Storeデータベースの格納先ディレクトリにあ
る次のファイルをすべて削除してください。 

• 拡張子が.DBであるファイル 
• 拡張子が.IDXであるファイル 

Storeデータベースの格納先ディレクトリについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，インストールとセットアップについて説明
している章を参照してください。 

7.2.27.2.27.2.27.2.2    コマンドの実行についてコマンドの実行についてコマンドの実行についてコマンドの実行について    
Performance Managementのコマンドの実行に関するトラブルの対処方法を次に示します。 

(1)(1)(1)(1)    jpcctrl list コマンドを実行すると稼働していないサービス名が出力されるコマンドを実行すると稼働していないサービス名が出力されるコマンドを実行すると稼働していないサービス名が出力されるコマンドを実行すると稼働していないサービス名が出力される    

考えられる要因およびその対処方法を次に示します。 
• Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management シリーズプログラムのサービスの情報を削除しないでシリーズプログラムのサービスの情報を削除しないでシリーズプログラムのサービスの情報を削除しないでシリーズプログラムのサービスの情報を削除しないで Performance Performance Performance Performance 

ManagementManagementManagementManagement シリーズプログラムシリーズプログラムシリーズプログラムシリーズプログラムをアンインストールしたをアンインストールしたをアンインストールしたをアンインストールした    

Performance Managementシリーズプログラムをアンインストールしても
Performance Managementシリーズプログラムのサービスの情報はデータベースに残
っています。jpcctrl deleteコマンドを実行して，Performance Managementシリ
ーズプログラムのサービスの情報を削除してください。サービス情報の削除方法につい
ては，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，
Performance Managementを運用するための操作について説明している章を参照して
ください。 

• Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management シリーズプログラムのサービスの情報を削除しないでマシンのホスシリーズプログラムのサービスの情報を削除しないでマシンのホスシリーズプログラムのサービスの情報を削除しないでマシンのホスシリーズプログラムのサービスの情報を削除しないでマシンのホス

ト名を変更したト名を変更したト名を変更したト名を変更した    

Performance Managementシリーズプログラムのサービス情報を削除しないでマシン
のホスト名を変更した場合，以前のホスト名が付加されているサービス IDのサービス情
報が，Master Managerが管理しているデータベースに残っています。jpcctrl delete
コマンドを実行して，Performance Managementシリーズプログラムのサービス情報を
削除してください。サービス情報の削除方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，Performance Managementを運用する
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ための操作について説明している章を参照してください。ホスト名の変更方法について
は，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，イ
ンストールとセットアップについて説明している章を参照してください。 

(2)(2)(2)(2)    jpcctrl dump コマンドを実行すると，指定したコマンドを実行すると，指定したコマンドを実行すると，指定したコマンドを実行すると，指定した StoreStoreStoreStore データと異なるデータが出データと異なるデータが出データと異なるデータが出データと異なるデータが出

力される力される力される力される    
同じ Storeサービスに対して，同じエクスポートファイル名を指定して，複数回 jpcctrl 
dumpコマンドを実行すると，先に実行した出力結果があとから実行された実行結果に上書き
されることがあります。同じ Storeサービスに対して，複数回 jpcctrl dumpコマンドを実
行する場合は，異なる名称のエクスポートファイルを指定してください。Storeデータのエク
スポート方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用
ガイド」の，Storeデータベースの管理について説明している章を参照してください。 

7.2.37.2.37.2.37.2.3    アラームの定義についてアラームの定義についてアラームの定義についてアラームの定義について    
Performance Managementのアラームの定義に関するトラブルの対処方法を次に示します。 

(1)(1)(1)(1)    アクション実行で定義したプログラムが正しく動作しないアクション実行で定義したプログラムが正しく動作しないアクション実行で定義したプログラムが正しく動作しないアクション実行で定義したプログラムが正しく動作しない    

考えられる要因とその対処方法を次に示します。 
• PFM PFM PFM PFM ---- Manager Manager Manager Manager またはまたはまたはまたは Action HandlerAction HandlerAction HandlerAction Handler が起動されていないが起動されていないが起動されていないが起動されていない    

PFM - Managerまたは Action Handlerを停止すると，アクションが実行されません。
アクションを実行する場合は，PFM - Managerおよび Action Handlerを起動しておい
てください。 

(2)(2)(2)(2)    アラームイベントが表示されないアラームイベントが表示されないアラームイベントが表示されないアラームイベントが表示されない    

考えられる要因とその対処方法を次に示します。 
• PFM PFM PFM PFM ---- Manager Manager Manager Manager が起動されていないが起動されていないが起動されていないが起動されていない    

PFM - Managerを停止すると，PFM - Agentからのアラームイベントを正しく発行でき
ません。アラームイベントを監視する場合は，PFM - Managerを起動しておいてくださ
い。 

7.2.47.2.47.2.47.2.4    パフォーマンスデータの収集と管理についてパフォーマンスデータの収集と管理についてパフォーマンスデータの収集と管理についてパフォーマンスデータの収集と管理について    
Performance Managementのパフォーマンスデータの収集と管理に関するトラブルの対処方
法を次に示します。 

(1)(1)(1)(1)    データの保存期間を短く設定したにもかかわらず，データの保存期間を短く設定したにもかかわらず，データの保存期間を短く設定したにもかかわらず，データの保存期間を短く設定したにもかかわらず，PFM PFM PFM PFM ---- Agent Agent Agent AgentののののStoreStoreStoreStoreデータベーデータベーデータベーデータベー

スのサイズが小さくならないスのサイズが小さくならないスのサイズが小さくならないスのサイズが小さくならない    

Storeデータベースのファイル容量がすでに限界に達している場合，データの保存期間を短く
設定してもファイルサイズは小さくなりません。この場合，保存期間を短く設定したあと，い
ったん Storeデータベースをバックアップし，リストアし直してください。 
データの保存期間の設定方法については，マニュアル「JP1/Performance Management シス
テム構築・運用ガイド」の，Storeデータベースの管理について説明している章を参照してく
ださい。また，Storeデータベースのバックアップとリストアの方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」の，バックアップとディスク
の管理について説明している章を参照してください。 

(2)(2)(2)(2)    共通メッセージログに「共通メッセージログに「共通メッセージログに「共通メッセージログに「StoreStoreStoreStore データデータデータデータベースに不正なデータが検出されました」というベースに不正なデータが検出されました」というベースに不正なデータが検出されました」というベースに不正なデータが検出されました」という

メッセージが出力されるメッセージが出力されるメッセージが出力されるメッセージが出力される    
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予期しないサービスの停止またはマシンの停止によって，Storeデータベースに不整合なデー
タが発生した可能性があります。次の方法で対処してください。 

• Storeデータベースをバックアップしてある場合は，Storeデータベースをリストアして
ください。 

• Storeデータベースをバックアップしていない場合は，Agent Storeサービスを停止した
あと，対応するデータベースファイル（*.DBファイルおよび*.IDXファイル）を削除し，
サービスを再起動してください。 

 

7.2.57.2.57.2.57.2.5    その他のトラブルについてその他のトラブルについてその他のトラブルについてその他のトラブルについて    
トラブルが発生したときの現象を確認してください。メッセージが出力されている場合は，メ
ッセージの内容を確認してください。また，Performance Managementが出力するログ情報
については，「7.3 ログ情報」を参照してください。 
「7.2.1 セットアップやサービスの起動について」から「7.2.4 パフォーマンスデータの収集
と管理について」に示した対処をしても，トラブルが解決できなかった場合，または，これら
以外のトラブルが発生した場合，トラブルの要因を調査するための資料を採取し，システム管
理者に連絡してください。 
採取が必要な資料および採取方法については，「7.4 トラブル発生時に採取が必要な資料」と
「7.5 資料の採取方法」を参照してください。 
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7.37.37.37.3    ログ情報ログ情報ログ情報ログ情報    

Performance Managementでトラブルが発生した場合，ログ情報を確認して対処方法を検討
します。Performance Managementを運用しているときに出力されるログ情報には，次の 4
種類があります。 

• システムログ 
• 共通メッセージログ 
• 稼働状況ログ 
• トレースログ 

ここでは，4種類のログ情報，および各ログ情報に設定できるログオプションについて説明し
ます。 

7.3.17.3.17.3.17.3.1    ログ情報の種類ログ情報の種類ログ情報の種類ログ情報の種類    
((((1111))))    システムログシステムログシステムログシステムログ    

システムログとは，システムの状態やトラブルを通知するログ情報のことです。このログ情報
はイベントログファイルに出力されます。 
出力形式については，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，ログ
情報について説明している章を参照してください。 
 

論理ホスト運用の場合の注意事項 

Performance Managementのシステムログのほかに，クラスタソフトによる
Performance Managementの制御などを確認するためにクラスタソフトのログが必要で
す。    

 

((((2222))))    共通メッセージログ共通メッセージログ共通メッセージログ共通メッセージログ    

共通メッセージログとは，システムの状態やトラブルを通知するログ情報のことです。システ
ムログよりも詳しいログ情報が出力されます。共通メッセージログの出力先ファイル名やファ
イルサイズについては，「7.3.2ログファイルおよびフォルダ一覧」を参照してください。また，
出力形式については，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，ログ
情報について説明している章を参照してください。 

論理ホスト運用の場合の注意事項 

論理ホスト運用の Performance Managementの場合，共通メッセージログは共有ディス
クに出力されます。共有ディスク上にあるログファイルは，フェールオーバーするときに

システムとともに引き継がれますので，メッセージは同じログファイルに記録されます。 
 

((((3333))))    稼働状況ログ稼働状況ログ稼働状況ログ稼働状況ログ    

稼働状況ログとは，PFM - Web Console が出力するログ情報のことです。稼働状況ログの出力
先ファイル名やファイルサイズについては，マニュアル「JP1/Performance Management シ
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ステム構築・運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明している章を参照してくだ
さい。また，出力形式については，マニュアル「JP1/Performance Management リファレン
ス」の，ログ情報について説明している章を参照してください。 

 

((((4444))))    トレースログトレースログトレースログトレースログ    

トレースログとは，トラブルが発生した場合に，トラブル発生の経緯を調査したり，各処理の
処理時間を測定したりするために採取するログ情報のことです。 

トレースログは，Performance Managementシリーズプログラムの各サービスが持つログフ
ァイルに出力されます。 

論理ホスト運用の場合の注意事項 
論理ホスト運用の Performance Managementの場合，トレースログは共有ディスクに
出力されます。共有ディスク上にあるログファイルは，フェールオーバーするときにシ
ステムとともに引き継がれますので，メッセージは同じログファイルに記録されます。 

 

7.3.27.3.27.3.27.3.2    ログファイルおよびフォルダ一覧ログファイルおよびフォルダ一覧ログファイルおよびフォルダ一覧ログファイルおよびフォルダ一覧    
ここでは，Performance Managementから出力されるログ情報について説明します。稼働状
況ログの出力先ファイル名やファイルサイズについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明している
章を参照してください。 
((((1111))))    共通メッセージログ共通メッセージログ共通メッセージログ共通メッセージログ    

ここでは，Performance Managementのログ情報のうち，共通メッセージログについて，ロ
グの出力元であるサービス名または制御名，ログファイル名，およびディスク使用量を，次の
表に示します。 
表表表表 7777----2222    共通メッセージログのファイル名（共通メッセージログのファイル名（共通メッセージログのファイル名（共通メッセージログのファイル名（WindowsWindowsWindowsWindows の場合）の場合）の場合）の場合）    

ログ情報の種類ログ情報の種類ログ情報の種類ログ情報の種類    出力元出力元出力元出力元    ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名    
ディスク使用量ディスク使用量ディスク使用量ディスク使用量※2 

（キロバイト）（キロバイト）（キロバイト）（キロバイト）    

共通メッセージログ Performance 
Management 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ

¥log¥jpclog{01|02}※1 
2,048 
(＊2) 

共通メッセージログ
（論理ホスト運用の
場合） 

論理ホスト運用
のPerformance 
Management 

環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ※※※※3333    
¥jp1pc¥log¥jpclog{01|02}
※2    

2,048 
(＊2) 

 
注※1 
共通メッセージログのログファイル名には，末尾に「01」または「02」が付加されます。
ログ情報は，まず，末尾が「01」のログファイルに出力されます。ログファイルのサイ
ズが上限に達すると，ログファイル名の末尾が「01」から「02」に変更され，ファイル
名の末尾が「01」のログファイルが新規作成されます。その後出力されるログ情報は，
末尾が「01」のログファイルに出力されます。すでにファイル名の末尾が「02」のログ
ファイルがある場合は，上書きされます。 

注※2 
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（ ）内の数字は，一つのサービスに対して作成されるログファイルの数を示します。
例えば，「2,048(＊2)」の場合，ディスク使用量が 2,048キロバイトのログファイルが最
大で二つ作成されることを示します。この場合，ディスク使用量は合計で 4,096キロバ
イトとなります。 

注※3 

環境ディレクトリは，論理ホスト作成時に指定した共有ディスク上のディレクトリです。 
 

((((2222))))    トレースログトレースログトレースログトレースログ    

ここでは，Performance Managementのログ情報のうち，PFM - Agentのトレースログの出
力元であるサービス名または制御名，および格納先ディレクトリ名を，次の表に示します。 
表表表表 7777----3333    トレースログの格納先フォルダ名（トレースログの格納先フォルダ名（トレースログの格納先フォルダ名（トレースログの格納先フォルダ名（WindowsWindowsWindowsWindows の場合）の場合）の場合）の場合）    

ログ情報の種類ログ情報の種類ログ情報の種類ログ情報の種類    出力元出力元出力元出力元    フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名    
Action Handler 
 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥bin¥action¥log¥ 

Performance 
Managementコマンド 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ¥tools¥log¥ 

Agent Collector 
 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥agtk¥agent¥log¥ 

トレースログ 

Agent Store 
 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥agtk¥store¥log¥ 

Action Handler 環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ※

¥jp1pc¥bin¥action¥log¥ 

Performance Managementコ
マンド 

環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ※¥jp1pc¥tools¥log¥ 

Agent Collector 環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ※

¥jp1pc¥agtk¥agent¥log¥ 

トレースログ（論理ホ
スト運用の場合） 

Agent Store 環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ環境ディレクトリ※

¥jp1pc¥agtk¥store¥log¥ 

    

注※ 
環境ディレクトリは，論理ホスト作成時に指定した共有ディスク上のディレクトリです。 

    

    

    

    

    

    

    



7. トラブルへの対処方法 

206 

7.47.47.47.4    トラブル発生時に採取が必要な資料トラブル発生時に採取が必要な資料トラブル発生時に採取が必要な資料トラブル発生時に採取が必要な資料    

「6.2 トラブルシューティング」に示した対処をしてもトラブルを解決できなかった場合，ト
ラブルの要因を調べるための資料を採取し，システム管理者に連絡する必要があります。この
節では，トラブル発生時に採取が必要な資料について説明します。    

Performance Managementでは，採取が必要な資料を一括採取するためのコマンドを用意して
います。PFM - Agentの資料を採取するには，jpcrasコマンドを使用します。jpcrasコマン
ドを使用して採取できる資料については，表中に記号で示しています。    

注意注意注意注意 
jpcrasコマンドで採取できる資料は，コマンド実行時に指定するオプションによって異
なります。コマンドに指定するオプションと採取できる資料については，マニュアル
「JP1/Performance Management リファレンス」の，コマンドについて説明している章
を参照してください。 
 

論理ホスト運用の場合の注意事項 

論理ホスト運用の場合の注意事項を次に示します。 

y 論理ホスト運用する場合の Performance Managementのログは，共有ディスクに格納
されます。なお，共有ディスクがオンラインになっている場合は，jpcrasコマンドで

共有ディスク上のログも一括して採取することができます。 

y フェールオーバー時の問題を調査するには，フェールオーバーの前後の資料が必要です。

このため，実行系と待機系の両方の資料が必要になります。 

論理ホスト運用の Performance Managementの調査には，クラスタソフトの資料が必要
です。論理ホスト運用の Performance Managementは，クラスタソフトから起動や停止
を制御されているので，クラスタソフトの動きと Performance Managementの動きを対
比して調査するためです。 

    

7.4.17.4.17.4.17.4.1    WindowsWindowsWindowsWindows の場合の場合の場合の場合    
(1)(1)(1)(1)    OSOSOSOS のログ情報のログ情報のログ情報のログ情報    

情報の種類情報の種類情報の種類情報の種類    概要概要概要概要    デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名    
Jpcras コマンドコマンドコマンドコマンド

での採取での採取での採取での採取    

システムログ Windowsイベントログ －    × 
プロセス情報 プロセスの一覧 － ○ 

hostsファイル システムフォルダシステムフォルダシステムフォルダシステムフォルダ    
¥system32¥drivers¥etc
¥hosts 

○ システムファイル

servicesファイル システムフォルダシステムフォルダシステムフォルダシステムフォルダ    
¥system32¥drivers¥etc
¥services 

○ 

OS情報 システム情報 － ○ 
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情報の種類情報の種類情報の種類情報の種類    概要概要概要概要    デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名    
Jpcras コマンドコマンドコマンドコマンド

での採取での採取での採取での採取    

ネットワークステータ
ス 

－ ○  

ホスト名 － ○ 

ダンプ情報 ワトソンログファイル •Windows 2000の場合 
システムドライブシステムドライブシステムドライブシステムドライブ¥Documents 
and Settings¥All 
Users¥Documents¥DrWat

son¥drwtsn32.log※ 
システムドライブシステムドライブシステムドライブシステムドライブ¥Documents 
and Settings¥All 
Users¥Documents¥DrWat

son¥user.dump※ 
•Windows Server 2003の場
合 
システムドライブシステムドライブシステムドライブシステムドライブ¥Documents 
and 
Settings¥All 
Users¥Application 
Data¥Microsoft¥Dr 
Watson¥drwtsn32.log※ 
システムドライブシステムドライブシステムドライブシステムドライブ¥Documents 
and 
Settings¥All 
Users¥Application 
Data¥Microsoft¥Dr 
Watson¥user.dump※ 

○ 

（凡例） 
○：採取できる 
×：採取できない 
－：該当しない 

注※ 
別のフォルダにログファイルが出力されるように設定している場合は，該当するフォルダか
ら資料を採取してください。 

((((2222))))    Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management の情報の情報の情報の情報    

Performance Managementに関する次の情報の採取が必要です。また，ネットワーク接続で
のトラブルの場合，接続先マシン上のファイルの採取も必要です。Performance Management
の情報を次の表に示します。 

情報の種類情報の種類情報の種類情報の種類    概要概要概要概要    デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名    
Jpcras コマンコマンコマンコマン

ドでの採取ドでの採取ドでの採取ドでの採取    

共通メッセージログ Performance 
Management から出力さ
れるメッセージログ 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ    
¥log¥jpclog{01|02
} 
 

○ 

構成情報 各構成情報ファイル － ○ 
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情報の種類情報の種類情報の種類情報の種類    概要概要概要概要    デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名デフォルトのファイル名    
Jpcras コマンコマンコマンコマン

ドでの採取ドでの採取ドでの採取ドでの採取    

 jpcctrl list コマンド
の出力結果 

－ ○ 

製品バージョン － ○ バージョン情報 
履歴情報 － ○ 

データベース情報 Agent Store インスインスインスインストール先フォルダトール先フォルダトール先フォルダトール先フォルダ    
¥agtk¥store¥*.DB 
インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ    
¥agtk¥store¥*.IDX 

○ 

トレースログ Performance 
Management シリーズプ
ログラムの各サービスの
トレース情報 

－※1 ○ 

インストールログ※2 インストール時のメッセ
ージログ 

%TEMP%¥pfm_inst.l
og 
 

× 

（凡例） 
○：採取できる 
×：採取できない 
－：該当しない 

注※1 
トレースログの格納先フォルダについては，「7.3.2 ログファイルおよびフォルダ一覧」
を参照してください。 

注※2 
インストールに失敗した場合に採取してください。 

((((3333))))    オペレーション内容オペレーション内容オペレーション内容オペレーション内容    

トラブル発生時のオペレーション内容について，次に示す情報が必要です。 
• オペレーション内容の詳細 
• トラブル発生時刻 
• マシン構成（各OSのバージョン，ホスト名，PFM - ManagerとPFM - Agentの構成など） 
• 再現性の有無 
• PFM - Web Consoleからログインしている場合は，ログイン時のPerformance 

Managementユーザー名 

((((4444))))    画面上のエラー情報画面上のエラー情報画面上のエラー情報画面上のエラー情報    

次に示すハードコピーを採取してください。    

• アプリケーションエラーが発生した場合は，操作画面のハードコピー 
• エラーメッセージダイアログボックスのハードコピー（詳細ボタンがある場合はその内容
を含む） 

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，［コマンドプロンプト］ウィンドウのハー
ドコピー 

((((5555))))    その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報    
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上記以外で必要な情報を次に示します。 
• Windowsの［イベントビューア］ウィンドウの，［システムログ］および［アプリケーシ
ョンログ］の内容 

• ［コンピュータの管理］の［システム情報］の内容，または［アクセサリ］－［システム
ツール］－［システム情報］の内容（Windows 2000の場合） 

• ［アクセサリ］－［システムツール］－［システム情報］の内容（Windows Server2003
の場合） 

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コマンドに指定した引数 
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7.57.57.57.5    資料の採取方法資料の採取方法資料の採取方法資料の採取方法    

トラブルが発生したときに資料を採取する方法を次に示します。 

7.5.17.5.17.5.17.5.1    WindowsWindowsWindowsWindows の場合の場合の場合の場合    
((((1111))))    資料採取コマンドを実行する資料採取コマンドを実行する資料採取コマンドを実行する資料採取コマンドを実行する    

トラブルの要因を調べるための資料の採取には，jpcrasコマンドを使用します。資料採取コマ
ンドの実行手順を次に示します。なお，ここで説明する操作は，OSユーザーとして
Administrators権限を持つユーザーが実行してください。 
1.1.1.1.    資料採取するサービスがインストールされているホストにログインする。 

2.2.2.2.    コマンドプロンプトで次に示すコマンドを実行して，コマンドインタープリタの「コマンド拡張機能」を有

効にする。 

cmd /E:ON 

3.3.3.3.    採取する資料および資料の格納先フォルダを指定して，jpcrasコマンドを実行する。 

jpcrasコマンドで，採取できるすべての情報をc:¥tmp¥jpc¥agtフォルダに格納する場合の，
コマンドの指定例を次に示します。 
jpcras c:¥tmp¥jpc¥agt all all 

jpcrasコマンドについては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」
の，コマンドについて説明している章を参照してください。 
 
 

(2)(2)(2)(2)    資料採取コマンドを実行する（論理ホスト運用の場合）資料採取コマンドを実行する（論理ホスト運用の場合）資料採取コマンドを実行する（論理ホスト運用の場合）資料採取コマンドを実行する（論理ホスト運用の場合）    
論理ホスト運用の Performance Management の資料は共有ディスクにあり，資料は実行系と待
機系の両方で採取する必要があります。 
トラブルの要因を調べるための資料の採取には，jpcras コマンドを使用します。資料採取コマ
ンドの実行手順を次に示します。なお，ここで説明する操作は，OSユーザーとして Administrators
権限を持つユーザーが実行してください。 
論理ホスト運用の場合の資料採取コマンドの実行について，手順を説明します。 

1.1.1.1.    共有ディスクをオンラインにする。 

論理ホストの資料は共有ディスクに格納されています。実行系ノードでは，共有ディスクが

オンラインになっていることを確認して資料を採取してください。 

2.2.2.2.    実行系と待機系の両方で，採取する資料および資料の格納先フォルダを指定して，jpcras

コマンドを実行する。 

jpcrasコマンドで，採取できるすべての情報を c:¥tmp¥jpc¥agtフォルダに格納する場

合の，コマンドの指定例を次に示します。 
jpcras c:¥tmp¥jpc¥agt all all 

jpcrasコマンドを lhostの引数を指定しないで実行すると，そのノードの物理ホストと論

理ホストの Performance Managementの資料が一とおり採取されます。論理ホスト環境の
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Performance Managementがある場合は，共有ディスク上のログファイルが取得されます。 
なお，共有ディスクがオフラインになっているノードで jpcrasコマンドを実行すると，共

有ディスク上のファイルを取得できませんが，エラーは発生しないで正常終了します。 

注意 

実行系ノードと待機系ノードの両方で，資料採取コマンドを実行して資料採取をしてく

ださい。フェールオーバーの前後の調査をするには，実行系と待機系の両方の資料が必

要です。 

jpcrasコマンドについては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」
の，コマンドについて説明している章を参照してください。 

3.3.3.3.    クラスタソフトの資料を採取する。 

この資料は，クラスタソフトとPerformance Managementのどちらでトラブルが発生してい
るのかを調査するために必要になります。クラスタソフトからPerformance Managementへ
の起動停止などの制御要求と結果を調査できる資料を採取してください。 

 

(3)(3)(3)(3)    WindowsWindowsWindowsWindows イベントイベントイベントイベントログを確認するログを確認するログを確認するログを確認する    

Windowsの［イベントビューア］ウィンドウで，Windowsイベントログを確認してください。ま
た，ファイルに出力してください。 

(4)(4)(4)(4)    オペレーション内容を確認するオペレーション内容を確認するオペレーション内容を確認するオペレーション内容を確認する    

トラブル発生時のオペレーション内容を確認し，記録しておいてください。確認が必要な情報を
次に示します。 

• オペレーション内容の詳細 
• トラブル発生時刻 
• マシン構成（各OSのバージョン，ホスト名，PFM - ManagerとPFM - Agentの構成など） 
• 再現性の有無 
• PFM - Web Consoleからログインしている場合は，ログイン時のPerformance Management
ユーザー名 

(5)(5)(5)(5)    画面上のエラー情報を採取する画面上のエラー情報を採取する画面上のエラー情報を採取する画面上のエラー情報を採取する    

次に示すハードコピーを採取してください。 
• アプリケーションエラーが発生した場合は，操作画面のハードコピー 
• エラーメッセージダイアログボックスのハードコピー 
詳細情報がある場合はその内容をコピーしてください。 

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，［コマンドプロンプト］ウィンドウのハード
コピー 

Windows 2000の場合，［コマンドプロンプト］ウィンドウのハードコピーを採取する際は，［コ
ントロールパネル］の［コンソール］で，［コマンドプロンプト］ウィンドウについて次のよう
に設定しておいてください。 

• ［オプション］タブ 
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［簡易編集モード］がチェックされた状態にする。 
• ［レイアウト］タブ 
［画面バッファのサイズ］の［高さ］に「500」を設定する。 

Windows Server 2003の場合，［コマンドプロンプト］ウィンドウのハードコピーを採取する際
は，［"コマンドプロンプト"のプロパティ］ウィンドウについて次のように設定しておいてくだ
さい。 

• ［オプション］タブの［編集オプション］ 
［簡易編集モード］がチェックされた状態にする。 

• ［レイアウト］タブ 
［画面バッファのサイズ］の［高さ］に「500」を設定する。 

(6)(6)(6)(6)    その他の情報を採取するその他の情報を採取するその他の情報を採取するその他の情報を採取する    

上記以外で必要な情報を採取してください。 
• Windowsの［イベントビューア］ウィンドウの，［システムログ］および［アプリケーショ
ンログ］の内容 

• ［コンピュータの管理］の［システム情報］の内容，または［アクセサリ］－［システムツ
ール］－［システム情報］の内容（Windows 2000の場合） 
［コンピュータの管理］の［システム情報］の内容，または［アクセサリ］－［システムツ
ール］－［システム情報］の内容を印刷してください。 

• ［アクセサリ］－［システムツール］－［システム情報］の内容（Windows Server2003の
場合） 
［アクセサリ］－［システムツール］－［システム情報］の内容を印刷してください。 

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コマンドに指定した引数 
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7.67.67.67.6    Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Managementの障害検知の障害検知の障害検知の障害検知    

Performance Managementのログファイルをシステム統合監視製品であるJP1/Baseで監視すること
で，Performance Management 自身の障害を検知できます。また，Performance Management では，
障害が発生したときに PFM - Manager および PFM - Agent の各サービスの状態を正しく確認する
ためのステータス管理機能があります。これによって，システム管理者は障害が発生したときに
素早く検知し，原因となったサービスの状態を正確に把握して復旧のために適切に対処できます。 
Performance Management 自身の障害検知については，マニュアル「JP1/Performance Management シ
ステム構築・運用ガイド」の，Performance Management の障害検知について説明している章を参
照してください。 
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7.77.77.77.7    Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Managementの障害回復の障害回復の障害回復の障害回復    

Performance Managementのサーバで障害が発生したときに，バックアップファイルを基にして，
障害が発生する前の正常な状態に回復する必要があります。 
障害が発生する前の状態に回復する手順については，マニュアル「 JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明している章を
参照してください。 
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付録付録付録付録    
    

付録付録付録付録 AAAA    システム見積もりシステム見積もりシステム見積もりシステム見積もり    

付録付録付録付録 BBBB    識別子一覧識別子一覧識別子一覧識別子一覧    

付録付録付録付録 CCCC    プロセス一覧プロセス一覧プロセス一覧プロセス一覧    

付録付録付録付録 DDDD    ポート番号一覧ポート番号一覧ポート番号一覧ポート番号一覧    

付録付録付録付録 EEEE    PFMPFMPFMPFM -Agent for Agent for Agent for Agent for IISIISIISIIS のプロパティのプロパティのプロパティのプロパティ    

付録付録付録付録 FFFF    ファイルおよびフォルダ一覧ファイルおよびフォルダ一覧ファイルおよびフォルダ一覧ファイルおよびフォルダ一覧    

付録付録付録付録 GGGG    移行手順と移行時の注意事項移行手順と移行時の注意事項移行手順と移行時の注意事項移行手順と移行時の注意事項    

付録付録付録付録 HHHH    バージョン互換バージョン互換バージョン互換バージョン互換    

付録付録付録付録 I I I I    動作ログの出力動作ログの出力動作ログの出力動作ログの出力    

付録付録付録付録 JJJJ    各バージョンの変更内容各バージョンの変更内容各バージョンの変更内容各バージョンの変更内容    

付録付録付録付録 KKKK    用語解説用語解説用語解説用語解説    
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付録付録付録付録AAAA    システム見積もりシステム見積もりシステム見積もりシステム見積もり    
 
PFM - Agent for IISを使ったシステムを構築する前に，使用するマシンの性能が，PFM - 
Agent for IISを運用するのに十分であるか，見積もっておくことをお勧めします。 
見積もり項目を次に説明します。 

A.1A.1A.1A.1    メモリー所要量メモリー所要量メモリー所要量メモリー所要量    

メモリー所要量は，PFM - Agent for IISの設定状況や使用状況によって変化します。 
標準（初期状態で運用した場合）では，40メガバイトです。 

A.2A.2A.2A.2    ディスク占有量ディスク占有量ディスク占有量ディスク占有量    

ディスク占有量は，パフォーマンスデータを収集するレコード数によって変化します。 
PFM - Agent for IISのディスク占有量の見積もりについて説明します。 

((((1111))))    システム全体のディスク占有量システム全体のディスク占有量システム全体のディスク占有量システム全体のディスク占有量    

表表表表 AAAA----1111    システム全体のディスク占有量システム全体のディスク占有量システム全体のディスク占有量システム全体のディスク占有量    

PFMPFMPFMPFM    ----    Agent for IISAgent for IISAgent for IISAgent for IIS のののの状態状態状態状態    ディスク占有量（単位：メガバイト）ディスク占有量（単位：メガバイト）ディスク占有量（単位：メガバイト）ディスク占有量（単位：メガバイト）    

インストール時 8.5（ホストが 64ビット IPFの場合は 20） 
初期状態での運用 72（ホストが 64ビット IPFの場合は 82） 
初期状態以外での運用 52+W（ホストが 64ビット IPFの場合は 62+W） 

（凡例） 
W：Storeデータベースで使用するディスク占有量 

Storeデータベースで使用するディスク占有量は，PIレコードタイプのレコードのディスク占
有量と PDレコードタイプのレコードのディスク占有量の合計で計算されます。 
レコードタイプごとのディスク占有量の見積もり式については，次で説明します。 

((((2222))))    StoreStoreStoreStoreデータベース（データベース（データベース（データベース（StorStorStorStoreeeeバージョンバージョンバージョンバージョン1.01.01.01.0）のディスク占有量）のディスク占有量）のディスク占有量）のディスク占有量    
Storeデータベース（Storeバージョン 1.0）のディスク占有量について説明します。 

(a) 見積もり式 

Storeデータベースでは，各レコードは，レコードタイプごとに一つのファイルに格納されます。
Storeデータベース（Storeバージョン 1.0）のディスク占有量について，レコードタイプごとに次
の表に示します。 

注意注意注意注意    

・パフォーマンスデータが Storeデータベースに格納される際，幾つかのフィールドが追加され
ます。追加されるフィールドは，ディスク占有量に含まれるため，新たに容量を見積もる必要は
ありません。 

・各レコードに共通して追加されるフィールド・各レコードに共通して追加されるフィールド・各レコードに共通して追加されるフィールド・各レコードに共通して追加されるフィールド 

各レコードに共通して追加されるフィールドを次の表に示します。 
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PFM - View名 PFM - Manager名 説明 
Agent Host DEVICEID PFM - Agentが動作しているホスト

名。 
Agent Instance PROD_INST PFM - Agentが動作しているホスト

名。 
Agent Type PRODID PFM - Agentのプロダクト ID。 
Date DATE レコードが作成された日（グリニッ

ジ標準時）。 
Date and Time DATETIME Date（DATE）と Time（TIME）フィ

ールドの組み合わせ。 
Drawer Type DRAWER_TYPE PIレコードタイプのレコードの場

合，データが要約される区分（分，
時，日，週，月，年）。 

GMT Offset GMT_ADJUST グリニッジ標準時とローカル時間
の差（秒単位）。 

Time TIME レコードが作成された時刻（グリニ
ッジ標準時）。 

・PIレコードタイプのデータを要約する際に追加されるフィールド 

PFM - View名や PFM - Manager名の末尾に，次に示す文字列が付加されているフィールドが該

当します。PIレコードタイプのデータを要約する際に追加されるフィールドを次の表に示しま

す。なお，要約ルールと要約に際して追加されるフィールドについては，「5. レコード」の

要約ルールについて説明している個所を参照してください。 

PFM - View名 PFM - Manager名 説明 
PFM - View名
(Total) 

PFM - Manager名
_TOTAL 

フィールドの合計値。 

PFM - View名
(Total) 

PFM - Manager名
_TOTAL_SEC 

フィールドの合計値（utime型の場
合）。 

PFM - View名
(Max) 

PFM - Manager名
_HI 

フィールドの最大値。 

PFM - View名
(Min) 

PFM - Manager名
_LO 

フィールドの最小値。 

－ PFM - Manager名
_COUNT 

収集レコード数。 

・jpcctrl dump コマンドで，コマンドで，コマンドで，コマンドで，StoreStoreStoreStore のデータベースに格納されているデータをエクスポートすのデータベースに格納されているデータをエクスポートすのデータベースに格納されているデータをエクスポートすのデータベースに格納されているデータをエクスポートす

る際に追加されるフィールドる際に追加されるフィールドる際に追加されるフィールドる際に追加されるフィールド    

jpcctrl dump コマンドで，Store のデータベースに格納されているデータをエクスポートする

と，次のフィールドが出力されます。これらのフィールドも Store データベースに格納される

際，追加されるフィールドです。これらのフィールドは，PFM - Agent for Platform が内部で

使用するフィールドであるため，運用で使用しないでください。 

- レコード ID_DATE_F 

- レコード ID_DEVICEID_F 

- レコード ID_DRAWER_TYPE_F 
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- レコード ID_DRAWER_COUNT 

- レコード ID_DRAWER_COUNT_F 

- レコード ID_INST_SEQ 

- レコード ID_PRODID_F 

- レコード ID_PROD_INST_F 

- レコード ID_RECORD_TYPE 

- レコード ID_RECORD_TYPE_F 

- レコード ID_SEVERITY 

- レコード ID_SEVERITY_F 

- レコード ID_TIME_F 

- レコード ID_UOWID 

- レコード ID_UOWID_F 

- レコード ID_UOW_INST 

- レコード ID_UOW_INST_F 

- レコード ID_PFM - Manager名_SEC 

- レコード ID_PFM - Manager名_MSEC 

・jpcctrl backup コマンドまたは jpcctrl dump コマンドを実行する場合，バックアップファ

イルまたはエクスポートファイルには，次の表で算出した容量の約 2 倍のディスク容量が必

要となります。    

表表表表 AAAA----2222    レコードタイプごとのレコードタイプごとのレコードタイプごとのレコードタイプごとの StoreStoreStoreStore データベースのディスク占有量データベースのディスク占有量データベースのディスク占有量データベースのディスク占有量    

レコードタイプ ディスク占有量の見積もり式（単位：バイト） 
PIレコードタイプ (X1+.....+Xa+3,500＊a) 
PDレコードタイプ (Y1+.....+Yb+700＊b) 

（凡例） 

X：PIレコードタイプのレコードで履歴データを収集する各レコードのディスク占

有量 

Xの算出式を次に示します。 

X={e＊f+(d+1,900)＊{(e＊f)/(65,250-d)+1}※1}＊g＊1.5 

Y：PDレコードタイプのレコードで履歴データを収集する各レコードのディスク占

有量 

Yの算出式を次に示します。 

Y={e＊h+(d+1,900)＊{(e＊f)/(65,250-d)+1}※1＊(h/f)※2}＊1.5 

a：PIレコードタイプのレコードで履歴データを収集するレコード数 

b：PDレコードタイプのレコードで履歴データを収集するレコード数 

d：履歴データを収集する各レコードの固定部のサイズ※3 

e：履歴データを収集する各レコードの可変部のサイズ※3 
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f：履歴データを収集する各レコードのインスタンス数（単数インスタンスレコード

の場合は 1） 

g：PIレコードタイプの履歴データを収集する各レコードの保存レコード数（インス

タンス数は考慮しません）※4 

h：PDレコードタイプおよび PLレコードタイプの履歴データを収集する各レコー

ドの保存レコード数の上限値※5 

注※1 

{(e＊f)/(65,250-d)+1}の計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。 

注※2 

(h/f)の計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。 

注※3 

各レコードの固定部・可変部のサイズについては，「5. レコード」を参照してく

ださい。 

注※4 

PIレコードタイプのレコードの場合，収集したデータがある一定の区分（時，日，

週，月，および年単位）に自動的に要約されるので，分，時，日，週，月，および

年の部分の保存レコード数を考慮して計算する必要があります。デフォルトの保存

期間と保存レコードを次の表に示します。 
データの種類 保存期間 保存レコード数※5 

（収集間隔が 1分の場合） 
分単位 1日 1,440 
時単位 7日 168 
日単位 1年 366 
週単位 1年 52 
月単位 1年 12 
年単位 制限なし （収集年数）＊1 

注※5 

保存レコード数については，「付録 E.1 Agent Storeのプロパティ一覧」を参照して

ください。 
 

(3)(3)(3)(3)    StoreStoreStoreStoreデータベース（データベース（データベース（データベース（StoreStoreStoreStoreバージョンバージョンバージョンバージョン2.02.02.02.0）のディスク占有量）のディスク占有量）のディスク占有量）のディスク占有量    
Storeデータベース（Storeバージョン 2.0）のディスク占有量について説明します。 

(a) 見積もり式 

ディスク占有量，ファイル数，およびディレクトリ数の見積もりについて説明します。 

z ディスク占有量 

Storeデータベースのディスク占有量は，レコードタイプごとのディスク占有量の総和となります。
PIレコードタイプについては，さらに要約区分ごとのディスク占有量の総和となります。 
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注意注意注意注意    

パフォーマンスデータが Storeデータベースに格納される際，幾つかのフィールドが追加さ
れます。追加されるフィールドは，ディスク占有量に含まれるため，新たに容量を見積もる
必要はありません。各レコードに共通して追加されるフィールドは Storeバージョン 1.0と
同じです。詳細については，「(2) Storeデータベース（Storeバージョン 1.0）のディスク
占有量」を参照してください。 

レコードタイプごとのディスク占有量 Xの見積もり式（単位：バイト） 

X={e＊f'+(d+60)＊{(e+2＊f' )/(65,250-d)+1}※1}＊a/b＊(c+1)＊1.1 
a：レコードタイプ，要約区分ごとに値が異なります。表 A-3を参照してください。 

b：レコードタイプ，要約区分ごとに値が異なります。表 A-3を参照してください。※2 

c：履歴データの保存期間設定値※3。レコードタイプ，要約区分ごとに指定する単位が異なり
ます。単位については表 A-3を参照してください。 

d：履歴データを収集する各レコードの固定部のサイズ※4 

e：履歴データを収集する各レコードの可変部のサイズ※4 

f：履歴データを収集する各レコードのインスタンス数（単数インスタンスレコードの場合は
1）※5 

表表表表 AAAA----3333    aaaa，，，，bbbb，および，および，および，および cccc に設定する値に設定する値に設定する値に設定する値 

レコードタイプレコードタイプレコードタイプレコードタイプ    要約区分要約区分要約区分要約区分    aaaa    bbbb    cccc    

PI 分 1,440 1+(g-1)/60※2 保存期間(単位：日)  

 時 24 1+(g-1)/3,600※2 保存期間(単位：日)  

 日 7 1+(g-1)/86,400※2 保存期間(単位：週)  

 週 1 1+(g-1)/604,800※2 保存期間(単位：週)  

 月 1 1+(g-1)/2,592,000※2 保存期間(単位：月)  

 年 1 1+(g-1)/31,622,400※2 保存期間(単位：年) 

PD － 1,440 g/60 保存期間(単位：日)  

PL － 1,440 g/60 保存期間(単位：日)  

（凡例） 

g：履歴データの収集インターバル設定値（単位：秒） 

－：該当しない 

注※1 

{(e＊f)/(65,250-d)+1}の計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。 

注※2 

PIレコードタイプの bの計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。 

注※3 

Storeバージョン 2.0の場合のデフォルトの保存期間を表 A-4，表 A-5に示します。 

注※4 
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各レコードの固定部・可変部のサイズについては，「5. レコード」のレコードサイズを参
照してください。 

注※5 

f'：fが 2以上の場合，4の倍数に丸め込みます。例えば f=2の場合は f'=4となります。f=13
の場合は f'=16となります。 

f=1の場合は f'=1となります。 
  

表表表表 AAAA----4444    PIPIPIPI レコードの保存期間（デフォルト値）レコードの保存期間（デフォルト値）レコードの保存期間（デフォルト値）レコードの保存期間（デフォルト値）    

データの種類データの種類データの種類データの種類    保存期間保存期間保存期間保存期間    

分単位 1日 

時単位 7日 

日単位 54週 

週単位 54週 

月単位 12か月 

年単位 制限なし 

 
PDレコードの保存期間は，jpcdbctrl setupコマンドでセットアップした場合はすべて 10日間とな
ります。 

表表表表 AAAA----5555    PDPDPDPD レコードの保存期間（デフォルト値）レコードの保存期間（デフォルト値）レコードの保存期間（デフォルト値）レコードの保存期間（デフォルト値）    

レコード名レコード名レコード名レコード名 保存期間（単位：日）保存期間（単位：日）保存期間（単位：日）保存期間（単位：日） 

PD_PD 10 
PD_TRDL 10 

 

z ファイル数ファイル数ファイル数ファイル数 

Storeデータベースで作成されるファイル数 Nの見積もり式を次に示します。 

N=20+2＊( 
         (A11+A12+...+A1m+m)+ 
         (A21+A22+...+A2m+m)+ 
         (A31+A32+...+A3m+m)+ 
         (A41+A42+...+A4m+m)+ 
         (A51+A52+...+A5m+m)+ 
         (11＊m)+ 
         (B1+B2+...+Bn+n) 
         ) 
m：PIレコードで収集しているレコードの数 

n：PDレコードで収集しているレコードの数 

A11～A1m：PIレコードタイプのレコードごとの分レコードの保存期間設定値（単位：日） 

A21～A2m：PIレコードタイプのレコードごとの時レコードの保存期間設定値（単位：日） 
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A31～A3m：PIレコードタイプのレコードごとの日レコードの保存期間設定値（単位：週） 

A41～A4m：PIレコードタイプのレコードごとの週レコードの保存期間設定値（単位：週） 

A51～A5m：PIレコードタイプのレコードごとの月レコードの保存期間設定値（単位：月） 

B1～Bn：PDレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値（単位：日） 

z ディレクトリ数ディレクトリ数ディレクトリ数ディレクトリ数    

Storeデータベースで作成されるディレクトリ数 Nの見積もり式を次に示します。 

N=25+2＊((A1max)+(A2max)+(A3max)+(A4max)+(A5max)+11+(Bmax)) 
A1max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「分」のデータの保存期間設定
値の最大値（単位：日） 

A2max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「時」のデータの保存期間設定
値の最大値（単位：日） 

A3max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「日」のデータの保存期間設定
値の最大値（単位：週） 

A4max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「週」のデータの保存期間設定
値の最大値（単位：週） 

A5max：PIレコードタイプで収集しているレコードの要約区分が「月」のデータの保存期間設定
値の最大値（単位：月） 

Bmax：PDレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値の最大値（単位：日） 

z StoreStoreStoreStore サービサービサービサービスがオープンするファイル数スがオープンするファイル数スがオープンするファイル数スがオープンするファイル数    

Storeサービスがオープンするファイル数 Nの見積もり式を次に示します。 

N=20+2＊(6＊l+m) 
l：PIレコードで収集しているレコードの数 

m：PDレコードで収集しているレコードの数 

A.3A.3A.3A.3    クラスタ運用時のディスク占有量クラスタ運用時のディスク占有量クラスタ運用時のディスク占有量クラスタ運用時のディスク占有量    

クラスタ運用時のディスク占有量の見積もりは，クラスタシステムで運用しない場合のディス
ク占有量の見積もりと同じです。ディスク占有量については，「付録 A.2 ディスク占有量」を
参照してください。 
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付録付録付録付録BBBB    識別子一覧識別子一覧識別子一覧識別子一覧    
 
PFM - Agent for IISを操作したり，PFM - Agent for IISの Storeデータベースからパフォー
マンスデータを抽出したりする際，PFM - Agent for IISであることを示す識別子が必要な場
合があります。PFM - Agent for IISの識別子を次の表に示します。 

表表表表 BBBB----1111    PFMPFMPFMPFM - Agent Agent Agent Agent for IISfor IISfor IISfor IIS の識別子一覧の識別子一覧の識別子一覧の識別子一覧    

用途用途用途用途    名称名称名称名称    識別子識別子識別子識別子    説明説明説明説明    

プロダクト ID K プロダクト IDとは，サービス IDの一部。サ
ービス IDは，コマンドを使用して
Performance Managementのシステム構成を
確認する場合や，パフォーマンスデータをバッ
クアップする場合などに必要である。サービス
IDについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，
Performance Managementを運用するための
操作について説明している章を参照のこと。 

コマンドなど 

サービスキー agtk コマンドを使用してPFM - Agent for IISを起
動する場合や，終了する場合などに必要であ
る。サービスキーについては，マニュアル
「JP1/Performance Management システム
構築・運用ガイド」の，Performance 
Managementを運用するための操作について
説明している章を参照のこと。 

ODBC 製品タイプ 
識別子 

IIS SQL文を使用してデータを抽出する場合に必
要である。詳細については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム
構築・運用ガイド」の，ODBCに準拠したア
プリケーションプログラムとの連携について
説明している章を参照のこと。 

ヘルプ ヘルプ ID pcak PFM - Agent for IISのヘルプであることを表
す。 
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付録付録付録付録CCCC    プロセス一覧プロセス一覧プロセス一覧プロセス一覧    
 
ここでは，PFM - Agent for IISのプロセス一覧を記載します。 
PFM - Agent for IISのプロセス一覧を次の表に示します。なお，プロセス名の後ろに記載さ
れている値は，同時に起動できるプロセス数です。 

表表表表 CCCC----1111    PFMPFMPFMPFM - Agent for IISAgent for IISAgent for IISAgent for IIS のプロセス一覧のプロセス一覧のプロセス一覧のプロセス一覧    

プロセス名プロセス名プロセス名プロセス名    

（プロセス数）（プロセス数）（プロセス数）（プロセス数）    
機能機能機能機能    

jpcagtk.exe(1) IIS Agent Collectorサービスプロセス。このプロセスは，PFM - Agent 
for IISごとに一つ起動する。 

jpcsto.exe(n) Agent Storeサービスプロセス。このプロセスは，PFM - Agentごと
に起動する。 

jpcKCollect.exe(1)※1 パフォーマンスデータ収集プロセス。 

stpqlpr.exe(1)※2 Storeデータベースのバックアップ／エクスポート実行プロセス。 

注※1 
jpcagtkプロセスの子プロセスです。 

注※2 
jpcstoプロセスの子プロセスです。 
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付録付録付録付録DDDD    ポート番号一覧ポート番号一覧ポート番号一覧ポート番号一覧    
 
ここでは，Performance Managementのポート番号を記載します。 
ポート番号は，ユーザー環境に合わせて任意の番号に変更することもできます。 
ポート番号の変更方法については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構
築・運用ガイド」の，インストールとセットアップについて説明している章を参照してくださ
い。なお，使用するプロトコルは TCP/IPです。 

D.1D.1D.1D.1    Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management のポート番号のポート番号のポート番号のポート番号    

Performance Managementで使用するポート番号を次の表に示します。 

表表表表 DDDD----1111    Performance ManagementPerformance ManagementPerformance ManagementPerformance Management で使用するポート番号で使用するポート番号で使用するポート番号で使用するポート番号    

サービス名サービス名サービス名サービス名    パラメーターパラメーターパラメーターパラメーター  ポート番号ポート番号ポート番号ポート番号  用途用途用途用途    

Agent Store jp1pcstok 20279※ パフォーマンスデータを記録したり，履
歴レポートを取得したりするときに使
用する。 

Agent Collector jp1pcagtk 20280※ アラームをバインドしたり，リアルタイ
ムレポートを取得したりするときに使
用する。 

注※ 
jpcnsconfig portコマンド実行時にポート番号を任意の番号に変更しない場合，これら
のポート番号が割り当てられます。また，jpcnsconfig portコマンドを実行しない場合，
サービスが再起動されるたびにシステムで使用されていないポート番号が自動的に割り当
てられます。 

D.2D.2D.2D.2    ファファファファイアウォールの通過方向イアウォールの通過方向イアウォールの通過方向イアウォールの通過方向    

ファイアウォールを挟んで PFM - Managerと PFM - Agent for IISを配置する場合は，PFM - 
Managerと PFM - Agentのすべてのサービスにポート番号を固定値で設定してください。ま
た，各ポート番号を次の表に示す方向で設定し，ファイアウォールを通過させるようにしてく
ださい。 

表表表表 DDDD----2222    ファイアウォールの通過方向ファイアウォールの通過方向ファイアウォールの通過方向ファイアウォールの通過方向    

サービス名サービス名サービス名サービス名    パラメーターパラメーターパラメーターパラメーター    通過方向通過方向通過方向通過方向    

Agent Store jp1pcstok Agent←Manager 
Agent Collector jp1pcagtk Agent←Manager 

（凡例） 
Manager：PFM - Managerホスト 
Agent：PFM - Agentホスト 
←：右項から左項への通信（コネクション）を開始する方向 
 

注意注意注意注意    

PFM - Agentのホストで jpcctrl dumpコマンドまたは jpcctrl listコマンドを実
行したい場合，次のどちらかの方法でコマンドを実行してください。 
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• jpcctrl dumpコマンドまたは jpcctrl listコマンドの proxyオプションで，PFM 
- Managerを経由して通信するように指定してください。jpcctrl dumpコマンドま
たは jpcctrl listコマンドの proxyオプションについては，マニュアル
「JP1/Performance Management リファレンス」の，コマンドについて説明している
章を参照してください。 

• 各 PFM - Agentホスト間で次の表に示す方向でポート番号を設定し，ファイアウォー
ルを通過させるようにしてください。    

サービス名サービス名サービス名サービス名    パラメパラメパラメパラメーターーターーターーター    通過方向通過方向通過方向通過方向    

Agent Store jp1pcstok Agent←→Agent 
Agent Collector jp1pcagtk Agent←→Agent 

（凡例） 
Agent：PFM - Agentホスト 
←→：左項から右項，および右項から左項両方向の通信（コネクション）を開始する方向 
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付録付録付録付録EEEE    PFMPFMPFMPFM    ----    Agent for IISAgent for IISAgent for IISAgent for IIS のプロパティのプロパティのプロパティのプロパティ    
 
ここでは，PFM - Web Consoleで表示される PFM - Agent for IISの Agent Storeのプロパテ
ィ一覧，および Agent Collectorのプロパティ一覧を記載します。 

E.1E.1E.1E.1    Agent StoreAgent StoreAgent StoreAgent Store のプロパティ一覧のプロパティ一覧のプロパティ一覧のプロパティ一覧    

PFM - Agent for IISの Agent Storeのプロパティ一覧を次の表に示します。 

表表表表 EEEE----1111    PFMPFMPFMPFM - Agent for IISAgent for IISAgent for IISAgent for IIS のののの Agent StoreAgent StoreAgent StoreAgent Store のプロパティ一覧のプロパティ一覧のプロパティ一覧のプロパティ一覧    

フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名    プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名    説明説明説明説明    

First Registration 
Date※ 

サービスが PFM - Managerに認識された最初
の日時が表示される。 

－ 

Last Registration Date
※ 

サービスが PFM - Managerに認識された最新
の日時が表示される。 

－ ホスト名やインストール先フォルダなどの情報
が格納される。このフォルダに格納されている
プロパティは変更できない。 

Directory サービスの動作するカレントフォルダ名が表示
される。 

Host Name サービスが動作する物理ホスト名が表示され
る。 

Process ID サービスのプロセス IDが表示される。 
Physical Address サービスが動作するホストの IP アドレスおよ

びポート番号が表示される。 
User Name サービスプロセスを実行したユーザー名が表示

される。 

General 

Time Zone サービスで使用されるタイムゾーンが表示され
る。 

－ サービスが起動されている OSの，OS情報が
格納される。このフォルダに格納されているプ
ロパティは変更できない。 

CPU Type CPUの種類が表示される。 
Hardware ID ハードウェア IDが表示される。 
OS Type OSの種類が表示される。 
OS Name OS名が表示される。 

System 

OS Version OSのバージョンが表示される。 
－ Performance Management通信共通ライブラ

リについての情報が格納されている。このフォ
ルダに格納されているプロパティは変更できな
い。 

Build Date Agent Storeサービスの作成日が表示される。 

Network Services 

INI File jpcns.iniファイルの格納フォルダ名が表示
される。 

Network 
Services 

Service － サービスについての情報が格納されている。こ
のフォルダに格納されているプロパティは変更
できない。 
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フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名    プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名    説明説明説明説明    

Description ホスト名やサービス種別などサービスの追加情
報が表示される。 

Local Service Name サービス IDが表示される。 
Remote Service Name 
 

接続先 PFM - ManagerホストのMaster 
Managerのサービス IDが表示される。  

  

EP Service Name 接続先PFM - ManagerホストのCorrelator の
サービス ID が表示される。 

－ データの保存期間を設定する。このフォルダに
格納されているプロパティは Storeバージョン
が「1.0」のときのみ変更できる。詳細について
は，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，
Storeデータベースの管理について説明してい
る章を参照のこと。 

Product Interval - 
Minute Drawer 

分ごとの PIレコードタイプのレコードの保存
期間を設定する。次のリストから選択できる。 

• Minute 
• Hour 
• Day 
• 2 Days 
• 3 Days 
• 4 Days 
• 5 Days 
• 6 Days 
• Week 
• Month 
• Year 

Product Interval - 
Hour Drawer 

時間ごとの PIレコードタイプのレコードの保
存期間を設定する。次のリストから選択できる。 

• Hour 
• Day 
• 2 Days 
• 3 Days 
• 4 Days 
• 5 Days 
• 6 Days 
• Week 
• Month 
• Year 

Retention 

Product Interval - Day 
Drawer 

日ごとの PIレコードタイプのレコードの保存
期間を設定する。次のリストから選択できる。 

• Day 
• 2 Days 
• 3 Days 
• 4 Days 
• 5 Days 
• 6 Days 
• Week 
• Month 
• Year 
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フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名    プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名    説明説明説明説明    

Product Interval - 
Week Drawer 

週ごとの PIレコードタイプのレコードの保存
期間を設定する。次のリストから選択できる。 

• Week 
• Month 
• Year 

Product Interval - 
Month Drawer 

月ごとの PIレコードタイプのレコードの保存
期間を設定する。次のリストから選択できる。 

• Month 
• Year 

Product Interval - 
Year Drawer 

年ごとの PI レコードタイプのレコードの保存
期間。Year で固定。 

 

Product Detail - PDPDPDPDレコレコレコレコ

ードードードードタイプのレコードタイプのレコードタイプのレコードタイプのレコード IDIDIDID 
各 PDレコードの保存レコード数を設定する。0
～2,147,483,647の整数が指定できる。 
注意注意注意注意：：：：範囲外の数値，またはアルファベットな
どの文字を指定した場合，エラーメッセージが
表示される。 

RetentionEx － レコードのデータの保存期間を設定する。1度
以上 Storeバージョン「2.0」で運用した場合に
表示される。詳細については，マニュアル
「JP1/Performance Management システム構
築・運用ガイド」の，Storeデータベースの管
理について説明している章を参照のこと。 

Retentio
nEx 

Product 
Interval 
- PIPIPIPI レコレコレコレコ

ードタイードタイードタイードタイ

プのレコプのレコプのレコプのレコ

ードードードード IDIDIDID 

－ PIレコードのデータの保存期間を設定する。各
レコード毎にフォルダが表示される。このフォ
ルダに格納されているプロパティは Storeバー
ジョンが「2.0」のときのみ変更できる。詳細に
ついては，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，
Storeデータベースの管理について説明してい
る章を参照のこと。 

  Period - Minute 
Drawer(Day) 

分ごとの PIレコードタイプのレコードの保存
期間(単位：日)を設定する。0～366の整数が指
定できる。 
注意：注意：注意：注意：PFM - Web Console 08-10以降を使用し
ている場合，範囲外の数値，またはアルファベ
ットなどの文字を指定するとエラーメッセージ
が表示される。 

  Period - Hour 
Drawer(Day) 

時間ごとの PIレコードタイプのレコードの保
存期間(単位：日)を設定する。0～366の整数が
指定できる。 
注意注意注意注意：：：：PFM - Web Console 08-10以降を使用し
ている場合，範囲外の数値，またはアルファベ
ットなどの文字を指定するとエラーメッセージ
が表示される。 
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フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名    プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名    説明説明説明説明    

  Period - Day 
Drawer(Week) 

日ごとの PIレコードタイプのレコードの保存
期間(単位：週)を設定する。0～522の整数が指
定できる。 
注意：注意：注意：注意：PFM - Web Console 08-10以降を使用し
ている場合，範囲外の数値，またはアルファベ
ットなどの文字を指定するとエラーメッセージ
が表示される。 

  Period - Week 
Drawer(Week) 

週ごとの PIレコードタイプのレコードの保存
期間(単位：週)を設定する。0～522の整数が指
定できる。 
注意：注意：注意：注意：PFM - Web Console 08-10以降を使用し
ている場合，範囲外の数値，またはアルファベ
ットなどの文字を指定するとエラーメッセージ
が表示される。 

  Period - Month 
Drawer(Month) 

月ごとの PIレコードタイプのレコードの保存
期間(単位：月)を設定する。0～120の整数が指
定できる。 
注意：注意：注意：注意：PFM - Web Console 08-10以降を使用し
ている場合，範囲外の数値，またはアルファベ
ットなどの文字を指定するとエラーメッセージ
が表示される。 

  Period - Year 
Drawer(Year) 

年ごとの PIレコードタイプのレコードの保存
期間(単位：年)。10で固定。 

Retentio
nEx 

Product 
Detail - 
PDPDPDPDレコーレコーレコーレコー

ドタイプドタイプドタイプドタイプ

のレコーのレコーのレコーのレコー

ドドドド IDIDIDID 

－ PDレコードのデータの保存期間を設定する。
各レコード毎にフォルダが表示される。このフ
ォルダに格納されているプロパティは Storeバ
ージョンが「2.0」のときのみ変更できる。詳細
については，マニュアル「JP1/Performance 
Management システム構築・運用ガイド」の，
Storeデータベースの管理について説明してい
る章を参照のこと。 

  Period(Day) PDレコードタイプのレコードの保存期間(単
位：日)を設定する。0～366の整数が指定でき
る。 
注意：注意：注意：注意：PFM - Web Console 08-10以降を使用し
ている場合，範囲外の数値，またはアルファベ
ットなどの文字を指定するとエラーメッセージ
が表示される。 

－ 各データベースで使用されているディスク容量
が格納されている。このフォルダに格納されて
いるプロパティには，プロパティを表示した時
点でのディスク使用量が表示される。このフォ
ルダに格納されているプロパティは変更できな
い。 

Product Interval PIレコードタイプのレコードで使用されるデ
ィスク容量が表示される。 

Disk Usage 

Product Detail PDレコードタイプのレコードで使用されるデ
ィスク容量が表示される。 
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フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名    プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名    説明説明説明説明    

Product Alarm PAレコードタイプのレコードで使用されるデ
ィスク容量が表示される。 
PFM - Agent for IISでは使用しない。 

Product Log PLレコードタイプのレコードで使用されるデ
ィスク容量が表示される。 
PFM - Agent for IISでは使用しない。 

 

Total Disk Usage データベース全体で使用されるディスク容量が
表示される。 

Configuration － Storeバージョンの値が格納される。1度以上
Storeバージョン「2.0」で運用した場合に表示
される。このフォルダに格納されているプロパ
ティは変更できない。詳細については，マニュ
アル「JP1/Performance Management システ
ム構築・運用ガイド」の，Storeデータベース
の管理について説明している章を参照のこと。 

 Store Version Storeバージョンの値が表示される。 

（凡例） 
－：該当しない 

注※ 
PFM - Web Consoleの画面の［エージェント階層］の［プロパティの表示］から表示し
た場合，First Registration Dateプロパティおよび Last Registration Dateプロパティは
表示されません。これらのプロパティ値を参照したい場合は，PFM - Web Consoleの画
面の［サービス階層］から［プロパティ］を表示してください。 
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E.2E.2E.2E.2    Agent CollectorAgent CollectorAgent CollectorAgent Collector のプロパティ一覧のプロパティ一覧のプロパティ一覧のプロパティ一覧    

PFM - Agent for IISの Agent Collectorのプロパティ一覧を次の表に示します。 

表表表表 EEEE----2222    PFMPFMPFMPFM - Agent for IISAgent for IISAgent for IISAgent for IIS のののの AgeAgeAgeAgent Collectornt Collectornt Collectornt Collector のプロパティ一覧のプロパティ一覧のプロパティ一覧のプロパティ一覧    

フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名    プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名    説明説明説明説明    

First Registration 
Date※1 

サービスが PFM - Managerに認識された最初
の日時が表示される。 

Last Registration 
Date※1 

サービスが PFM - Managerに認識された最新
の日時が表示される。 

－ 

Data Model 
Version 

データモデルのバージョンが表示される。 

－ ホスト名やフォルダなどの情報が格納されて
いる。このフォルダに格納されているプロパテ
ィは変更できない。 

Directory サービスの動作するカレントフォルダ名が表
示される。 

Host Name サービスが動作する物理ホスト名が表示され
る。 

Process ID サービスのプロセス IDが表示される。 

Physical Address サービスが動作するホストの IPアドレスおよ
びポート番号が表示される。 

User Name サービスプロセスを実行したユーザー名が表
示される。 

General 

Time Zone サービスで使用されるタイムゾーンが表示さ
れる。 

－ サービスが起動されている OSの，OS情報が
格納されている。このフォルダに格納されてい
るプロパティは変更できない。 

CPU Type CPUの種類が表示される。 
Hardware ID ハードウェア IDが表示される。 

OS Type OSの種類が表示される。 
OS Name OS名が表示される。 

System 

OS Version OSのバージョンが表示される。 

－ Performance Management通信共通ライブラ
リについての情報が格納されている。このフォ
ルダに格納されているプロパティは変更でき
ない。 

Build Date Agent Collectorサービスの作成日が表示され
る。 

Network Services 

INI File jpcns.iniファイルの格納フォルダ名が表示
される。 

Network 
Services 
 

Service － サービスについての情報が格納されている。こ
のフォルダに格納されているプロパティは変
更できない。 
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フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名    プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名    説明説明説明説明    

Description ホスト名やサービス種別などサービスの追加
情報が表示される。 

Local Service 
Name 

サービス IDが表示される。 

Remote Service 
Name 

Agent Collectorが接続する Agent Storeのサ
ービス IDが表示される。 

  

AH Service Name 同一ホストにある Action Handlerのサービス
IDが表示される。 

Detail Records － PDレコードタイプのレコードのプロパティが
格納されている。収集されているレコードのレ
コード IDは，太字で表示される。 

－ レコードのプロパティが格納されている。 

Description レコードの説明が表示される。このプロパティ
は変更できない。 

Log リスト項目から「Yes」または「No」を選択し，
レコードを Agent Storeデータベースに記録
するかどうかを指定する。この値が「Yes」で
かつ，Collection Intervalが 0より大きい値で
あれば，データベースに記録される。 

Collection 
Interval 

データの収集間隔を指定する。指定できる値は
0～2,147,483,647秒で，1秒単位で指定でき
る。なお，0と指定した場合は 0秒となり，デ
ータは収集されない。 

Collection Offset データの収集を開始するオフセット値を指定
する。指定できる値は，Collection Intervalで
指定した値の範囲内で，0～32,767秒の 1秒単
位で指定できる。なお，データ収集の記録時間
は，Collection Offsetの値によらないで，
Collection Intervalと同様の時間となる。 

Detail 
Records 
 

レコードレコードレコードレコード IDIDIDID※2 

LOGIF レコードをデータベースに記録するときの条
件を指定する。条件に合ったレコードだけがデ
ータベースに記録される。PFM - Web Console
の［ログ出力条件式の編集］ダイアログボック
スで作成した条件式（文字列）が表示される。 

Interval Redcors － PIレコードタイプのレコードのプロパティが
格納されている。収集されているレコードのレ
コード IDは，太字で表示される。 

－ レコードのプロパティが格納されている。 Interval 
Records 

レコードレコードレコードレコード IDIDIDID※2 

Description レコードの説明が表示される。このプロパティ
は変更できない。 
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フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名    プロパティ名プロパティ名プロパティ名プロパティ名    説明説明説明説明    

Log リスト項目から「Yes」または「No」を選択し，
レコードを Agent Storeデータベースに記録
するかどうかを指定する。この値が「Yes」で
かつ，Collection Intervalが 0より大きい値で
あれば，データベースに記録される。 

Collection 
Interval 

データの収集間隔を指定する。指定できる値は
0～2,147,483,647秒で，1秒単位で指定でき
る。なお，0と指定した場合は 0秒となり，デ
ータは収集されない。 

Collection Offset データの収集を開始するオフセット値を指定
する。指定できる値は，Collection Intervalで
指定した値の範囲内で，0～32,767秒の 1秒単
位で指定できる。なお，データ収集の記録時間
は，Collection Offsetの値によらないで，
Collection Intervalと同様の時間となる。 

  

LOGIF レコードをデータベースに記録するときの条
件を指定する。条件に合ったレコードだけがデ
ータベースに記録される。PFM - Web Console
の［ログ出力条件式の編集］ダイアログボック
スで作成した条件式（文字列）が表示される。 

Log Records － PLレコードタイプのレコードのプロパティが
格納されている。PFM - Agent for IISではこ
のレコードをサポートしていないため使用し
ない。 

（凡例） 
－：該当しない 

注※1 
PFM - Web Consoleの画面の［エージェント階層］の［プロパティの表示］から表示し
た場合，First Registration Dateプロパティおよび Last Registration Dateプロパティは
表示されません。これらのプロパティ値を参照したい場合は，PFM - Web Consoleの画
面の［サービス階層］から［プロパティ］を表示してください。 

注※2 
フォルダ名には，データベース IDを除いたレコード IDが表示されます。各レコードの
レコード IDについては，「第 3編 5. レコード」を参照してください。 
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付録付録付録付録FFFF    ファイルおよびフォルダ一覧ファイルおよびフォルダ一覧ファイルおよびフォルダ一覧ファイルおよびフォルダ一覧    
 
ここでは，PFM - Agent for IISのファイルおよびフォルダ一覧を記載します。 
Performance Managementのインストール先フォルダは任意です。デフォルトのインストー
ル先フォルダは次のとおりです。 

• システムドライブシステムドライブシステムドライブシステムドライブ¥Program Files¥Hitachi¥jp1pc¥ 

PFM - Agent for IISのファイルおよびフォルダ一覧を次の表に示します。 

表表表表 FFFF----1111    PFMPFMPFMPFM - Agent for IISAgent for IISAgent for IISAgent for IIS のファイルおよびフォルダ一覧のファイルおよびフォルダ一覧のファイルおよびフォルダ一覧のファイルおよびフォルダ一覧    

フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名 ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 説明説明説明説明 
－ PFM - Agent for IISのルートフォルダ インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ

¥agtk¥ 
readme.txt README.TXT（日本語） 
－ Agent Collectorのルートフォルダ 
jpcagt.ini Agent Collectorサービス起動情報ファイル 
jpcagt.ini.model Agent Collector サービス起動情報ファイル

のモデルファイル 
jpcagtk.exe Agent Collectorサービス実行プログラム 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥agtk¥agent¥ 

jpcKCollect.exe Agent Collector サービスパフォーマンスデ
ータ収集プログラム 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥agtk¥agent¥log¥ － Agent Collector 内部ログファイル格納フォ

ルダ 
インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥agtk¥lib¥ － メッセージカタログ格納フォルダ 
インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥agtk¥store¥ 

－ Agent Storeルートフォルダ 

 *.DB パフォーマンスデータファイル 
 *.IDX パフォーマンスデータファイルのインデッ

クスファイル 
 *.LCK パフォーマンスデータファイルのロックフ

ァイル 

 jpcsto.ini Agent Storeサービス起動情報ファイル 
 jpcsto.ini.model Agent Storeサービス起動情報ファイルのモ

デルファイル 
    *.DAT データモデル定義ファイル 
インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥agtk¥store¥backup¥ － 標準のデータベースバックアップ先フォル

ダ 
インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥agtk¥store¥dump¥ 

－ 標準のデータベースエクスポート先フォル
ダ 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ
¥agtk¥store¥log¥ 

－ Agent Store内部ログファイル格納フォルダ 

インストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダインストール先フォルダ － セットアップファイル格納フォルダ 
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フォルダ名フォルダ名フォルダ名フォルダ名 ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 説明説明説明説明 

jpcagtku.Z PFM – Agentセットアップ用アーカイブフ
ァイル(UNIX) 

¥setup¥ 

jpcagtkw.EXE PFM – Agentセットアップ用アーカイブフ
ァイル(Windows) 

（凡例） 
－：該当しない    
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付録付録付録付録GGGG    移行手順と移行時の注意事項移行手順と移行時の注意事項移行手順と移行時の注意事項移行手順と移行時の注意事項    

    
PFM - Agent for IISを，バージョンアップする方法について説明します。 
PFM - Agent for IISを，バージョンアップする場合，PFM -Agent for IISを上書きインストー
ルします。 
 
上書きインストールを実施すると，次の項目が自動的に更新されます。 

• Agent StoreのStoreデータベースファイル 
• iniファイル 
 

PFM - Agentホストでの手順は次のとおりです。 
 

1.1.1.1.    PFM - Agent for IISを上書きインストールする。 

2.2.2.2.    PFM - Agent for IISを運用するためのセットアップを実施する。 

 
注意注意注意注意    

・バージョンアップする際には，古いバージョンのPFM - Agent for IISをアンインストールし
ないでください。アンインストールすると，古いバージョンで作成したパフォーマンスデー
タなども一緒に削除されてしまうため，新しいバージョンで使用できなくなります。 
・PFM - Agent for IISを上書きインストールすると，次の項目が自動的に更新されます。 
・Agent StoreサービスのStoreデータベースファイル 
・iniファイル 

・バージョン08-00以降のPerformance Managementプログラムでは，Store実行プログラム
(Windowsの場合jpcsto.exeおよびstpqlpr.exe，UNIXの場合jpcstoおよびstpqlpr)の配置先が
変更されています。PFM - ManagerおよびPFM - Agentを08-00以降にバージョンアップす
る際に，旧配置先のStore実行プログラムは削除されます。 
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付録付録付録付録HHHH    バージョン互換バージョン互換バージョン互換バージョン互換    

    
PFM - Agentには，製品のバージョンのほかに，データモデルのバージョンがあります。PFM - 
Agentをバージョンアップしたときに，データモデルもバージョンアップされます。データモデ
ルは，上位互換を保っているため，古いバージョンで定義したレポートの定義やアラームの定義
は，新しいバージョンのデータモデルでも使用できます。 
PFM - Agent for IISのバージョンの対応を次の表に示します。 
 
表表表表HHHH----1111    PFMPFMPFMPFM - Agent for IISAgent for IISAgent for IISAgent for IISのバージョン対応表のバージョン対応表のバージョン対応表のバージョン対応表    

PFMPFMPFMPFM - Agent for IISAgent for IISAgent for IISAgent for IIS のバージョンのバージョンのバージョンのバージョン  データモデルのバージョンデータモデルのバージョンデータモデルのバージョンデータモデルのバージョン    アラームテーブルのバージョンアラームテーブルのバージョンアラームテーブルのバージョンアラームテーブルのバージョン    

07-00 3.0 6.70 
07-10 4.0 7.00 
08-10 4.0 8.10 
 
PFM - Agent for IISの場合，PFM - Web Consoleの画面の[アラーム階層]に，使用中の
Performance Managementシステムにはないバージョンのアラームテーブルが表示されることが
あります。Performance Managementシステムで使用しているアラームテーブルのバージョンお
よびバージョンの互換性をご確認のうえ，使用してください。 
バージョン互換については，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用
ガイド」の，付録に記載されているバージョン互換を参照してください。 
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付録付録付録付録IIII    動作ログの出力動作ログの出力動作ログの出力動作ログの出力    

    
Performance Managementの動作ログとは，システム負荷などのしきい値オーバーに関するアラ
ーム機能と連動した動作情報の履歴を出力するログ情報です。 
例えば，しきい値オーバーなどの異常が発生したことを示すアラーム発生時に，いつ，どのサー
ビスがアラームを発生させたのかを示す情報が動作ログに出力されます。 
動作ログは，PFM - Managerまたは PFM - Baseと PFM - Agentが共に 08-10以降ならば出力
できます。PFM - Agentのバージョンが 08-00の場合，PFM - Agentの動作ログ情報は出力でき
ません。 
動作ログは，CSV形式で出力されるテキストファイルです。定期的に保存して表計算ソフトで加
工することで，分析資料として利用できます。 
動作ログは，jpccomm.iniの設定によって出力されるようになります。ここでは，PFM - Agent
および PFM - Baseが出力する動作ログの出力内容と，動作ログを出力するための設定方法につ
いて説明します。 

I.1I.1I.1I.1    動作ログに出力される事象の種別動作ログに出力される事象の種別動作ログに出力される事象の種別動作ログに出力される事象の種別    

動作ログに出力される事象の種別および PFM - Agentおよび PFM - Baseが動作ログを出力する
契機を次の表に示します。事象の種別とは，動作ログに出力される事象を分類するための，動作
ログ内での識別子です。。。。    



付録 I 動作ログの出力 

240 

    

表 I-1動作ログに出力される事象の種別 

事象の種別 説明 PFM - Agentおよび PFM - Baseが出力
する契機 

StartStop ソフトウェアの起動と終了を示す事象。 • PFMサービスの起動・停止 
• スタンドアロンモードの開始・終了 

ExternalService JP1製品と外部サービスとの通信結果を
示す事象。 
異常な通信の発生を示す事象。 

PFM - Managerとの接続状態の変更 

ManagementAction プログラムの重要なアクションの実行
を示す事象。 
ほかの監査カテゴリーを契機にアクシ
ョンが実行されたことを示す事象。 

自動アクションの実行 

I.2I.2I.2I.2    動作ログの保存形式動作ログの保存形式動作ログの保存形式動作ログの保存形式    

ここでは，動作ログのファイル保存形式について説明します。 
動作ログは規定のファイル（カレント出力ファイル）に出力され，満杯になった動作ログは別の
ファイル（シフトファイル）として保存されます。動作ログのファイル切り替えの流れは次のと
おりです。 
1. 動作ログは，カレント出力ファイル「jpcaudit.log」に順次出力されます。 
2. カレント出力ファイルが満杯になると，その動作ログはシフトファイルとして保存されます。 
シフトファイル名は，カレント出力ファイル名の末尾に数値を付加した名称です。シフトフ

ァイル名は，カレント出力ファイルが満杯になるたびにそれぞれ「ファイル名末尾の数値+1」
へ変更されます。つまり，ファイル末尾の数値が大きいほど，古いログファイルとなります。 

例 
カレント出力ファイル「jpcaudit.log」が満杯になると，その内容はシフトファイル
「jpcaudit1.log」へ保管されます。 
カレント出力ファイルが再び満杯になると，そのログは「jpcaudit1.log」へ移され，既
存のシフトファイル「jpcaudit1.log」は「jpcaudit2.log」へリネームされます。 

なお，ログファイル数が保存面数（jpccomm.iniファイルで指定）を超えると，古いログフ
ァイルから削除されます。 

3. カレント出力ファイルが初期化され，新たな動作ログが書き込まれます。 
動作ログの出力要否，出力先および保存面数は，jpccomm.iniファイルで設定します。jpccomm.iniファ

イルの設定方法については，「付録 I.4 動作ログを出力するための設定」を参照してください。 
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I.3I.3I.3I.3    動作ログの出力形式動作ログの出力形式動作ログの出力形式動作ログの出力形式    

Performance Managementの動作ログには，監査事象に関する情報が出力されます。動作ログは，
ホスト（物理ホスト・論理ホスト）ごとに 1 ファイル出力されます。動作ログの出力先ホストは
次のようになります。 
• サービスを実行した場合：実行元サービスが動作するホストに出力 
• コマンドを実行した場合：コマンドを実行したホストに出力 
動作ログの出力形式，出力先，出力項目について次に説明します。  
    

(1)(1)(1)(1)出力形式出力形式出力形式出力形式 
    

CALFHM x.x,出力項目 1=値 1,出力項目 2=値 2,…,出力項目 n=値 n 

(2) (2) (2) (2) 出力先出力先出力先出力先    
インストール先フォルダ¥auditlog¥ 
動作ログの出力先は，jpccomm.iniファイルで変更できます。jpccomm.iniファイルの設定方法に
ついては，「付録 I.4 動作ログを出力するための設定」を参照してください。 
    

(3) (3) (3) (3) 出力項目出力項目出力項目出力項目 
出力項目には二つの分類があります。 
z 共通出力項目 
動作ログを出力する JP1製品が共通して出力する項目です。 
z 固有出力項目 
動作ログを出力する JP1製品が任意に出力する項目です。 

(a) 共通出力項目 
共通出力項目に出力される値と項目の内容を次の表に示します。なお，この表は PFM - Manager
が出力する項目や内容も含みます。 

表 I-2動作ログの共通出力項目 

項
番 

出力項目 値 内容 

 項目名 出力され
る属性名 

  

1 共通仕様
識別子 

－ CALFHM 動作ログフォーマットである
ことを示す識別子 

2 共通仕様
リビジョ
ン番号 

－ x.x 動作ログを管理するためのリ
ビジョン番号 

3 通番 seqnum 通し番号 動作ログレコードの通し番号 
4 メッセー

ジ ID 
msgid KAVExxxxx-x 製品のメッセージ ID 

5 日付・時刻 YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sssTZD※ 動作ログの出力日時およびタ
イムゾーン 

6 発生プロ progid JP1PFM 事象が発生したプログラムの
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グラム名 プログラム名 
7 発生コン

ポーネン
ト名 

compid サービス ID 事象が発生したコンポーネン
ト名 

8 発生プロ
セス ID 

pid プロセス ID 事象が発生したプロセスのプ
ロセス ID 

9 発生場所 ocp:host • ホスト名 
• IPアドレス 

事象が発生した場所 

10 事象の種
別 

ctgry • StartStop 
• Authentication 
• ConfigurationAccess 
• ExternalService 
• AnomalyEvent 
• ManagementAction 

動作ログに出力される事象を
分類するためのカテゴリー名 

11 事象の結
果 

result • Success（成功） 
• Failure（失敗） 
• Occurrence（発生） 

事象の結果 

12 サブジェ
クト識別
情報 

subj:pid プロセス ID 次のどれかの情報 
• ユーザー操作により動作す
るプロセス ID 

• 事象を発生させたプロセス
ID 

  subj:uid アカウント識別子（PFMユーザー
/JP1ユーザー） 

• 事象を発生させたユーザー
名 

  subj:euid 実効ユーザーID（OSユーザー） • ユーザーに 1：1で対応づけ
られた識別情報 

（凡例） 
－：なし。 

注※ 
Tは日付と時刻の区切りです。 
ZDはタイムゾーン指定子です。次のどれかが出力されます。 
+hh:mm：UTCから hh:mmだけ進んでいることを示す。 
-hh:mm：UTCから hh:mmだけ遅れていることを示す。 
z：UTCと同じであることを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 固有出力項目 



付録 I 動作ログの出力 

243 

固有出力項目に出力される値と項目の内容を次の表に示します。なお，この表は PFM - Manager
が出力する項目や内容も含みます。 

表 I-3動作ログの固有出力項目 

項
番 

出力項目 値 内容 

 項目名 出力される
属性名 

  

1 オブジェ
クト情報 

obj • PFM - Agentのサービス ID 
• 追加，削除，更新されたユーザー
名（PFMユーザー） 

操作の対象 

  obj:table アラームテーブル名  
  obj:alarm アラーム名  

2 動作情報 op • Start（起動） 
• Stop（停止） 
• Add（追加） 
• Update（更新） 
• Delete（削除） 
• Change Password（パスワード変
更） 

• Activate（有効化） 
• Inactivate（無効化） 
• Bind（バインド） 
• Unbind（アンバインド） 

事象を発生させた動作情報 

3 権限情報 auth • 管理者ユーザー 
Management 

• 一般ユーザー 
Ordinary 

• Windows 
Administrator 

• UNIX 
SuperUser 

操作したユーザーの権限情
報 

  auth:mode • PFM認証モード 
pfm 

• JP1認証モード 
jp1 

• OSユーザー 
os 

操作したユーザーの認証モ
ード 

4 出力元の
場所 

outp:host PFM - Managerのホスト名 動作ログの出力元のホスト 

5 指示元の
場所 

subjp:host • ログイン元ホスト名 
• 実行ホスト名（jpcalarm コマン
ド実行時だけ） 

操作の指示元のホスト 

6 自由記述 msg メッセージ アラーム発生時，および自
動アクションの実行時に出
力されるメッセージ 

固有出力項目は，出力契機ごとに出力項目の有無や内容が異なります。出力契機ごとに，メッセ
ージ IDと固有出力項目の内容を次に説明します。 
 

PFMPFMPFMPFM サービスの起動・停止（サービスの起動・停止（サービスの起動・停止（サービスの起動・停止（StartStopStartStopStartStopStartStop））））    
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• 出力ホスト：該当するサービスが動作しているホスト 
• 出力コンポーネント：起動・停止を実行する各サービス 

項目名 属性名 値 
メッセージ ID msgid 起動：KAVE03000-I 

停止：KAVE03001-I 
動作情報 op 起動：Start 

停止：Stop 

    

スタンドアロンモードの開始・終了（スタンドアロンモードの開始・終了（スタンドアロンモードの開始・終了（スタンドアロンモードの開始・終了（StartStopStartStopStartStopStartStop））））    

• 出力ホスト：PFM - Agentホスト 
• 出力コンポーネント：Agent Collectorサービス，Agent Storeサービス 

項目名 属性名 値 
メッセージ ID msgid スタンドアロンモードを開始：KAVE03002-I

スタンドアロンモードを終了：KAVE-03003-I

注 1 固有出力項目は出力されない。 

注 2 PFM - Agentの各サービスは，起動時に PFM - Managerホストに接続し，ノード情報の登録，

最新のアラーム定義情報の取得などを行う。PFM - Managerホストに接続できない場合，稼働情報

の収集など一部の機能だけが有効な状態（スタンドアロンモード）で起動する。その際，スタン

ドアロンモードで起動することを示すため，KAVE03002-Iが出力される。その後，一定期間ごと

に PFM - Managerへの再接続を試み，ノード情報の登録，定義情報の取得などに成功すると，ス

タンドアロンモードから回復し，KAVE03003-Iが出力される。この動作ログによって，

KAVE03002-Iと KAVE03003-Iが出力されている間は，PFM - Agentが不完全な状態で起動してい

ることを知ることができる。 
    

PFM PFM PFM PFM ---- Manager Manager Manager Manager との接続状態の変更（との接続状態の変更（との接続状態の変更（との接続状態の変更（ExternalServiceExternalServiceExternalServiceExternalService））））    

• 出力ホスト：PFM - Agentホスト 
• 出力コンポーネント：Agent Collectorサービス，Agent Storeサービス 

項目名 属性名 値 
メッセージ ID msgid PFM - Managerへのイベントの送信に失敗（キ

ューイングを開始）：KAVE03300-I 
PFM - Managerへのイベントの再送が完了：
KAVE03301-I 

注 1 固有出力項目は出力されない。 

注 2 Agent Storeサービスは，PFM - Managerへのイベント送信に失敗すると，イベントのキ
ューイングを開始し，以降はイベントごとに最大 3件がキューに貯められる。KAVE03300-Iは，
イベント送信に失敗し，キューイングを開始した時点で出力される。PFM - Managerとの接続が
回復したあと，キューイングされたイベントの送信が完了した時点で，KAVE03301-Iが出力され
る。この動作ログによって，KAVE03300-Iと KAVE03301-Iが出力されている間は，PFM - 
Managerへのイベント送信がリアルタイムでできていなかった期間と知ることができる。 
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注 3 Agent Collectorサービスは，通常，Agent Storeサービスを経由して PFM - Managerにイベントを

送信する。何らかの理由で Agent Storeサービスが停止している場合だけ，直接 PFM - Managerにイベ

ントを送信するが，失敗した場合に KAVE03300-Iが出力される。この場合，キューイングを開始しな

いため，KAVE03301-Iは出力されない。この動作ログによって，PFM - Managerに送信されなかったイ

ベントがあることを知ることができる。 

    

自動アクションの実行（自動アクションの実行（自動アクションの実行（自動アクションの実行（ManagementActiManagementActiManagementActiManagementActionononon））））    

• 出力ホスト：アクションを実行したホスト 
• 出力コンポーネント：Action Handlerサービス 

項目名 属性名 値 
メッセージ ID msgid コマンド実行プロセス生成に成功：

KAVE03500-I 
コマンド実行プロセス生成に失敗：
KAVE03501-W 
E-mail送信に成功：KAVE03502-I 
E-mail送信に失敗：KAVE03503-W 

自由記述 msg コマンド実行：cmd=実行したコマンドライン
E-mail送信：mailto=送信先メールアドレス 

注 コマンド実行プロセスの生成に成功した時点で KAVE03500-Iが出力される。その後，コマ
ンドが実行できたかどうかのログ，および実行結果のログは，動作ログには出力されない。 
    

(4) (4) (4) (4) 出力例出力例出力例出力例    
動作ログの出力例を次に示します。 
CALFHM 1.0, seqnum=1, msgid=KAVE03000-I, date=2007-01-18T22:46:49.682+09:00, 
progid=JP1PFM, compid=TA1host01, pid=2076, 
ocp:host=host01, ctgry=StartStop, result=Occurrence, 
subj:pid=2076,op=Start 
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I.4I.4I.4I.4    動作ログを出力するための設定動作ログを出力するための設定動作ログを出力するための設定動作ログを出力するための設定    

動作ログを出力するための設定は，jpccomm.iniファイルで定義します。設定しない場合，動作
ログは出力されません。動作ログを出力するための設定内容とその手順について次に示します。 

 

(1) 設定手順 
動作ログを出力するための設定手順を次に示します。 

1. ホスト上の全 PFMサービスを停止させる。 

2. テキストエディターなどで，jpccomm.iniファイルを編集する。 

3. jpccomm.iniファイルを保存して閉じる。 

 

(2) jpccomm.ini ファイルの詳細 
jpccomm.iniファイルの詳細について説明します。 

 

(ａ) 格納先フォルダ 

インストール先フォルダ 

 

(ｂ) 形式 

jpccomm.iniファイルには，次の内容を定義します。 

z 動作ログの出力の有無 

z 動作ログの出力先 

z 動作ログの保存面数 

z 動作ログのファイルサイズ 

指定形式は次のとおりです。 

"項目名"=値 

設定項目を次の表に示します。 
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表 I-4jpccomm.iniファイルで設定する項目および初期値 

項番 項目 説明 
1 [Action Log Section] セクション名です。変更はできません。 
2 Action Log Mode 動作ログを出力するかどうかを指定します。 

• 初期値 
0（出力しない） 

• 指定できる値 
0（出力しない），1（出力する） 
これ以外の値を指定すると，エラーメッセージが出力
され，動作ログは出力されません。 

3 Action Log Dir 動作ログの出力先を指定します。 
論理ホスト環境の場合は共有ディスク上のディレクト
リを指定します。共有ディスク上にないディレクトリを
指定した場合，論理ホストを構成する各物理ホストへ動
作ログが出力されます。 
なお，制限長を超えるパスを設定した場合や，ディレク
トリへのアクセスが失敗した場合は，共通ログにエラー
メッセージが出力され，動作ログは出力されません。 
• 初期値 
インストール先フォルダ¥auditlog¥ 

• 指定できる範囲 
1～185バイトの文字列 

4 Action Log Num ログファイルの総数の上限（保存面数）を指定します。
カレント出力ファイルとシフトファイルの合計を指定
してください。 
• 初期値 

5 
• 指定できる範囲 

2～10の整数 
数値以外の文字列を指定した場合，エラーメッセージが
出力され，初期値である 5が設定されます。 
範囲外の数値を指定した場合，エラーメッセージを出力
し，指定値に最も近い 2～10の整数値が設定されます。 

5 Action Log Size ログファイルのサイズをキロバイト単位で指定します。 
• 初期値 

2048 
• 指定できる範囲 

512～2096128の整数 
数値以外の文字列を指定した場合，エラーメッセージが
出力され，初期値である 2048が設定されます。 
範囲外の数値を指定した場合，エラーメッセージが出力
され，指定値に最も近い 512～2096128の整数値が設定
されます。 
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付録付録付録付録JJJJ    各バージョンの変更内容各バージョンの変更内容各バージョンの変更内容各バージョンの変更内容    

J.1J.1J.1J.1    VerVerVerVer    08080808----10101010 の変更内容の変更内容の変更内容の変更内容    

● 製品名を JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) Internet 
Information Serverに変更しました。    

    
● アラームのソリューションセットのバージョンを 7.00 から 8.10 に変更しました。    

    
● 対象製品に PFM - Web Consoleおよび PFM - Baseを追加しました。    

    
● 対象製品から PFM - Viewを削除しました。    

    
● アラームのソリューションセットのバージョンを 7.00から 8.10に変更しました。    

    

J.2J.2J.2J.2    Ver 07Ver 07Ver 07Ver 07----10101010 の変更内容の変更内容の変更内容の変更内容    

    
● PFM - Agent for IISの適用OSを次のように変更しました。 
    

プログラム名プログラム名プログラム名プログラム名    変更内容変更内容変更内容変更内容    
PFM - Agent for IIS Windows Server 2003 を追加した。 
 
● アラームのソリューションセットのバージョンを6.70から7.00に変更しました。 
 
● データモデルのバージョンを3.0から4.0に変更しました。 
 
● スタンドアロンモードでPFM - Agentを起動する機能をサポートしました。 
 
● インストール時の障害を出力するインストールログファイルを追加しました。 
 
● 複数LAN接続機能をサポートしました。 
 
● 次のプロパティを追加しました。 
 

サービス名サービス名サービス名サービス名    プロパティプロパティプロパティプロパティ    
Agent Collector Data Model Version 
 
● 次のプロパティを削除しました。 
 

サービス名サービス名サービス名サービス名    プロパティプロパティプロパティプロパティ    
Agent Store 
 

Copyright以下すべて 
Network Services下のVersion 

Agent Collector Network Services下のVersion 
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付録付録付録付録KKKK    用語解説用語解説用語解説用語解説    

（英字） 

Action Handler 

PFM - Managerまたは PFM - Baseのサービスの一つです。アクションを実行するサービ

スのことです。 

Agent Collector 

PFM - Agentのサービスの一つです。パフォーマンスデータを収集したり，アラームに設

定されたしきい値で，パフォーマンスデータを評価したりするサービスのことです。 

Agent Store 

PFM - Agentのサービスの一つです。パフォーマンスデータを格納するサービスのことで

す。Agent Storeサービスは，パフォーマンスデータの記録のためにデータベースを使用

します。各 PFM - Agentに対応して，各 Agent Storeサービスがあります。 

Correlator 

PFM - Managerのサービスの一つです。サービス間のイベント配信を制御するサービスの

ことです。アラームの状態を評価して，しきい値を超過するとアラームイベントおよび

エージェントイベントを，Trap Generatorサービスおよび PFM - Web Consoleに送信しま

す。 

Master Manager 

PFM - Managerのサービスの一つです。PFM - Managerのメインサービスのことです。 

Master Store 

PFM - Managerのサービスの一つです。各 PFM - Agentから発行されたアラームイベント

を管理するサービスのことです。Master Storeサービスはイベントデータの保持のために

データベースを使用します。 

Name Server 

PFM - Managerのサービスの一つです。システム内のサービス構成情報を管理するサービ

スのことです。 

ODBCキーフィールド 

PFM - Managerまたは PFM - Baseで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されてい

るレコードのデータを利用する場合に必要な ODBCキーフィールドを示します。ODBC

キーフィールドには，各レコード共通のものと各レコード固有のものとがあります。 
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PDレコードタイプ 

→「Product Detailレコードタイプ」 

Performance Management 

システムのパフォーマンスに関する問題を監視および分析するために必要なソフトウェ

ア群の総称です。Performance Managementは，次の四つのプログラムプロダクトで構成

されます。 

y PFM - Manager 

y PFM - Web Console 

y PFM - Base 

y PFM - Agent 

PFM - Agent 

Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。PFM - Agentは，

システム監視機能に相当し，監視対象となるアプリケーション，データベース，OSによ

って，各種の PFM - Agentがあります。PFM - Agentには，次の機能があります。 

y 監視対象のパフォーマンスの監視 

y 監視対象のデータの収集および記録 

PFM - Base 

Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。Performance 

Managementの稼働監視をするための基盤機能を提供します。PFM - Agentを動作させる

ための前提製品です。 

y 各種コマンドなどの管理ツール 

y Performance Managementと他システムとの連携に必要となる共通機能 

PFM - Manager 

Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。PFM - Managerは，

マネージャー機能に相当し，次の機能があります。 

y Performance Managementのプログラムプロダクトの管理 

y イベントの管理 

PFM - Manager名 

PFM - Managerで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているフィールドのデ

ータを利用する場合，SQL文で記述するフィールド名のことです。 

PFM - View名 

PFM - Web Consoleの GUIで表示されるフィールド名のことです。 
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PFM - Web Console 

Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。ブラウザーで

Performance Managementシステムを一元的に監視するためWebアプリケーションサーバ

の機能を提供します。PFM - Web Consoleには，次の機能があります。 

y GUIの表示 

y 統合監視および管理機能 

y レポートの定義およびアラームの定義 

PIレコードタイプ 

→「Product Intervalレコードタイプ」 

PLレコードタイプ 

→「Product Logレコードタイプ」 

Product Detailレコードタイプ 

現在起動しているプロセスの詳細情報など，ある時点でのシステムの状態を示すパフォ

ーマンスデータが格納されるレコードタイプのことです。PDレコードタイプは，次のよ

うな，ある時点でのシステムの状態を知りたい場合に使用します。 

y システムの稼働状況 

y 現在使用しているファイルシステム容量 

Product Intervalレコードタイプ 

1分ごとのプロセス数など，ある一定の時間（インターバル）ごとのパフォーマンスデー

タが格納されるレコードタイプのことです。PIレコードタイプは，次のような，時間の

経過に伴うシステムの状態の変化や傾向を分析したい場合に使用します。 

y 一定時間内に発生したシステムコール数の推移 

y 使用しているファイルシステム容量の推移 

Product Logレコードタイプ 

UNIX上で実行されているアプリケーションまたはデータベースのログ情報が格納され

るレコードタイプのことです。 

Storeデータベース 

Agent Collectorサービスが収集したパフォーマンスデータが格納されるデータベースの

ことです。 

Trap Generator 

PFM - Managerのサービスの一つです。SNMPトラップを発行するサービスのことです。 
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（ア行） 

アクション 

監視するデータがしきい値に達した場合に，Performance Managementによって自動的に

実行される動作のことです。次の動作があります。 

y Eメールの送信 

y コマンドの実行 

y SNMPトラップの発行 

y JP1イベントの発行 

アラーム 

監視するデータがしきい値に達した場合のアクションやイベントメッセージを定義した

情報のことです。 

アラームテーブル 

次の情報を定義した一つ以上のアラームをまとめたテーブルです。 

y 監視するオブジェクト（Process，TCP，WebServiceなど） 

y 監視する情報（CPU使用率，1秒ごとの受信バイト数など） 

y 監視する条件（しきい値） 

インスタンス 

このマニュアルでは，インスタンスという用語を次のように使用しています。 

y レコードの記録形式を示す場合 

1行で記録されるレコードを「単数インスタンスレコード」，複数行で記録されるレ

コードを「複数インスタンスレコード」，レコード中の各行を「インスタンス」と呼

びます。 

y PFM - Agentの起動方式を示す場合 

同一ホスト上の監視対象を一つのエージェントで監視する方式のエージェントを「シ

ングルインスタンスエージェント」と呼びます。これに対して監視対象がマルチイン

スタンスをサポートする場合，監視対象のインスタンスごとにエージェントで監視す

る方式のエージェントを「マルチインスタンスエージェント」と呼びます。マルチイ

ンスタンスエージェントの各エージェントを「インスタンス」と呼びます。 

エージェント 

パフォーマンスデータを収集する PFM - Agentのサービスのことです。 

（カ行） 

管理ツール 
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サービスの状態の確認やパフォーマンスデータを操作するために使用する各種のコマン

ドまたは GUI上の機能のことです。次のことができます。 

y サービスの構成および状態の表示 

y パフォーマンスデータの退避および回復 

y パフォーマンスデータのテキストファイルへのエクスポート 

y パフォーマンスデータの消去 

（サ行） 

サービス ID 

Performance Managementプログラムのサービスに付加された，一意の IDのことです。コ

マンドを使用して Performance Managementのシステム構成を確認する場合，または個々

のエージェントのパフォーマンスデータをバックアップする場合などは，Performance 

Managementプログラムのサービス IDを指定してコマンドを実行します。サービス IDは，

次の四つから構成されます。 

y プロダクト ID 

y 機能 ID 

y インスタンス番号 

y デバイス ID 

収集データ追加ユーティリティ 

ユーザーレコードに格納されるパフォーマンスデータを設定するための機能のことです。

収集データ追加ユーティリティは，Windowsの［スタート］メニューから実行します。 

スタンドアロンモード 

PFM - Agent単独で起動している状態のことです。PFM - ManagerのMaster Managerサー

ビスおよび Name Serverサービスが，障害などのため起動できない状態でも，PFM - Agent

だけを起動して，パフォーマンスデータを収集できます。 

ステータス管理機能 

PFM - Managerおよび PFM - Agent上で動作するすべてのサービスの状態を管理する機能

です。ステータス管理機能を用いると，システム管理者は各ホストでのサービスの起動

や停止などの状態を正しく把握できるため，障害復旧のための適切な対処を迅速に行う

ことができます。 

ソリューションセット 

PFM - Agentに用意されている，定義済みのアラームとレポートのことです。ソリューシ

ョンセットを使用することで，複雑な定義をしなくても PFM - Agentの運用状況を監視

する準備が容易にできるようになります。 



付録 K 用語解説 

254 

（タ行） 

単数インスタンスレコード 

1行で記録されるレコードです。このレコードは，固有の ODBCキーフィールドを持ち

ません。 

→「インスタンス」を参照してください。 

データベース ID 

PFM - Agentの各レコードに付けられた，レコードが格納されるデータベースを示す ID

です。データベース IDは，そのデータベースに格納されるレコードの種類を示していま

す。データベース IDを次に示します。 

・PI ：PIレコードタイプのレコードのデータベースであることを示します。 

・PD ：PDレコードタイプのレコードのデータベースであることを示します。 

データモデル 

各 PFM - Agentが持つレコードおよびフィールドの総称のことです。データモデルは，

バージョンで管理されています。 

ドリルダウンレポート 

レポートまたはレポートのフィールドに関連づけられたレポートです。あるレポートの

詳細情報や関連情報を表示したい場合に使用します。 

（ハ行） 

バインド 

アラームをエージェントと関連づけることです。バインドすると，エージェントによっ

て収集されているパフォーマンスデータが，アラームで定義したしきい値に達した場合，

ユーザーに通知できるようになります。 

パフォーマンスデータ 

監視対象システムから収集したリソースの稼働状況データのことです。 

フィールド 

レコードを構成するパフォーマンスデータの集まりのことです。 

複数インスタンスレコード 

複数行で記録されるレコードです。このレコードは，固有の ODBCキーフィールドを持

っています。 

→「インスタンス」を参照してください。 
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物理ホスト 

クラスタシステムを構成する各サーバに固有な環境のことです。物理ホストの環境は，

フェールオーバー時にもほかのサーバに引き継がれません。 

プロダクト ID 

該当する Performance Managementプログラムのサービスが，Performance Managementの

どのプログラムプロダクトのものかを示す 1バイトの識別子のことです。サービス IDの

一部です。 

（ヤ行） 

ユーザーレコード 

デフォルトでは用意されていないパフォーマンスデータを収集し，特定のレコードに格

納するように，ユーザーが設定したレコードです。ユーザーレコードを設定すると，収

集したパフォーマンスデータを PFM - Web Consoleから監視できます。ユーザーレコード

には，次の種類があります。 

y Application Summary（PD_APP） 

y Generic Data Detail（PD_GEND）レコード 

y Generic Data Interval（PI_GENI）レコード 

y Event Log（PD_ELOG）レコード 

y User Data Detail（PD_UPD） 

y User Data Detail - Extended（PD_UPDB） 

y User Data Interval（PI_UPI） 

y User Data Interval - Extended（PI_UPIB） 

y Workgroup Summary（PI_WGRP）レコード 

（ラ行） 

ライフタイム 

各レコードに収集されるパフォーマンスデータの一貫性が保証される期間のことです。 

リアルタイムレポート 

監視対象の現在の状況を示すレポートです。 

履歴レポート 

監視対象の最近から現在までの状況を示すレポートです。 

レコード 

収集したパフォーマンスデータを格納する形式のことです。レコードの種類は，Storeデ
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ータベースの各データベースによって異なります。 

レポート 

PFM - Agentが収集したパフォーマンスデータをグラフィカルに表示する際の情報を定

義したものです。主に，次の情報を定義します。 

y レポートに表示させるレコード 

y パフォーマンスデータの表示項目 

y パフォーマンスデータの表示形式（表，グラフなど） 

（ワ行） 

ワークグループ 

PFM - Agent for Platformが実行されているプロセスを監視するまとまりの単位のことで

す。ワークグループは，次の単位で指定できます。 

y Windowsユーザー 

y Windowsグループ 

y プロセスによって実行されているプログラム
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

ソフトウェアマニュアルについて，３種類のサービスをご案内します。ご活用ください。 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しております。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名

称，資料番号のいずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル情報 複数マニュアルを格納したCD-ROMマニュアルを提供しています。ど

の製品に対応したCD-ROMマニュアルがあるか，を参照できます。 

■マニュアルのご購入 日立インターメディックス(株)の｢日立コンピュータ製品マニュア

ルサイト｣からお申し込みできます。 

(詳細は「３．マニュアルのご注文」を参照してください。) 

■Web提供マニュアル一覧 インターネットで参照できるマニュアルの一覧を提供しています。 

(詳細は「２．インターネットからのマニュアル参照」を参照して

ください。) 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットからのマニュアル参照(ソフトウェアサポートサービス) 
ソフトウェアサポートサービスの契約をしていただくと，インターネットでマニュアルを参照できます。 

本サービスの対象となる契約の種別，及び参照できるマニュアルは，マニュアル情報ホームページでご確認

ください。なお，ソフトウェアサポートサービスは，マニュアル参照だけでなく，対象製品に対するご質問

への回答，問題解決支援，バージョン更新版の提供など，お客様のシステムの安定的な稼働のためのサービ

スをご提供しています。まだご契約いただいていない場合は，ぜひご契約いただくことをお勧めします。 

３．マニュアルのご注文 
日立インターメディックス(株)の｢日立コンピュータ製品マニュアルサイト｣からご注文ください。 

①  下記 URL にアクセスして必要事項を入力してください。 

URL  http://www2.himdx.net/manual/privacy.asp?purchase_flag=1 

②  ご注文いただいたマニュアルについて，請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。なお，送料は弊社で負担します。 

④  入金確認後，7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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